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時
代
の
悩
み
を
一
身
に
背
負
ひ
、
精

魂
を
つ
か
ら
し
め
て

、

求
め
に
求
め
た
五
人
が
求
謹
生

活
の
跡
!

殿
町
山
日
本
人
が
載
っ
て
求
め

て
ゐ
る
も
の
は
諜
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の
生
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践
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。
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放
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〈
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ら
し
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無
双
‘
た
な
る
叩
釦

め
て
や
ま
ぬ
信
仰
と

最
も
向
良
此
〈
A介H
品
致
Aす
る
も

の
て
あ
る
。

今
命
令
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"
の

写
，
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こ

の
書
に
は
、
上
人
が
禽
人
と
共
に
悩
み
求
め
ら
れ
た
求
道
、
俗
仰
の
御
生
活
を
油
と
し

、
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1
9
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・
・
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れ
を
創
る
時
代
の
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を
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い
て
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何
人
に
も

納
符
の
行
く
や
う
薪
切了
等
に
設
か
れ
て
あ

蹟よる
ん。
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求
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生
活
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鑓
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求
巡
の
動
機
、
思
"
の
彼
方
へ
、
菩
提
寺
で
の
生活
、
上

一

一
一
協
の
遣
す

が
ら

。
一
司祭
ニ
剣
の
求
滋
&
活
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l

叡
山
の
州
家
生
活
、
功
徳
伎
の
思
間
生
前
。

一
日
一
第
三
期

一

一日
一
の
窓
生
前|
誇

=
一除
の
生
活
、
雪
上
人

t
の
議
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思
同
期
の
主
総

務
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一

一
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銭
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五
期
の
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治
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活
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一
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信
仰
生
活
一
入
信
時
代
の
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強
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反
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、
湾
人
を
包
む
人
間
反
省
、
同
盟
加
の
級

一

一
一
応

。
ニ
閉
め
船
時
代の
生
活
山
を
下

つ
て
京
の
町
へ。

三
本
修
念
品
聞
の
悠
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信
仰
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浪
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一

一
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一
へ
、.
集
っ
て
来
る
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ゆ
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貯
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、
偉

大
な
る
人
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力
、
大
阪
膨
林
院
の
信
仰
向
袋
、
公
傷欽
の
将

一

一
扶
一
毘
録。
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一渇
符
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主
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し
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来
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一

一
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蹴
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M
m械
の
伊
仰
の
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出
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対
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燃
ぷ

M
m
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m
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蹴
恥w
h
u
な
る
ルwh川
町
舶
を

蹴
く
航
践
し
、
似
て
の
防
将

H叫
がBし
い
訪
問
仰
向
山
町

野
患
に
股
ま
れ
ん
こ
と
h
z訟
と
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
@

。
倣
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て
渇
・
即
応
か
の
針
脱
ヘ
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い
て

m
ω付
加

の
加
し
い
郎
助
役
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も
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h拡
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、
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m
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す
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肌
仙
川
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な
る
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協
献
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的
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縦
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っ
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?
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が
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ゐ
る
刊
に
仲
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m
m
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そ
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な
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し
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M
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械
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峠
郎
や
船
恥
あ
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ま
宇
総
和
し
て
あ
り
ま
ず
か

ら
ど
な
た
に
お
て
め
に
な
っ
て
も
怒
を
も
っ
て
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へ
ら
れ
て
お
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ま
す
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手
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簡
単
で
す

。
M
N
m
h
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問
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瓦
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縫
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し
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L
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仰
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た
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比
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て
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り
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に
・
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'
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叫
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生
る
主
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い
て
佼
必
死
ぬ
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と
い
ふ

こ
と
に
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が
岨

は
ず
鉱
山
町
は
貯
寄
る
似

の
利
融
で
貯
ぬ
る
た
め
の
緩
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は
な
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と
僻
せ
ら
れ
て
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i
ι
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鮮
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凶
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〈
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勝
れ
る
と
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ふ
w
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で
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ど
う
し
て
一

み
手
紙
需
が
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ね
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F
一

あ
ゆ
地
に
も
、
と
の
地

に
も
、
伊
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と
一

明
、
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a
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a司
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と
は
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と
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ふ
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と
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が
縦
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ま
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・
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胤
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に
J
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れ
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脂
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い
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川
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無心
我が

む

大
日
本
武
鑓
合

範
土

I訪

野

.明白・‘

一一
郎

川
町
は
恐
い
伸
慨
に
は
蹴
侮
乱
開
出
品
川
叫
に
跡
酔
し
て

、

続
出
に
臨
ん

だ
械
が
あ
る
・
制
品
川
町
は
体
制

h
wの
や
う
に
前
縦
一
艇
の
燃
除
な

m

h
vに
僻
ま
れ
た
搬
な
準
刈
で
あ
っ
た
が

、

紙
日
叫
が
よ
の
椴
似
を
山
町

ら
れ
る
滋
の
畿
が
な
か
く
時
ぃ
。
設
は
儲
め
は
悦
疋

母
い
携
が
俄
粋
だ
と
脱
は
れ
て
、
円
時
中
ハ

J
Kも
あ
る
旭
悦
庁
を
ね

ん
に
惚
は
れ
て
ゐ
た
が

、

械
が
猷
み
、

他
拡
が
砂
む
に
つ
れ
て

、

持
獄
に
悦
か
を
舵
く
さ
れ
て
炉
た
。
隙
い
慨
庁
を
偲
っ
て
ゐ
る
と

、

制
?
に
ば
か
り
鮮
を
と
ら
れ
て
、
阪
鰍
に
な
れ
な
い
と
知
山
げ
か

れ

た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
雌
鮮
に
は
溜
に
術
庁
は
い
ら
な
い
と
慨

ら
れ
て
静
成
制
1
7血
相
似
さ
れ
た
。
山
川

γ
に
船
ら
ず、伐の
鮒
でm
w

宇
レι静
脈
す
る
、

随
ち
腕
純
一
服
の
獄
ゅ
に
滋
せ
ら
れ
た
の
で
あ

ふ
e
.な

か
く
議
の
あ
る
静
で
は
あ
る
が

、

懇
の
蹴
鮮
の
餅

佐

ーー-ーー-ーーーーーーー一ーーー・・ーーーーーーーーーー ーー白

艇
は
こ
の
獄
ゆ
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
鵬
仰
を
聡
り
践
を
腕
す
鋭

部
の
陀
鰍
献
も
、
こ
の
似

m
な
陪
ゅ
に
町
叫
ん
で

、

山
町
め
て
針
き
て

-・ー-一-

く
る
の
で
あ
る
。

鰍
郎
は
よ
〈
制
限
必
も
の
で
あ
る
と
除
鰍
さ
れ
初
い
か

、

川
崎

鋭
獄
の
都
で
も
鰍
る
や

う
に
、

郎し
て
き
や
う
な
も
の
で
は
な

い
。
脱
獄
の
倣
却
は
滋
憾
な
る
儲
恨
の
郎
備
で
あ
り
、
そ
の
郡
山
慨

は
俄
邸
機
伊
の
鋭
敏
で
あ
る
。
鴎
ち
佐
佐
な
る
蹴
鰍
、
陀
鰍
な
る

艇
砕
を
胤
て
、

跡
部
にm
m都Fる
m
p
u
、

仰
い
撒
飯
山
ゆ
か
紙
一
作
法

れ
腕
却
制
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
・
鰍
部
は
鴻
総
帥

ω瓜
鰐
阪
の
紙
撤
に

山
側
き
、

鵬
仰
そ
仰
向
り
政
令
服
す
を
川
械
と
し
、
批
仙
の
働
獄
と
峨
鍛

と
を
町
阪
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
的
ぬ
っ
て
そ
の
偽
挺
が
間
断
の
邸

倣
と
な
る
ぬ
は
幣
燃
の
悦
と

-
dふ
べ
き
で
あ
る
・
ま
た
縦
邸
は

m
r

mむ
を
臨
し
、

線
引
い
、続
き、
・
路ひ協
ふ
の
的
仰
を
お
っ
て

、
卸…
一
絞
蜘

'a'a.4‘， a ， 企 Va. ・，‘， a'a.a ， a ， av a ，・，・ ， a ，・，・， av ・ ， ι.. A •• ._ 
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m
m、
恨
の
ん
芯
昭
島
臨
時
何
も
た
い
代
目
ゆ
た
附
慌
た
航
献
を
川
町
腕
と
す

‘
，
z
t
t

-
-

A

いX

る
・
夫
れ
に
は
ハ
治
幼
に
な
っ
た
時
は
か
り
で
た
〈
、
総
十
位
よ
く

い
信

ζ

ま
院
予
、
捻

E

岱
す
べ
き
を
た
し
、
岱
す
べ
か
ら
ざ
る
.
ィ

r
r郷
&
は
敢
伐
と
し
て

一
誌
や
飢
け
、
・
払
川
政
ん
の
知
山
町
札

T如
は
ぬm
mにし
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ

こ
れ
は
却
の
際
阪
で
あ
る
が
、
品
川
山
の
院
に
砂
た

4
と
収
っ
て

柏
町
併
に
臨
む
と
必
ず

ω附
け
る
。
搬
へ
に
静
ち
た

い
と
骨
ふ
嚇
剖
叫
が

あ
る
取
に
院
が
山
川

h
rる
か
ら
で
あ
る
。
併
舶
に

m
wたう
と
t
dふ
術

摘
も
な
く
、
ま
た
間
#
か
ら

h
wた
れ
る
と
一
昨
ふ

m
wも
な
く
、
そ

れ
争
の
強
引
か
ら
限
れ
た
併
況
の
肱

に
滋
し
て
こ
み
\
蹴
め
て
呪

況
の
院
も
な
い
n
b
r
な
隙
へ
が
仰
撚
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
か
う

一
昨
ふ
時
に
は
此
す
術
宇
を
時
憎
し
て
島
仰
向
に
麟

m
wを
川
町
る
昧
が
山
町

• 
来
る
・能

っ
て
舵
な
る
ん
僻
縦
の
昨
日
燃
は
勝
踏
の
附
僻
で
総
佐
の
山
町
何
で

は
な
い
。
総
の
倣
獄
と
畿
の
緩
こ
み
\
航
部
品
縦
で
あ

る
。
恥
引
い
仙
川
刈
に
附
は
刊
さ
し
て
、

M
m
b
昨
な
野
康
の
々
が
を
慣
ら
う
と

ゆq
i
w
J
W
4

ず
る
の
が
剣
泊
で
あ
る
・

山
内
は
般
の
脈
ぽ
に
ゐ
る
ぬ
か
ら
七
十
六
一
郎
の
伎
町
山
由
、
一
銭
を

鰍
践
で
絞
っ
て
m
r
た
。
だ
か
ら
、

批
島
町
だ
け
は
ど
う
に
か
刈
に
鑑

ν
'
a

明
今
妙
心
・
"
と
電
電

n
b

を
ふ

o
d
x
内

色
な
い
糊
低
な
も
の
と
す
る
悦
が
川
朱
た
。
利
払
の
制
父
は
非
常
に

一政
椴
な
除
必
で
ゅ
の
っ
た
が
、
般
の
隊
隊
に
ゐ
る
院
か
ら

、

川
町
の
純

ゐ
川
に
日
怖
を

m
mま
し
て
、
般
に
柏
町
悼
の
あ
る
邸
に
、
部
川
慨
に
鉱
山

rし

て
、
叫
川
Y
を
山
助
ふ
仙

M
m
m
に
な
っ
て
柏
町
併
を
胎
ろ
と
館
僻
し
た
。
だ

か
ら
仰
は
叫
m
yの
悦
や
山
知
的

m
wを
般
の
脈mmに
ゐ
る
鳴
か
ら
凡
附
い

て
ゐ
た
わ
け
で
、
鍬
儲
か
ら
吋
れ
て
射
た
の
も
附
縦
で
あ
る
。
制

れ
て
か
ら
は
俊
民
に
諮
る
滋

、

総
陸
一
郎
し
て
餓
践
の
叫
に
思
し

て
栴
た
。
各
で
も
燃
が
を
僻
む
と
、
慨
が
ま
づ
く
、
船
清
志

u
q

い
て
m
m舵
も

湾
軍

川
市
然
な
い
.

都
い
ば
を
榔

苧
に
際
←
げ
を

す
る
と
、
慨

が
動
悦
に
う

ー・・ー---"幡・・・・ー----ー・ーーーーーー-ーーーーーーー・ーーー・ーー'ー・ー--ーー ーーーーー・・ーーーーーーーーー ーーー・・

盈
量
慣
伝
送HVに
刀
誌

い
ら
血
と
H
Mつ
t
.

支

え
そ
の

ぷ
ぽ
よ
く
抑
制

限
す
る
慌
が

山v
h
w
る
・
蹴

部
の
だ
川
町
内
》
』

M
Uか
ら
鴻
ん
で
ゐ
る
・

か
う
し
て
一
位
鰍
部
に
貯
ぎ
て
恥
た
か
ら

、

ω
m
p
も
M川
と
治
っ

て
関
峨
俳
同
町
で
あ
る
・
出
品
府
本
航
対
の
骨
収
砂
で
間
的
の
倣
織
と
恨

め
腕
と
を
ν
y
ト
ゲ
γ
防
防
に
と
っ
て
節
制
山
ド
惚
さ
う
と
山
川
総
を
駒
市

け
て
、

併
町
田
に
ν
γ
ト
ゲ
γ
に
か
け
ら
れ
た
が
、
鍛
り
射
駐
を
ほ

...... 晶守......... a'a'a ，‘，・.\・ ， ‘.‘， ・ ， \ ...v.'a. t ， a 企 ・ ・・・ L
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ひ
ず
g
tた
た
め
か、
市
川
と
憾
の
憎
が
蹴
倒
し
て
ゐ
た
。
こ
ん
な
蹴

や
だ
か
ら
続
を
と
っ
て
込
山
れ
砂
は
怒
っ
て
対
郎

、

姉
妹
だ
っ
て
脇

る
慨
が
.
で
慌
時
を
-
滅
的
よ
く
ゆ
憾
に
被
っ
て
ゐ
る
。

政
舷
に
な
っ
て
鱗
酪
に
川
町
の
臓
に

m
ん
で
恥
る
の
は
、

勝
鰍
蹴

鉱
山
町
の
涜
艇
で
あ
る
。
川
町
は
持
制
の
抑
に
脱
却
川
叫
に

h
m制
に
叡
さ

れ
た
が
、
山
品
川
川
は
山
仰
を
ル
る
と
よ
く
川
織
の
や
う
に
か
う
一
訟
は
れ

た
。z

，
a
ん
v
z
b
6
L
E
e
A
ω
U
L
M

ま
わ
A
2
U

ゐ

y
v。

『
w
-本
人
は
必
い
嗣
門
慣
で
、
人
件
一
院
か
に
一
ム
十
年
と
椛
し
て
、

花

十
・
脂
ぎ
る
と
も
う

M
M
mの俄
慨
は
縦
っ
た
も
の
と
税
へ
て

、

俗
に

3
時
トU
A
6

、
.
，
，

r
-
一
巳

f
b
・

5
a，
》

老
人
じ
み
て
お
茶
と
か
諸
と
か
で
日
そ
過
し
て
、
秋
聞
か
ら
逃
秘

，
、
刊
怜
崎
、

h
a
H
4

・
w
》
M
y
r

、
‘

し
て
し
ま
う
・
ポ
制
に
な
っ
て
か
ら
舵
か
γ

一
一
一
十
制
点
し
か
閥
次

に
紙
封
印
拠
な
い
蹴
叡
で

、

m
w砂
げ
さ
っ
た
税
だ
。

M
m
m
め
ない
瀧

健

ι
t
h
'
a
h

切
れ
可
。
令

ι
、
.
ど
砂
ぞ
検
針
ゐ

だ
・
世
制
仲b
E
n品
衛
し
て
も、
七
十
以
上
の
人
L
Hが
問
。
尽
の
第
一
般

に
が
っ
て
協
山
附
し
て
ゐ
る
・
心

M
m
・h
十
戦
と
一
昨
ふ
の
は
冗

m
%から

鈴
へ
て
五
十
特
と
鰍
慨
す
る
の
が
岳
部
だ
。
お
艇
も
似
か
ら

m
m砕

を
向
γ
γ
ト
絞
へ
て

、

制
仇
止
セ
と
っ
て
も
地
仰
で
、

m
h
r
る
だ
け
税
い

税
と
獄
際
す
る
よ
う
に
し
ろ

.
h

地
獄
は
務
店
じ
み
た
縦
を
悦
か
ら
い
や
が
っ
た
。
耐
地
怒
沼
い
税

と
}
酷
に
な
っ
て
舵
汗
の
仰

h
wる
の
も
、
山
品
川
町
の
よ
の
際
恥
の

た

m酬
の
で
あ
る
。
ど
ん
な
就
い
泌
が
な
悦
純
に
も

M
Hけな
い
だ
け
の

燃
が
と
保
刈
と
を
仰
っ
て
ゐ
る
の
は

、

%
に
対
ほ
の
お
酌
た
と

、

ーー・ー・・・ーーー

保
山
刊
に
な
っ
て
し
み
ん
\
筏
へ
き
せ
ら
れ
る
@

だ
が
、

附
耐
に
も
齢
べ
た
や
う
に
、
鰍
舘
は
山
町
船
の
綴
織
だ
け

.
〈
定
具
、
内
役

h
h
t
伺
れ
ん

a
-
e

加
し
ん
し
弓
々
。

a
」W
C

が
円

的
で
は
な
い
。
身
位
の
鍛
織
と
共
に
続
紳
の
修
明
日
そ
必
後
の

m
m
m
叫
と
す
る
。
は
時
以
品
川
叫
の
蹴
鯨
一
加
の
獄
ゅ
よ
そ
鰍
践
の
秘
勧

の
除
紛
で
あ
る
が

、

こ
の
獄
ゅ
は
僻
加
の
併
加
の
一
一
一
慨
に
加
仰
せ
ね

ば
時
限
滋
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
な

い
.

h
-‘
愛d
e
n
e
%

少
を
ヨ
ゐ

M
e
g

雪
印
A
，
。

ま
た
今
迄
述
べ
た
所
か
ら
既
に
剣
泊
と
仰
倣
と
は
一
致
す
べ
き

も
の
で
あ
る
と
駅
伊
か
れ
た
抗
と
悦
ふ
が

、

仙w批
併
制
の
弘
と

か
、

昨
日
む
の
部
臨
と
か
は
、
鳴
く

m
m
m
の
鰍
献
と
併
・
除
し
た
も
の

で
あ
る
。
を
序
盤
は
袋
の
胤
献
を
酌
か
す
も
の
で
あ
る

と
都
へ
て
ゐ
る
と
峨
ド

、

鰍
以
も
山
川
恥
院
は
僻
郎
の
山
小
鰍

r
mら
な

け
れ
ば
、
叩
州
甑
か
そ

m
wる
脱
は
仰
向
府
な
い
と
指
へ
て
ゐ
る
。

一
戸
川
瓜
政
は
こ
の
山
川
創
に
た
っ
て
鍬
部

b
お
し
て
鱗
仰
の
が
総
蹴

を
帰
っ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。

alt--tz'oteet

,‘
.0 

.. 
，

e
o
'
a
'
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'
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H川
野
純
=
一
郎
先
生
は
即
刊
4
h州
忍
岨
怖
のm
u
m何
時
開
役
向
臥
H
W

正
氏
の
添
川
芳
三
郎
氏
の
長
堤
文
h
n
=
一
年
六
川
ニ
n

幼
玉

川
帥
北
口
州
市
肌
刑
岬
大
叶
川
町
に
伐
る
。
幼
に
し
て
郵
船
出
問
谷
伎
に
削

市
し
又
川
測
を
総
父
前
日
比
に
が
ぴ
て
一
刀
械
に
・

4叫
ナ、

後
ヒ
白川

し
て
故
山
附
鈴
白
河
の
門
に
入
・
0
・
大
日
本
氏
沼
令
縦
士
に
し

て
米
京
日
匁
附
総m
e校
政
鋭
、
齢
制
凶
狩
の
銘
一
人
様
で
あ
る

。

r 

' e 

' ' R 
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' e 
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騰
を
練
る
修
業

‘ 

-ベ
日
本
初
援
協
合

絵
査
役

花

議

五
郎

三
杉
磯
〉

械
に
し
て
仇
加
が
を
と

b
m
g
し
て
か
織
な
川
町
る
悦
は

h
M燃
の
傑
緋

対
慨もZ
M
W
佐
て
ゐ
る
、

が
、
そ
の
村
で
椛
m
b
E治し
て
作
や
川
町
す

も
の
は
卸つ
一
内
心
ド
4
h
N
か
一
一
行
心
に

J
e
M
。
加
が
と
し
て
峨
仰

す
る
の
は
そ
の
偽
贈
し
い
も
の
で
す
・

郎、
川
町
餅
が
お
き
く
、
が
訟
が
限
れ
て
ゐ
れ
ば

、

そ
れ
だ
け
で

べ
必
献
の
瓜
か
に
な
れ
る
と
昏
ふ
識
の
も
の
で
は
な
い
。
蹴
訟
に

隣
は
っ
て
ゐ
る
館

、
引な
陵
阪
な
働
総
の
践
を
似
般
し
て
伊
く
執
応
舶

の
山
町
神
る
税
で
な
け
れ
ば
駒
山
附

で
す
。

慨
へ
ば、山
町
づ
靴
仰
や
と
な
っ
て
ゆ
放
縦
却
に
作
く

、

そ
の
慨

が
ゆ
が
鉛
り
科
が
釣
っ
て
、
断
・
判
…
械
に
か

L
る
訓
仰
が
動
似
に
鈍

い
。
そ
れ
で
一
加
で
は

m
mな
保
存
を
鵬
み
な
が
ら
も

、

・
和
紙
の

附
川
崎
と
i
tふ
こ
と
が
動
訟
に
怒
川
加
に
な
っ
て
幣
る
の
で
す
。
こ
れ

が
向
山
h
rな
い
で
だ
ら
し
の
併
い
こ
と
や
や

m
m掛
を
し
て
ゐ
る
と
川
町

完平

--ーーーーーーーーーーーーー-ーーーーーーーー一ーーーーーーーー--・・ーー・ー------

崎
町
，b-
今
L
R
-
V

柏
崎
守9

ず
般
論
小
ぱ
で
出
町
折
ず
る
や
う
な
・
』
と
に
な
る
。

こ
の
際
か
と
i
v
-
b

の
が
信
仰
し
い
も
の
で
は
な
い
が

、

こ
れ
に

と

A
‘
.‘
旬
&

唱
崎
君
、

c

a

‘
‘
倦

A

N
-
-

よ
っ
て
世
刈
、
み
れUι
f
h
m
へ
上
げ
る
と
伴
内γ
悶
4
V縦
一
っ
て
符
く
の

-
FL

u
a

苛
p
p

羽

曳
u

t

-

4
M
H

で
す
。
閉
そ
縦
る
、
続
油
開
ι
v
a
叙
へ
る
乙
と
が
品
川
力
泊
で
は
第
一
に

令
ゐ
M
L附

4
4
，
、
‘
.
、
，

.
t
a

巴

A
U
F
-


肝
心
な
こ
と
で
、
そ
れ
が
先
分
で、
土
伎
に
の
ぼ
る
時
の
心-m
へ

し
喝d
a

‘

.
a

，

a
-
u

隠
ん
之
、

が
降
り
仙
川
自
然
る
や
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
力
士
と
し
て
一
人
官
と
は

昏
へ
ない
.
島併
の
飴
却
を
十
一
一
郎
川
に
鶴
船
山

v
h
r
る
加
が
と
九
回
ふ

の
は
、
だ
か
ら
酢
路
知
似
に
般
か
を
し

、
燃
がで
品
開
恕
し
て
ゐ
る

も
の
で
す
。

仲
に
し
ろ
限
同
の
際
紛
対
日
間
山
内
に
勝
れ
た
刈
附
が
同
じ
ゃ
・
ヲ
に

対
鵬
、
縦一
鵬
、

一
一
一
俊
な
山

川
町
制
し
て
似
おし
て
ゐ
る
の
だ
か
ら、
ζ

の
慨
に
あ
っ
て
材
似
の
対
側
に
な
ら
ふ
と
す
る
に
は

、
秒
、
雌
の
こ

と
を
や
っ
て
ゐ
た
の
で
は
醗
際
札
を
却
げ
る

こ
と
は
仰
向
伊
広
い
。

ー- .‘.._____..a_ _ ... ~・... - - ...・・・. .・・ ・・ 4・... ... ... ... ... ~ 
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一ν"
、

抑
制
締
り
剛
山
慌
の
駒
山
か
を
し
、

m
mの
倣
溜
を
し
な
け
れ
ば
叫
ん
づ

蜘
酔
で
す
。

靴
如
や
と
な
っ
て
か
ら
芯
絞
ま
で
鞍
部
主
ハ
特
か
ら
七

λ
側、

仰
刊H
mで
使
館
、
刻
版
と
弘
げ
は
れ
る
や
う
な
必
は
苧
』
の
や
う
な

撚
蹴
の
舵
い
か
を
鵬
ん
で
ゐ
る
・
靴

h
vやm
m
m
v
に
い
加
附
さ
れ
た
刈
で

殺
併
の
成
品
の
も
の
が
あ
る
か
と

m
mふと
、

抑
制
一
部
対
が
除
て

M
U

づ
十
峨
雌
り
か
と
邸
は
れ
た
ば
で
艇
縦

、

苅
憾
に
な
っ
た
々
は
鰍
山

手
陶
ぬ
い
傘
"
ぽ
噌

f
p

企

山
あ
る
。
そ
れ
は
符
ん
な
今3
っ
た
努
力
の
人
で
す
。

附
訟
の
諮
俗
、
紘
一
校

、

九
州
向
、
総
な
ぞ
は
説
家
繰

越
の
刈
で
あ
っ
て
、
邸
併
の
館
却
を
十
一
一
併
に
獄
険
し
て
ゐ
る
。

こ
れ
で
島
て
も

、

倣
抑
制
が
m
Mみ
脱
却
が
服
ヴ
て
絞
め
て
島
併
の
践

が
ル
ザ
品
の
も
の
を
仰
す
こ
と
が

m
h
r
る
と
i
tふ
こ
と
が
蹴
る
。

だ
か
ら
悦
ご
と
に
も
そ
う
だ
が
、
織
に
仰
か
部
は
一
鍬
仰
向
郷

、

そ
れ
も
撚
杭
の
働
総
が
附
問
的
と
ふ
・
ず
』
と
に
な
る
の
で
す
。
作

M
M

践
で
縫
い
す
る
の
為
し
て
援
で
は
な
い
の
で
す

e

ま
内
サ
量
ヲ
じ
だ
い

L

抽
官
申9

前
角
力
時
代
の
修
業

臓
が
仰
が
に
な
っ
た

m
m
m
r
は
航
船
や
が
こ
が
七
入
十
店
、
十
六

脱
出
引
説
、
否
問
一
一
致
あ
れ
ば
な
れ
た
・
と
こ
ろ
が
併
で
は

π
崎
和

紙
で
十
九
州
一
一
昨
説
、
五
…
詑
吋
な
け
れ
ば
な
れ
な
い
・
働
総
は
一

腕
縦
し
く
な
っ
て
ゐ
る
鴎
で
す
・

• 

-ー

靴
かr
ら
開
館
ま
で
に
は
潟
、
腕
の
同
町

、

感
一
時
一
一
一
成

h
r、
一
一
殿
町
附
ハ
駅

H
V十
郎
断
、
般
の
ほ
、
=
魚
、
限
一
縦
と
か
う

隊
総
が
あ
る
@
こ
の
使
館
に
は
地
蹴
の
将
で
必
椴

b
r
m
M

仰
向
に
膨
れ

一ーーーーーーーーー『・・一一一一一一一一一一一ーーーーーー-一一一一一一一ーーーーー----

た
も
の
が
な
る
ζ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
。

知
づ
般
の
叫
か
ら
防
一
一
町
ま
で
は

m
m山-r
v似
、
そ
の
胞
は
臨

時
給
制
め
、
殿
町

v
m
V
の
慨
院
を
一
切
取
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
つ
ま
り
隙
脇
勲

、

思
取
引
?
の
対
勝
俄
で
す
。
村
一
備
の
ぷ
の
瞥

m
mば
か
り
で
な
く
、
き
う
$
っ
た

m
r
m
仰
が
ま
た
対
般
で
す
が

、

嶋

強
こ
れ
も
倣
却
で
あ
っ
て
こ
の
備
の
軌
似
が
山
町
仰
な
け
れ
ば
悦
を

や
っ
て
も
峨
悩
は
m
h
r
な
い
。
こ
の
服
に
却
制
服
び
般
的

Vや
の4h
f

ふ
こ
と
を
山
町
く
き
い
て
、
品

V
Mの
臨
め
を
除
船
山
町
に
や
っ
て
停
く

定
防
法
い

も
の
が
丸
成
ず
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

b
n

，
、
G
d
M

ゆ
ら
ゆ
‘
.
，
‘
‘
し

同
州
ふA
U・
か
杭
内
拐
を
し
て
三
段
"
に
な
れ
ば
兄
助t
T官
、
す
か
ら
、

般
針
鍛
に
な
る
。
が
、
そ
の
般
に
な
っ
た
除
併
が
一
概
む
づ
か

し

い
鴫
で
そ
の
ゆ
況
の
は
崎
町
け
の
伽
協
が
齢
世
の
腿
れ
酔
で
す
。

と

h
Jふの
は
、

そ
の
時
併
に
な
る
と
叫
削
除
も
泌
が
ら
し
く
川
町
山
知
品
っ

て
や
附
附
も
伊
い
て
ん
恥
る
。
倣
っ
て
白
川
町
な

m
峨
か
ら
の
励
磁

の
苧
が
般
ぴ
て
併
る
と
命
ふ

m
wで
、
つ
ひ
そ
れ
に
即
け
て
僻
倖
ふ

と
協
傾
倒
滋
の
砂
川
が
ね
協
に
除
し
て
船
舶
伊
ふ
・
こ
う
昏
ふ
鰍
が

よ

b
v
v
L聞

h
c
a
a

司
u
r

兵
く
あ
る
。
だ
か
ら
こ
の
時
分
が
一
被
む
づ
か
し
い
の
で
、
了
佐

川
町
川
で
附
協
の
蹴
に
殺
り
か
け
た
ゆ
似
が
一
税
制

し
い
の
と
附
俄，・...... ・..... 司E ah w ah ' ah w ah • ah w ah • ah , ‘ . ah • a • ah • ‘ . a .・ι，ぜ・............‘ でも a • a w a w a , ‘ r-"弘、，司....... ‘ 
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‘ 

で
す
.

叫
内UH
集、

.6.み
a 。

の

μー
ま
で
伽
べ
て
h
wた
何M
M
mの倣
却
は
仰
向
川
、
山
間
防
総
の
が
仰

の
ぷ
で
砲
を
動
か
せ
酢
を
防
ば
せ
る
た
め
で
す
。
山
科
砂
船
は

m
対

な
時
鰍
械
で
ず
。
だ
か
ら
か
備
に
臨
む
時
鰍
さ
、
聡
臓
の
蹴
び
さ

は
獄
仰
向
で

、

託
恥
織
り
餅
般
け
の
一
初
で
す
。

き
て
、
出
備に
溜っ
た
ら
店
札
7・
伊
む
九
州
艇

、

蹴
献
を
縦
一
し
、

川
似
を
十
こ
.
批
ド
館
山
附
し
て
、
舵
・
ゆ
だ
け
腿
・
中
限
恐
が
山

r
h
p
て
お

仲
地

bぽー
健小a
Z俄か
にら
還A
，、，、

ら
な
け
れ
ば

つは
と な
It ~ 、
治、 、

り制限
t主 乎〈
隠4舎も
つ光号
て~}f
ゐな
な開ま
い ;~L

:i/'を
、 以き

絞tJ て
M~ 臨君
主.::a ん
f舎 で
のゐ
跨E る
利・ のてふけ 尤;失与 なやそな
をだ臨2 須・がも~ 1.、うれら
作かむ 1館さ臨す砂にがな
めら蹟P をう分王る合意行"i思昔、‘
る勝かで以皇官いだ ・にかふ

------ーーー・ ー・・

も
の
は
ζ
の
鴎
酔
で
す
。
と
・』
ろ
が、
織
歓
心
広
州
の
稿、
働部
の

匙
り
な
い
も
の
に
は
ど
う

し

て
も
こ
の
防
必
が
仰
て
併
な
い
。
能

時
中
山
蹴
の
低
限
へ

、

倣
総
の
硲
酢
が
加
を
か
ふ
の
で
す
。

凶
仇
山
伊
邪
ぽ
に
な
れ
ば

h
w
m
で
う
ん
と
総
えて
仰
た
舵
炉
宏
・1

で
馳
い
リ
蹴
へ
る
や
う
ド
ナ
る
。
だ
か
ら
材
砂
脈
問
叫
に
は

、

中
位

の
や
う
に
硲
鰍
桁
を
す
る
ほ
も
あ
る
か
、
対
蹴
は
川
町
除
の
搬
や
を

澱
へ、
恕
品
加
を
誠
ひ

、

蹴
敵
対
を
磁
め
る
や
う

に
す
る
。
そ
し
て

か
備
を
戎
偽
一
っ
ぱ
い
に
雌
め
る
。
こ
ん
な
峨
に

mm舶
にM
W附さ

れ
た
り
、
ん
町
市
な
川
川
間
町
内
が
ら
，
る
と
、
対
悩
は
あ
り
な
が
ら
も
併

の
船
一
が
似
は
れ
て
制
服
す
る
・

か
偽
に
向
山
る
淑
に
は
創
加
も
あ
ま
り
溜
ま
な

い
側
に
な
り、
や

川
叫
は
船
協
な
川
町
も
あ
ま
り
瓜
鉛

を
称
か
ない
や
う
に
な
る
。

こ
れ

は
蹴
幼
か
ら
で
は
な
え
こ
の
他
に
聡
砲
し
て
船
体
ふ
の
で
す
・

-
W
〈
『

が
備
が
ぬ
さ
く
ゆ
え
る

』
と
ふ
・
が
が

、

そ
れ
は
持
制
でこ

の
川
町
駁
m慨
し
て
ゐ
な
け

れ
ば
砂
て
る
も
の
で
は
な

い
。
恥
惜
の限

枠
儲
か
の
や
う
な
品
加
で
ぼ
ん
や
り
か
飴
へ
民
っ
た
ら
峨
ず
の

Hけ

ー---ーー"ーーーー・・ー・・-ー・・・・ー ・・・ーーーーリ---ーーーーーーーーー

る
。鋭

部
や
鶏
儲
で
も
『
山

町
が
肋
え
な
く

な
る
。』
と
静
ふ
ことを
hp

&
ゐ
定内d
h

←

ふ
が、
線
治
し
て
ゐ
る
も
の
な
ら
か
う
3
4
こ
と
は
な
い
・
ま
た

刻
併
に
総
地
し
て
蹴
航
船
一
の
山
川

h
pて
ゐ
る
も
の
は
川

町
ゃうと
m
m

っ
た
ら
、
ど
ん
/
\
仰
て
伊
け
る
・
郷
や
が
一
似
仰
る
日
刊
に
、
こ

- .  .・・ a ・. .企... .... ... .... ・・... ... ... ~‘.... .... .... .... _. ,.. .. " .... .. .,..--- -----.. .... ". - ,..- .... ..、， ー . . ・ ・・・， 、，..----- -..........---- .... .. ... 
. 
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燃 一一を線る修一一 業

• 

っ
ち
が
こ
併
伊
る
と
一
静
ふ
即
位
で
蹴
併
が
舵
く
な
る
・
こ
れ
が
脱
出

燃
の
知
慨
に
よ
る
こ
と
で

、

m
mに『
・
村
山
加
齢
搬

』
と

一昨
ふ
。
「
が
伽

M
E
E‘

k
s
u

争
e

A
t

uF
b
u
ww
ふ

え

胸
』
が
勝
利
の
鍵
で
あ
る
と寄
ふ
の
は
長
い
修
業
の
よ
の
こ
主

で
あ
っ
て
働
総
し
な
い
で
川
町
る
偽
の
も
の
で
は
な
い
。

ど

-
4
F
h
L

ゆ
w
u
h
町ラ

子
供
に
還
る
修
業

鰍
枇
の
縦
一
、と
予
・
?
』
と
を
争
っ
た
が

、

こ
れ
は
働
総
の
館
地

&
‘

e
，
、i
B

わ
ず
ら

を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
共
に
、
俗
附
ゅ
の
息
ひ
や

、

く
だ
ら

ぬ
似
臨
時
を
除
け
る
や
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
伊
鈎

臨
な
知
山
町
な
ぞ
が
あ
る
と
、
ど
う
し
て
も
掛
く
な
る
。

M
Uが
限
れ

る
か
ら
で
す
。
仰
向
偽
搬
に
減
配
で
く
っ
た
く
の
な
い
偽
械
で
ゐ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
し、
ま
た
さ
う
で
な
け
れ
ば
働
総
が
酔
ん
だ
と

は
静
へ
な
い
。
だ
か
ら
備
が
獅
の
働
総
は
一
騰
か
ら

一
静へ
ば
が
山
内

に
鰍
る、抑
制
川
品
加
な
川

崎
にな
る
倣即
時で
す
。
似
抑
制
で
は
併
殺
と

一卦

ふ
さ
う
で
す
が、

そ
ん
な
知
嫌
で
す
。
滋
仰
向
山

m
mの
が
肌
刷

っ
た
鵠

骨、
そ
れ
に
跡
継
っ
た
も
の
が
あ
る
の
で
せ
う
。

伊
燃
に
仰
が
の
獄
は
縦
で
船
る

櫛
鍛
で
は
な
い
。
瓜
で
は
骨
ひ

癒
せ
な
い
や
う
な
働
総
を
し
て

、

か
備
の
け
山
で
砲
を
除
か
せ
俸
を

締
ば
せ
る
。
偽
総
を
す
る
椛
M叫
が取r
mす
る
ば
か
り
で
は
な
い、

靴
か
ゃ
か
ら
蜘
即
時
の
件
指
も
対
齢
な
も
の

で
す
。

が
、
そ
の
闘
に

な
っ
て
ゐ
る
仲
胎
の
府
開
の
称
餅
が
減
対
按
の
も
の
で
は
な
い
。

一一一一一一一一-一-ー・ーーーーーーーーーーー一盛 田ーー--・・一一一一一一一一一一一一一一一

鋭
ぜ
い
の
加
や
を
ま
る
で
酌
併
の
や
の
協
に
蹴
慨
を
船
て
ゐ

る
・

俗
き
の
放
縦
さ
ん
の

h
r
m
お
や
件
さ
ん
、

山
附
観
樹
砂
防
町

、

時
磁
酌
即

日
町
、

話
蹴
砂
防
昨
潟
僻
苅
砂
防
か
ら
か
・
砂
防
に
諮
る
翻
の
体
加
附
の

知
町
扮
と
院
内問ふ
も
の
は
般
か
ら
動
て
も
澱
ぐ
ま
し
い
も
の
が
あ
る
。

か
う
昏
ふ
尉
撚
山
山
政
の
背
で
伽
鴎
は
靴
・
舶
に
な
っ
て
勝
争
を
稿

て
却
げ、か
や
は
伽
臨
焔
蹴
の
骨
ふ
こ
と
を
脱
蹄
に
鴇
っ
て

、

縦

め
て
M
h酌
な
加
料
京
慌
て
Mげ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て、

附
叫
吋
慌
の
砂

町
貯
鰍
駐
は
餓
か
郡
鹿
臨
の
た
め
に
脚
く

m
rから
ざ
る
も
の
で
す
。

す
ま
ヲ
一

Z
ラ
拡

ほ
ん
て
珍
ぜ
い
し
ん

角
力
遁
の
日
本
的
精
神

餓
か
は
鴻
断
向
山
町
附
で
蹴
蹴
さ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
の
で
す
。

間
放
の
偽
併
が
縛
す
る
ま
で
は
誠
政

れ
な
い
の
が
齢
燃
で

、

一
般

融
併
の
必
で
も
徳
川
向
な
純
は
よ
く
純
物
し
た
ぷ
で
縦
め
る
で
せ

う
・
務
部
で
も
飢
餓
で
も
さ
う
で
す
が
、
慨
が
に
し
て
も
栂
苧
の

郎
防
蹴
脱
を
舵
併
と
九

r
h
w
い
て
、

品
川
併
の
併
っ
た
と
こ
ろ
で
況
が

一
点
併
の
蝶
附
酔
が
政
川
獄
川
町
と
聴
ふ
と
こ
ろ
に
腕
勲
が
・
め
る
の
で

す
。
だ
か
ら
、
こ
れ
は
鴎
持
件
執
の

m
m械
の
破
れ
で
す
。
誠
悦
の

磁
い
と
争
中
和
紙
は
こ
の
瓶
か
ら
除
れ
ば
悦
ら
な
い
の

で
す
。

臨
す
る
に
何
か
践
は
一

純一
の
齢制相、
帥
即
時
対
搬
の
統
へ
安
保
く

滑
り、
m
m…枇
込
山
へ

、

防
っ
て
も
配
け
て
も
問
、
れ
を
帥

J
A

一せ
し
む

る
故
山
町
げ
を
部
れ
な
い
邸
将
縦
な
搬
船
な
の
で
す
。

• 
• 
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塑そ

ξ昌二ぎ
3ξる う

{局:
, 

, 

• 

川
仰
は
断
続
加
と
し
て
仰
に
仰
て
か
れ
こ
れ
一
一

-
r洲
町
に
な
る
。
そ

の
慨
に
昨
訟
に
よ
る
仰
山
側
を
必
が
蹴
似
し
て
ゐ
る
が

、

協
にM
M
も

殴
じ
て
ゐ
る
こ
と
は

、

前
械
で
は
、

伊
・
お
に
慨
す
る
珂
鰍
と
い
ふ

か
ゐ
レZ
E
す
忠

』Ji白
冷
害
ひ
ん
〈
ゐ

か
、

銭
白
々
と
い
ふ
か、

さ
う
い
ふ
も
の
が
他
の
ま
術
品
に
比
べ

る
と
一
舵
に
一
m
と
抗
っ
て
ゐ
る
の
で
は
た
い
か
と
い
ふ

ζ
と
で

あ
る
。
制
時
併
す
る
附
舶
の
鈍
く
は
伽
泌
さ
れ
て
恨
る
の
が
や
協
で

ゐ
り
、

働
舵
棋
と
し
て
は
そ
の
俗
艇
に
叡
備
よ
り
も
か
町
民
を

m
m対

す
る
の
が
府
ど
が
て
な
の
で
、
配
偶
・
尉
た
る
隣
叫
州
知
と
し
て
は
そ

U

M
，
‘
，
一
之
ら

の
鰍
瑚
解
が
い
ち
い
ち
胞
に
こ
た
え
る
の
で
あ
る
。

騒
が
H
h
M
rる
仙
川
械
に
蛇
し
て
は
か
う
い
ふ
静
静
脈
除

隊
し
な
い
。
仲
齢
な
ら

、

阪
既
餅
に
僻
る
ほ
ど
の
々
は
あ
る
脱
政

，

A
P
-
-
，

h
y
'
n
E
-
v

泊

h
w
r
，
ふ
'
&
@

ま
で
甑
術
の
分
る
ん
で
あ
り
、
ま
た
・
仇
く
と
も
伐
っ
た
除
を
畿
ふ

ほ
か、
容
も
な
け
れ
ば
縦
め
か
ら
倣
ら
沿
い
と
決
め
て
ゐ
る
刈
だ

• 

1説か
言也音ん彫

刻
京

中

谷

運

.t+. 
衣

-・・ー一一一一一一一一一一一一一一一一ーー---_...-一

ι
v
a
'
e
a

，
ラ
雪
常
時
，
」
柄
。

‘
H

O
a
-
-
e

か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
行
仰
安
川
総
に
依
却
す
る
人
は
明
誌
の

窓
側
似mw却
を
み
ら
ず
、
ま
た
郎
総
そ
れ
に
恕
恥
や
と
し
て
よ
り

も
、

除
制
品
川
山
と
し
て
の
山
知
神
路
洲
町
絡
を
も
っ
て
ゐ
ら
の
が
対
帯
創
れ

だ
か
ら
、

そ
の
一
知
限
仲
附
泌
が
純
踏
に
併
に
し
み
て
峨
じ
ら
れ

る
の
で
あ
る
@
-』
の僻
山
町
m怖
は
的
燃
磁
的
叫
併
の
政
側
悦
川
崎
叫
と
予

防
す
る
。
そ
の
炉
院
か
銀
山
川
桃
山
乞
慨
に
臨
ま
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る

r
4
E
H
初
{
A
w
a
L

ひ
e
H
H

彫
演
の
悶
叶
々
を
知
ら
ぬ
人
に
と
っ
て

、

符
柏
町
は
た
H
A
似
て
ゐ
れ

ば
よ
い
。

:
-
m附
が
伽
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
い
ふ
ま
で
も

p

e

a

 

な
い
こ
と
な
の
だ
が、

そ
の
刈
にと
っ
て
、
そ
れ
は
倣
て
ゐ
て
も

倣
ら
な
い
の
だ
と

い
っ
た
加
が
い
与
叫
ん
ら
う
。
山
町

h
rあが
っ
た
も

の
を
み
ど
う
で
す
」
と
い
っ
て
除
脱
税
に
み
せ
る
。
『
ど
う
も
併
て

ゐ
ま
せ
ん
な
あ
』
と
い
ふ
の
に
「
い
や
似
て
ゐ
き
す
よ
」と
獄
ね

て
い
っ
て
は
み
る
も
の
へ
ど
う
し
て
そ
れ
が
伽
て
ゐ
る
か
と
い

. ・ 4・ ・ ・ a ・ . . . ・ ・ a・ a ・ a・ ・ 4・ ... ... ... ... ... ~・ . .‘一ー
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、

ふ
こ
と
は
酔
協
で
は
郡
山
肌
で
き
ぬ
こ
と
な
の
で

、

館
山
町
そ
れ
は
純

鰍
献
に
総
っ
て
し
ま
ふ
。
こ
ん
な
嶋

、

蹴
俄
一
勧
と
し
て
は
蝕
に
協

な
く
酔
が
ゆ
い
腕
を
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が

、

そ
れ
は
、
縦
跡、

そ
の
働
総
株
に
艇
鱗
雌
蹴
股
が
出
品
縦
脚
け
て
ゐ
る
脚
部
は
附
般
に

な
ら
な
い
が
、

一
般
にm
m
V
と
い
ふ
も
の
に
蛇
ず
る
働
が
滋
は
れ

て
ゐ
な
い
こ
と
に
臨
る
験
制
が
鋭
い
の
で
あ
る
。
そ
の
踏
砕
に

、

働
総
執
が
俳
て
ゐ
な
い
と
船
山
町
っ
て
ゐ
る
そ
の
餅
艇
を
肱
伐
に
印
刷

っ
て
み
せ
て
、
「
な
る
ほ
ど
」
と
仇
聞
か
せ
る
と
と
が
よ
く
あ
る
の

だ
。
こ
ん
な
の
は
執
政
を
み
る
時
ほ
ど
腕
仰
院
を
み
る
九
仰
が
識
は
れ

て
ゐ
な
い
と
い
ふ
よ
り
倣
岱
放

が
な
い
の
で
あ
る
。

あ
る
酷が儲
保
山
崎
に
俳
る
の
と
、
腕
問
問
山
崎
に
俳
る
の
と

、

総
踏

慨
に
ル
げ
る
の
と
で
は
、
九
附

涜
が
対
パ
刊
溜
は
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
ら
る

。

こ
の
翫
に
蹴
備
の
似
を
掠
る
寸
つ
の
苧
が
か
り
が
あ
る
。

沼
町
判
部
隊
臨
此
と
い
ふ
も
の
が
鶴
滋
し
て

、
抑
制
ら
く
叫
仰
向
怖
と
対

'俄
滋
は
ぬ
脱
が
山

r
h
r
る
と
脱
ふ
が
、

き
う
だ
と
い
っ
て、
そ
の
・
」

と
は
郎
し
て
叩
岐
部
艇
の
傑
山
れ
が
倍
さ
れ
た
こ
と

に
は
な
ら
な
い
。

蛤
総
験
段
を
も
っ
て
隣
府
の
側
勝
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

。

和

協
の
敏
郎
が
鳩
山
伊
の
餅

M
mの
阿
川
勝
山
切
に
な
ら
ぬ
と
附
械
で
あ
る
。

前
一
流
に
昨
溜
が
併
は
れ
山
附
し
て
か
ら
特
別
が
憎
い
の
で
あ
る
か

こ
の
一
統
制
駒
山
昨
鰍
も
蜘
…
砂
は
な
い
と
ぽ
ふ
が
、
昨
協
は
昨

こ
の
ぷ
は
腕
w
h
rの磁
蹴
腿
レ
ル

V却
で
、m
u

事宍
~ 
る

た
ど

一一一一一一一一一一一一一一一一ー--一一一一一ー・・・・・・・ーーーーーーー-一一一ーーーーーーー ・・・

混
とい
ふ
も
の
を
わ
れ
わ
れ
の
獄
協
に
離

し
み
あ
る
も
の
に
な
る

ひ
宮日
を

一倹
つ
ほ
か
な
い
の
で
あ
る
。

銭
込
山
議
集
の
態
訴
に
較
す
る
援
で
あ
る
が

、

ま

た
、

餅
m
mに
な
る
尽
に
も
出
対
が
あ
る
。

VN4
P4

也
市
店
ゆ
惜

ど
う
し

て
も
符
俄
に
な
ら
な
い
畑
山
が
あ
る
。
さ
う
い
」
創
は

、

つ
ま
り
、

M川
邸
前
に
雛
俄
衡
を
健
司

C
せ
な
い
蹴
で
あ
る
。
助
川
り
勝
く

い
へ
ば
附
鰍
の
鶴
い
蹴
と
い
は
う
か
。
こ
れ
そ
加
の
叩
川
崎
か
ら

い

へ
ば、

脇
島
政mw
M叫
と山内
っ
た
刈
の
餅
艇
は
蛾
俄

し
場
く、
ま
た

必
ず
俳
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
脱
ず
し
も

m
mが
対
きい
と

か
瓜
が
苅
き
い
と
か
い
ふ
磁
の
蹴

m
mの
椴
餓
の
た
め
ば
か
り
で
は

な
い
。
瓜
が
峨
郷
苅
き
い
と
い
ふ
こ
と
は
蜘
に
は
つ
く
が

、

そ
れ

だ
け
で
は
慨
ら
俄
艇
の
邸
鰍
脱
獄
献
を
昨
つ
も
の
で
は
な
い
。
総

事
e

a
y
、
h
p

a
r

・
旬
品
，
.
，
“
、
事
，
、

局
、

作
釈
を
動
か
す
も
の
は
、
その
唱
歌
に
勝
れ
た
悠
で
あ
ら
う
と

m
mふ
。
こ
の
般
の
な
い
店
の
餅
艇
は

、

そ
の
蹴
に
ど
ん
な
椴
慨
が

あ
ら
う
と
、
・
恥
…
酔
加
に
併
な
い
の
だ
。
い
や

、

併
な
い
と
い
っ
て

は
砕
肱
が
あ
る
。
つ
ま
!
邸
繊
蹴
に
な
ら
な
い
の
だ
。

語

い
み

E
舎

で
一ヲ

一
句，
e
'

同
じ
特削
除
で
、

よ
く
鈎
像
や
曾
微
に
な
り
た
が
り、
ま
た
し
た

が
る
の
は
斜
く
ぬ
怖
か
と
い
は
れ
る
刈
だ
が

、

粧
の
舘
が
と
い
は

れ

る
執
は
か
均
し
も
般
あ
る
店

、と
腿
ら
な
い
の
で
m
m
r艇の
繊
か
ら

u
F
Sヱ
9

・
加

し
ゅ

目

白
開
ぼ

い
は
せ
れ
ば
、
どう
し
て
も
銅
像
に
な
ら
な
い
名
士
が
大
へ
ん
多

い
わ
け
だ
。
倣
っ
て
鍬
艇
と
い
は
れ
な
い
鰐
備
が
臨
針
そ
の
へ
ん

a・・ 4‘- ，・・ a・・ 4‘・... .... .. .. .. ‘... ... ... ... ... ..・・ 4‘企 a・ a.. ... ... ... .. '" ... ... ... ".・・・・・・・・ . ，.. ... ... ... ... ... ... .. 
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• 

に
か
つ
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
か
と
尉
ふ
。
そ
の
限
俄
は

、

蹴
v
m

ふ
を

-
s
a
z

レ
e
u
n
a

の
不
出
来
に
よ
る
ば
か
り
で
な
く、

つ
ま
り
作
者
の
側
に
あ
る
ば

A
d，、

'
n

隠
抽
島
祖
聞
い
し

u
n
v鴎
拘
日

か
り
で
な
く
、

作
ら
4
る
所
知
名
士
の
側
に
も
大
い
に
あ
る
の
で

あ
る
。
も
し
、
静
h
wの
帯
鵬
を
麟
へ
る
の
に
材
邸
に
叡
備
隊
川
崎

U
U

z
a
o

い
g

も
。

を
刷
聞
か
そ
た
ら
、

今
ま
で
こ
れ
比
よ
が
し
に
立
っ
て
ゐ
る
銅
像
な

食
加
問M

と
彼
ら

る
も
の
の
大
命
は
収
り
銚
は
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ら
う
。
そ
し

て
、
こ
の
抑
搬
船
般
か
ら
な
さ
れ
た
搬
燃
は
と
り
も
服
さ
ず
椛
慌

の
か
勲
の
伊
川
の
蹴
般
の
静
物
と
な
る
だ
ら
う
。

て
a
u急
か
ゐ
包
ゐ
乞

a『
B
Z
4
.
‘
店
後

4
・
匹
、
“
，

e
-
n
g〈

も
ち
ろ
ん
膨
鳩
山
然
は
伶
人
の
銅
像
又
は
符
像
ば
か
り
掛
作
し
て

ゐ
る
の
で
は
な
い
。m
m山
川
で
な
い
刈
の
俄

m
mで
も
腿
く
情
的
献
の
叡

槻
山
崎
m
m蹴にm
mへ
る
ゆ
儲
が
あ
る
。
鰍
へ
ば

、

艇
製
紙
の
こ
と
、

あ
る
馳
お
峨
に
m
mま
れ
て
そ
の
山
畿
の
脈
融
で
ゅ
の
る
店
の
餅
艇
を

恨
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
尽
に
伊
っ
て
み
る
と

、

一
和
耕
作
川
で

は
あ
る
が、
日
山b
rな
脱
跳
と
傑
を
印
加
え
て
み
失
ま
た
働
総
税
た

る
腕
時
の
山
川
滋
に
も
は
か
ら
そ
の
輪
出
時
を
総
砕
し
て
ゐ
る
協
が
み

ら
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
緩
が
.
足
り
と
祭
た
る
縦
の
手
路
へ

ま
こ
と
に
悦
よ
く
概
併
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
と
殿
較
の
砂
備
が
あ
る
・
際
へ
ば

、

そ
の
町
下
か
ら
柵
儲

"
9
4
嶋
篭

L
M
B
u

b
牢

立
軍
献
な
弟
子
を
出
し
た
師
怪
で
あ
り
な
が
ら

、

ど
う
い
ふ
も
の
か

そ
の
卵
や
滋
か
ら

M怖
か
ら
の
邸
側
叫
を
貯
け
伊
な
い
必
が
あ
っ
た
。

批
し
鰍
峨
は
術
協
な
ほ
な
の
で

、

取
手
滋
で
鱗
艇
磁
鵠
と
い
ふ
こ

一一一一一一一ーーーーーーーーーーーーー一一一一一一一一一一一一ーーー一一

と
に
な
っ
た
の
だ
が
、
綿
織
は
聴
な
る
砕

m
w
M
の
斜
て
な
の
で

、

償
訴
に
も
そ
の
知
山
市
が
殴
慨
し
て
、
一
鍬
蹴
鍬
そ
の
制
品
川
附
に
仰
向

m
v

.‘ し
知
町
な
い
こ
と
が
あ
る
の
だ
。

践
す
る
に
、
一
つ
の
餅
慌
が
慣
ら
れ
る
伊
都
ハ
こ
れ
は
昨
部
に

か
一
掬
‘
。
，
、
￡

L
恰
茸

h柄
。
肺

限
ら
な
い
と
思
ふ
が
〉
、
そ
の
作
られ
る
釘
象
と
、
、
そ
れ
が
依
相
似

さ
れ
る
蹴
惨
な
ど
が
慨
か
併
艇
の
悦
を
か
た
な
け
れ
ば
齢
い
償
制

a, が
生
ま
れ
や
ラ
は
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
問
艇
は
向
山
艇
で

、

そ

の
獣
織
の
特
に
慨
へ
ば
伽
山
引
の
都
側
な
ら

、

そ
の
必
の
期
限
ば
か

り
で
な
く
そ
の
帥
挺
臨

mw
mま
で
も
す
っ
か
り
秒
み
匙
ん
で
そ
の

慨
に
砕
け
匙
ま
な
け
れ
ば
存
勺
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
野
勲
で

、

滋
の
悦
燃
や
即
時
日
刊
に
あ
る
鮫
縦
一
一
一
獄
か
の
傑
の
版
き

、

こ
れ
は
俳

る
併
な
い
は
峨
阪
で
な
い
が
、
た

H
A服
慨
を
耐
え
て
つ
つ
が
っ
て

ゐ
る
だ
け
で
、
慨
ら

m
m
m
ザ
の
駒
山
山
な
級
制
服
を
叫
附
る
税
に
似
へ
な
い

h
w
g〈

"
も
友
、

η

肱
川
4
1
V
4
F
S

m胤
作
で
あ
る
と
忠
ふ
。
前
に
も
述
べ
た
が
、
こ
れ
ら
記
念
僻
で
も
、

た
H
Aそ
の
燃
焼
を
し
て
ゐ
れ
ば
い
与
の
で
は
な
い
。
館
恨
の
川
叫
が

そ
れ
を
み
て、
「
あ
ん
版
概
一
一

一政
が
と
い
ふ
も
の
が
あ
っ
た
ん
だ

な
」
と
政
ふ
だ
け
で
は
蹴
る
の
で
あ
る
。
一
地
眠
に
山
川
械
な
限

械
を
慨
蹴
に
悦
ば
し
め

、

限
ゅ
の
殿
山
rを
航
路
に
船
酔
せ
し
め
る

ほ
ど
の
一
紘
一
の
締
搬
を
蹴
ぜ
し
め
る
も
の
で
あ
り
た
い
。
総
県
政

の
M
W跳
をh即
日
批
判
搬
に
裁
概
し
て
み
せ
る
も
の
は
偲
憾
の
坊
に

よ
る

険
制
に
な
い
の
で
あ
る
。

. 
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( lB) 

、

ーー るあが光に物潟伐採一一

,-• 

ハ四
〉

, 

春
ば
高
物
に
光
、
が
あ
る

e 

誓J

イ易げ
b 

吋四
• 

心
情
ま
で
の
三
山
間
で

、

四
時
の
叫
の
一
一
一
械
が
織
っ
た
の
で

、
こ
h
へ
鯨
間

総
が
称
べ
き
で
あ
る
が

、

館
は
獄
凶
燃
は
蹴
倖
の

一
山
間
に
磁
さ
れ

、

こ
の

m
m
四
W
よ
り
燃
十
問
問
の
特
ま
で
は

、

持
む
べ
き
備
の
織
が
駒
げ
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
そ
の
村
、

こ
の
鰍
開Wは
、

併
の
織
のm出
版
を
倣
肌
刊
に
岳
ひ
あ

@ 
鎌2 脅Itg i'犠主 離"
の( よす 祭主 欲f
天Z t釜ま と と
人E をに 深ま
の1 25L てき
師L 求守 党Z 互主

とし 行五 倉tfa
なで をう とb

b ift 
んめ

+
一
、

加
型
車
ぜ
い

f
h
q

行
き
詰
ら
な
い
生
活

ら
は
し
た
の
で
あ
る
@

域
蹴
の
山
町
締
役
斡
ふ
浴
料
に
、
川
町
の
齢
が
駒
げ
ら
れ
る
の
は
、

字物
機3

• 

講
義

〔
そ
の
四
〕

• 

大

選

野

法

が
、

似
の
畑
町
な
わ
が
併
に
伺
っ
て
ゆ
く
腕
に

、

引
札
制
仰
が
市
町
り
が
つ
の

き
の

る
か
ら
、
和
服
の
は
か
ら
M
M鴫
も
織
れ
な
いも
の
は
、

併
の
織
だ
か
ら
で

あ
る
。

建

A
w

n
u
a

，
均
一-
m

ん
ね
ん

E
b

仰
と
は
何
か
とい
ふ
問
題
は、
何
千
年
も
の
脅
か
ら、
絶
え
ず
考
へ
ら

れ
た
こ
と
で
、

橋
刈
な
鰍
筏
が
昨
で
伊
る
の
で
あ
る
が

、

こ
、
み
で
は、
伊

a
va
e

u胴
色
号

h
p
p
s
e
w
-
b
z

寺
、
詰
ら
ない
生
活
に
生
き
ぬ
く
こ
そ
俄
で
あ
る
とし
、

そ
れ
を
仰
の
絡の

脇
と
し
た
の
で
あ
る
。

め
き
縮
ら
な
い
川町協
の
こ
と
を
、

織
的
以
に
は
「蜘
術
と
熔
き
政
批

と
、

税
併
と
に
て
鮫
併
を
儲
め

、

併
説
部
を
山
V
Yす
る
」
と
砕
い
て
あ
る
。

こ
与
に
「
齢
制」
と
は
、

め
況
の
動
を
山
町
る
駒
山
町
や

、

般
の
総い躍り

の
m
w似w
b
z
織
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
動
を
ふ

Wつ
ぽ
つ
て
断
続
勝
川
で

、

佐
川
刊

の
淑
殺
を
慨
と
も
脱
は
な
か
っ
た
り

、

伐
の
叫
が
た
H
Am
w術
で
一
パイに

な
っ
て
ゐ
る
や
う
な
こ
と
で
は、

そ
の
川
町
に
作
き
掠
っ
て

し

ま
う
に
貯
ま

• 



• • 

. 

• 

っ
て
ゐ
る
@

山
内
の
館
館
側
に
は

、

h
v
M
叫
と
鵬
鍋
が
問
ひ
き
ほ
ど

M
mい
で
ゐ
る
・
滋
山
昨

の
械
を
議
ら
っ
て
附
為
げ
て
や
る

と
、
そ
れ
が
む
ん
で
ゆ
く
訟

に、
m
wで
も
一
柄
引
刈
き
い
悦
批
一
り
ね
仰
い
の
が
、
郡
山
甘
く
や
っ
て
拠
て
パ
タ

リ
と
や
ん
で
し
ま
う
の
で
、
鮮
の
税
ど
も
に
は
剣
山
仰
が
悦
ら
ぬ
こ
と
が
鈍

か
っ
た
・
抑
仰
の
似
削
除
り

m
wと
邸
っ
て
ゐ
た
の
だ
っ
た
が
、
あ
る

h
r
k
a
院

が
、

鈍
燃
が
一
び
含
好
ん
で
ゐ
る
と

M
Wら
せ
て
勲
た
の
で

、

持
っ
て
み
る

と
、

そ
れ
は
船
脚
り
の
栂
だ
っ
た
・
や
は
り

、

和
制
と
砂
川
帆
で
伊
き
諮
っ

ーー るあが光に '11 誌はイ'(;

た
の
で
あ
る
。

定
内
の
孟
《
民
ゐ

r
ゐ

u
u

し
か
し
前
に
も
辿
べ
た
や
う
に
、
欲
は
も
之
八
聞
に
佐
え
ぬ
き
の
も
の

で
あ
る
か
ら、

惚
れ
る
知
山
は
航
れ
ね
ば
な

-
L
り
ぬ
が、
材
仰
の
刈
似
の
訟
な

A
'

た
ぽ
一

e
d
.

符
き
た
い
と
い
ふ
恋
し
い
欲
は
、
大
い
に
初
会
J
v
mずべ
き
で
あ
る
。

射
さ
い
山
仙
の
や
う
な
般
に
ル
ぞ
件
れ
て
、
対
き
い
椛
械
を
映
り
に
が
す

ほ
・
と
、
つ
ま
ら
ぬ
こ
と
は
な
い
。

「
飽
き
政
創
M
は
、
川
川
内
問
の
践
を
お
り
な
く
島
問
問
め
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
慨
は
、
停
の
叫
が
般
艇
に
な
り
、
出
品
桜
に
総
る
や
う
に
な
っ
て
栴

ほ
'
wグ
ん
し

z
v
'
ω

・
・
2
F
b
a
y
h
H

マ

-
B
L
-

た
か
ら
、

火
聞
の
純
輔
が
尖
っ
て
、
酔
先
き
の
紘
ド
ば
か
り
口
献
を
恥
ら

M
F・h
a
'

-
m
h
-
m

也
・9
m
A

吻

4
、
利
口
に
ま
は
る
こ
と
ば
か
り
を
必
へ
て
、
0
5什
い
て
附
脱
党
似
る
こ
と

そ
鴎
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
鈴
っ
た
ゅ
の
仰
て
く
る
郎
り
間
取
に

号
、
志
周
“

4
j
d
句

打
興
じ
て
ゐ
ろ
ザ
う
な
も
の
で
、
作
の
な
い
人
間
に
な
っ
て
し
ま
う
。

似
し
艇
を
い
仰
る
と
ふ
っ
て
も
、

M
M
Wの獄
を
跡
持
っ
て

、

川
附A
Jた
駆
り

(13 

-
句a，
，

、
、
、

、
t
a
p
a
u
n

よ
が
り
の
孤
立
で
は
し
かた
が
な
い
・
ま
た
病
口
献
を
治
し
て
や
る
と
努
は

写
ゐ
宝

s
h
w
a
'

惨
い
脚
"

れ
て
、
何
で
も
い
L

か
ら
品
川
り
さ
へ
す
れ
ば
と
、
そ
の
必
に
引
刈
り
込
ん
た

り
す
る
や
う
な
、
m
mひ
伊
っ
て
く
る
闘
い
民
か
に
併
を
純
は
れ
る
や
う
な

の
は
、
あ
ま
り
坊へが
脈
問
き
す
ぎ
る
・
も
っ
と
「
鴻
く
』
刈
矧
そ
ゆ
て

、

仲
臓
な
き
材
断
の
、
ぬ
郎
な
る
践
に
舵
を
舵
ね
ば
な
ら
な
い
‘

'
『w
m
h
r

」
と
は
、
部
し
い抑献
を
射
て
、
動
川
町
な
砂
川

ωに
臨し
て
ゆ
く
こ

と
で
あ
る
。
山
川
川
町
の
服
部
を
魚
沼
め
る
儲
鶴
は
献
に

m
vっ
た
磁
り
で
あ
る

ち
ひ
省
主

象
台
。
-

-

が
、
そ
す
が
小
さ
く
狭
く
閉
ま
っ
て
し
ま
っ
て
、
励
き
の
と
れ
ぬ
も
の
で

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
貯
え
ず
縫
っ
て
く
る
、

M
m
V刊般
の
ゆ
慨
に
鵬
じ

て
般
賊
さ
れ
て
伊
〈
べ
舎
で
、
そ
・
」
に
限
い
流
川
町
に
酔
蛇
ず
る
山
川
川
町
の
総

し
容
が
あ
る
の
で
あ
る
。

'# 

そ
れ
が
た
め
に
は、

と
も
す
れ
ば
附
り
や
す
い
悦
の
似
り
宏
搬
っ
て

、

9
u

-
E

涜
ら
そ
ん
今

担

m
mに
花
し
い
判
断
そ
失
は
な
い
や
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ない
。

仲
m
v
γ鴎はれ
ず
、
部
し
い
践
を
船
包
め
た
伐
創
が
あ
り

、

し
か
も
そ

の
昨
く
の
繋
な
誌
の
叫
に
?
て
ゆ
く
態
。
そ
れ
が
み

p

a軍
事修

め
る
」
こ
と
で
あ
る
。

こ
与
に
岱
ふ
「
俄
」
と
は
、
総
織
僻
貯
と
い
ふ
か

h
wであ
る
。
b
Mの

三
つ
の
砂
か
ら
仰
た
も
の
で
怠
へ
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
は
川
町
の
飢
蹴
な
る
材

憎
ら
ふ
し
た
誠
で
あ
る
か
ら
、
常
総
仇
で
あ
り
、
そ
こ
に
磁
を
悦

V主

a
・
旬
た

行
す
る
泊
が
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。

川
町
似
併
の
秘
蹴
が
「
仰
は
川
市
山
」
で
あ
り

、

山
郎
町
刷
物
船
は
そ
れ
守
山
附
ぬ

一



• 

( 1.4) 

• 

一一 るあ が光 に物演は 綜 一一

一

し
て
『
淀
川
の
仙
と
餅
ら
ん
」
こ
と

b
v治
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
「
疋
』
と

いVふ
の
は
作
似
の
川
町
山

で
は
、

内
べ
ばrwゆH川、
航
機
応
、

州
幻
引
な
ど
い

ふ
や
う
な
、
肱
川
町
の
叫
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
ら
に
綿
服
し
て
ゐ

る
対
械
の
だ
刈
と
レ
・
中
も
の
が
仰
る
と
仰
い
っ
て
ゐ
た
の
で
、
そ
れ
ら
少
す

べ
て
廷
と
い
ひ
、
川
町

.
Mの
川
町
と
』
d
hに
淀
川
沿
備
を
伽
と
仰
ぐ
か
ら

、

艇
の
こ
と
を
『
夜
店
の
静
」
と
酔
ん
だ
の
で
あ
る
。

c
a
v
 mz z ，S2 紳k

< ~后， < .. カZ
1it& の無U 、

の ' 実n祭i 大主
危をの 光ム
灘‘ iW 土E を '
を 除令 を演。
演 し' 照て ベ
'(J- てして

十
二
、

R
e

d
'
hぷ
一Y

。
4
F
'

春
は
蔦
物
に
光
が
あ
る

こ
の
獄
五・六
の
こ
印
刷
は
、
如
何
に
艇
の
虻
似
の
般
が
船
げ
ら
れ
る
の
で

あ
る
.・

4
ら
拘
&
E
2
6

・

F
L
S
a
'
'
B

・
・

一
防
総
御
し
て
相
に
な
れ
ば
、
水
ら
く
怨
叫
闘
に
さ
ら
容
れ
て
ゐ
た
な
木

は
、

r
v
m
m
し
げ
に
、

政
ひf
I
の
的
や
釈
で
m
tザ
附
し、叩
叫
が
伽
Wび
m
m

n

a

F

h

4

h

z

-

P

M

 

を
つ
け
て
く
る
。
永
ら
く
の
多
欧
か
ら
院
を
さE
し
た
鵡
た
ち
は、
ほ
h

a

崎
山
&
い
か

ゑ
ま
し
げ
に
、

わ
が
吠
の
が
ぞ
と
訟
は
ん
ば
か
り、
駆
け
だ
し
て
く
る
・

舘
苧
九
ゅ
は
m
vき臨
に
ヘ
グ
イ
を
か
け
る
し
、
山
川
の
部

れ
は
わ
ざ
/
\
材

‘. 
代
田
町
か
ら

V
V
Mっ
て、

監
掬
借
地
山
聞
を
山
知
し
な
が
ら
削
節

し
て
ゆ
く・

u
-
a
司
・

8
9

山
川
へ
仰
て
よ
く
ル
る
と
、
そ
れ
も
治
問
叫
。
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
胤
慨
は

-
利
くん
ぶ
設
な
叫
仰
を
悦
ん
で
ゐ
る
・

そ
れ
は
捻
酬
の
精
舎
貯
け
て
ほ
航
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
く

、

ま
っ
た
く

一
磁
の
鶴
松
慨
に
な
っ
て
ゐ
る
ら
し
い

。
川
九
蹴
の
磁
に
もハ、
、
?
?
川?
とm
m

び
山
町
て
ゐ
る
織
の

m
m
w
・
以
っ
た
酢
に
も
あ
ざ
や
か
に

、

ル
附
り
食
え
て
ゐ

る
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
磁
ぴ
ら
。

そ
れ
ら
は、

税
燃
桃
がm.ひ
も
よ
り
ぬ
脚
る
部
を

、

山
併
でm
m
r
て
ゐ

る
に
潜
ひ
な
い
@

服
械
の
山
川
知
ル
ヘ
一
批
に
仰
ぎ

m
rけ
た
か
に
除
え
る
航
併
の
慌
が

、

掛
り
よ
く
伽
ぴ
て
ゆ
く
の
は
、

こ
の
ほ
に
併
む
獄
の
対
で
あ
る
・

ぽ
の
如
に
、

叫
に、
部
札T雌
へ
て、
伽
び
/
\
と
慌
て
ゆ
く
坊
が
似
で

あ
る
・践

に、
ま
た
械
が
、

隙
V
な
く
苅
ゅ
に
静
ち
み

つ
る
や
う
に、
備
の
蹴

は
、

い
か
な
る
純
掛
に
も

W叫
んで
ゐ
る
の
で
あ
り
、
が
射
や
、

総
部
や、

m
v概
ゃ
、
ゆ
仰
の
能
川
仰
を
品
貯
え
て
特
俄
で
あ
る
か
ら

、

一
た
び
こ
の
獄
に

知
山
刊
く
と
こ
ろ

、

郎
り
と
跳
り
と
航
か
さ
と
の
、
『

一
一
一
貯
の
持
』
に
貯
ざ

‘
か
い

g
e
F

忽
か

-
a

容
れ
て
ゐ
た
わ
が
身
が
明
る
く
な
り
、
今
ま
で
暗
や
み
の
小
で
緩
み
会
つ

骨
昌

E
A
O
L
m
g
-
-

h
胴
宇
治
・
4
・m
j
w
a
-
-

，
、

て
ゐ
た
岱
にm
wっ
た
、
舷
し
れ
ぬ
災
持
、「一
氾
縦
』
か・剛
山
は
れ
て
、
閉
山

k

た
る
悦
蹴
の
配
臥
の
刊
、
ひ
ろ
ん
\
と
し
た
対
訟
を
秘
併
す
る
よ
ろ
こ
び

が
燃
はれる
で
あ
ら
う
・

• 
• 
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• 

圏

~~~伝;
lt二
談ご仰:

魅i
~ 

る
死
刑
囚

忠
一
勝
。
税
対
獄

が
か
川に飯
併に
い
んつ
久和し

館
林
義
8
4サ

山
仰
が
れ
慌
の
千
恥

w
w
m
砂
加
、
悦
削
除
の
千
絵
齢
肢
に
総

隊
M
Vと
し
て
臨
め
た
の
が
前
撤
般
病
問
阿
佐
の
開
山
町
什

九
純
で
し
た
。
m
m
ω
仙
の
伽
碍
と一対
ふ
の
が
、
低
限

の
脱
防
、
応
胞
の
測
隊
、
磁
脱
税
制
脈
、
同
町
鰍
制
蹴

一
肌
一
川
町
・

k
川H
M川
町
四
ぞ
錦
め
て
や
る
館
拠
郎
総
な

ぞ
、
そ
の
ん
町
に

m
m脱
却
、
峨M
m践
的
な
ぞ
山
山
川

ω
r

r内
が
仰
く
恨
の
伊
れ
る
も
の
で
し
た
・

偽
し
、m
mし
た
仰
の
縦
ひ
と
は
訟
で
融
制
と
は

司
什
ぼ
吊
伽
ん
同
〈
肺
ふ
・

9
0
&

ゐ
、

全
く
、
雌
1
た
監
獄
に
入
4
ら
t
た
不
和
な
人
K
の

た
め
に
M川
崎M
Uを
峨
へ
、
出
店
つ
融
餅
鯨
に
鳴
ら
れ
よ

う
主
'
る
峠MU
m
m
し
い
村
山
一
併
の
同
時
ゅ
に
ず
く
と
一
昨

ふ
こ
と
は
一
一
一
黙
の
制

M
Wた
る
伽
似
の
材
僚
で
お
る
と

仰
い
っ
て
、

こ
の
山vr
m
に
川
町
h
rる
だ
け
貯
対
し
て
お
り 石

井

• • 
t=・
企-・‘
ノ~

英

ま
し
た
。

邑
戸
、u
r
u

，
号
、
内

l
u
-
-

旨

ホ
胤
町
、
和
叫
が
献
蹴
舶
、
と
な
っ
た
臨
め
の
こ
と
で

、

コ
仰
の
脱
獄
の
静
服
附
が
は
川
町
制
し
て
お
っ
て
、
紘
一

枇
で
山
附
刈
対
川
町
附
仰
の
川
慌
を
貯
け

、

m
m伊判
で
し
た
・

肘
m
mで
・
貯
附
山
中

-
A
Y
け
る
と
昨
ふ
の
は
m
wり
協
の
紛
い

M
O，
‘
胃
憎
の
冠

P

包

ω
Z
F

一令

こ
と
だ
が
、
こ
れ
は
貨
の
叫
ん
豹
で
、
u
ん
は
加
問
仙
縦

，

M
m
a
秒
間
川
町
険
制
と一
昨
っ
て
、
剛
山
川
叫
撚
縦
で
し
た
。

こ
の
脱
獄
は
脈
械
の
も
の
で
、
刊
却
は
政
の
山
川
郎
、

白
川
町
叫
の
紘
仲
な
ど
を
や
っ
て
お
り

、

制
限
も
仰
向
に

2
a
z
o
d
a
r
t
-
F
 

あ
り
、
兄
ず
仲
は
抗
常
に
込
く
、

的
は
臼
ん
の
一
足
・
晶

ま
L
に
慨
い
て
お
っ
た
も
の
ら
し
い
.
と
こ
ろ
が

、

限
必
が
千
般
に
都
っ
た
峨
に

、

叡
放
の
あ
る
諦
艇
の

邸
主
'
と
桜
か
に
な
っ
た
。
こ
の

m
wや
と
一
昨
ふ
の
が

m
m
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ド
で、
ほ
のmrく
な
い
般
と
怯
え
て
鍛
川
町
ぷ
紛
の
郎

総
にm
t
f
'

伊
げ
て
お
っ
た
。
で
拠
る
眠

、

こ
の
m
w即

m
m
mを中
ん
で
船
か
に

、

日
ど
う
もm
m和
が
併
の
ほ
の
様
だ
か
ら

、

況
や
コ

却
で
ひ
と
蹴
ひ
に
ル
絞
っ
て
山
町
知
っ
て
貼
れ
な
い
か
。

和
し
→
が
で
官
っ
て
く
れ
る
な
ら

、

山
町
も
そ
れ
だ
け

の
こ
と
は
し
よ
う
。
コ
仰
が
蛾
滋
治
勲
に
指
せ
る
だ

，、‘

け
の
こ
と
は
し
よ
う
ぢ
ゃ
な
い
か
。

と
一rふ
縦
をした
。
え
ら
い
波
艇
で

、

作
一
明
な
m
m慨

を
仰
向
か
け
た
も
の
だ
が
、
山

m
M
m
も
厳
に
仰
が
く
ら
ん

で、
砕
や
か
く
一
昨
っ
て
ゐ
る
机
に
・
』
の
肌
認
に

h
wっ

て
併
餅
っ
た
。

そ
れ
で、
仲
ヲ
い
ふ
品
川
町

ψ
郎
ひ
た
も
の
か
、

こ

の
ど
ら
邸hh
a
の
出
向
鈴
、
鳴
い

rの
悩
日
叫
札
ザ
作
例
滋
の
や

降

、
，
d
F凶v
h
-
v
J

ん
e
f

・
《

に
掛
け
て
数
百
し
た
。
だ
が
、
か
う
J
X・
高
抽
出
仰
な
必

I
J
L

・
，u
F

，

.
R
f

・

4
-
Z
6
8
4
ゐ

T

舶
を
苅
が
川
町
却
し
て
川
町
く
符
が
な
い

1・
開
到
w
w件
後

L
P
F

・
、
暗
曜
、
身
事
事

-
-
s

・
1

ほ
ゐ
怜

2

，
、
一

十
時
制
唱
で
兄
姉
刷
兆
組
織
に
か

h

っ
て
、

裁
判
の
結
剛
山

際
燃
や
印
印
し
た
の
で

、

思
税
制
問
時
統
の
ほ
慌
を

m
w

け
て
山V崎
町
っ
た
。
が

、

こ
れ
は
酔
併
の
野
砕
か
ら
川
町

た
こ
と
で
は
な
い、

ぽ
に
臨
ま
れ
て
や
っ
た
こ
と
だ

bb4pbaFL

,
w 

お
い
中
の
お
酌
こ
ぼ
し
を
限
っ
て
死
刑
だ
け

は

る

か
ら
、

山
刷
れ
除
い
と
九
世
・
品
川
知
ち
が
あ
っ
た
の
で
せ
う

、

時

.
命
魚、

，
‘

ぐ
に
F
U
U
た
し
ま
し
た

川
町
が
紛
仰
のM叫
刊
に
m
gった
の
は
そ
の
制
ゆ
で
、

川
町

民
与
旬
、.
n
s

一

B

す
お

C

ぜ
ゐ
F
a芳
、

L
E

一令

は
則
前
の
加
を
蜘
き
ま
す
と
古
川

・
くに
叫
ん
仙
績
の
監
切

を
蹴れ
ま
し
て
、

『
あ
ん
た
滋
は
和
ん
だ
必
ゆ
滋
ひ
を

し
て
し
ま
っ

-
切
ろ
を
と
か
〈

た
も

の
だ
。
償
訴
を
し
て
ゐ
る
さ
う
だ
が、
兎
に
角

川
鴨
川
は
砂
憾
な
の
で
あ
っ
て

、

これ
は
ね
町
底
伊
知
ん

の
だ
か
ら、

一
鳴
を
蹴
ぜ
ら
れ
た
に
も
せ
よ

、

伸
一
時
前

ま
たは
蛾
鼎
の
燃はm
M
H
ん
。
府
う
な
っ
た
ぷ
は
応

く
版
附
*
吸
っ
て

、

一
械
も
引
く
践
し
い

M
Mに
臨

め
ね
ば
な
らぬ
。
山
川
慨
に
賊
へ
ら
れ
た
似
は
・
』
の
総

ぃ
、
押
般
に
み
ち
た
付
協
の
般
に
、
材
紙
に
掛
搬
の

似
舷
も
あ
る
の
だ
か
ら

、

そ
れ
に
め
ざ
め
る
や
・
ヲ
に

ぽ
脚
げ
て
併
し
い
も
の
だ
。

h

〉
凪
附
う
惜
し
ま
し
た
。
側
め
の
叫
は

m
m
M
.

配
す
る
偽

印
も
肋
え
な
か
っ
た
が

、

こ
っ
ち
も
紙
同
和
仏
に
応

-
a
'
h
e
-
-
p
h
-
-
z
a
v
d
-
-
-
h

・

け
て
杯
く引
に
臨
ん釦
先
方
で
も
訟
の
円
相
持
が
解
っ
て

，
、
広
・
内
ヨ
今

決
る
や
う
に
な
っ
た
。
心
が
泌
じ
た
の
で
す
。
そ
こ

で
卸
つ
州
艇
に

「M
m
M
仰は
お
偽
紗
協
が
、

制
聞
く
十
加
の
捺
叫
却
を
慌

一

川
町
上
人
』
貌
物
語

• 

IU 
人

松

鶴

L

串
ラ
に
ん

『上
人
』

ゐ
持

の
意
味

(1) 
埼
か
ら
み
の
憾
に
山

口

二
時
は
む
とT

械
誠
が
あ
る
。
r
れ
は
吟“お
な
ぞ
で
針
，
、詐
は

れ
る
が、

一
艇
に
況
が
副
総
の
婦
で
す
ふ
市
ず
で

あ

る
・
M
Hち
政
治
問
鍛
材
、
.
誌
な
ぞ
で
も
す
。
総

隊
崎
川
悦
叫
跡
地
刈
は
伊
れ
で
も
叫

mっ
て
ゐ
る
が、

邸
付
均
一
川
、
な
ぞ
と
もf
・
擦
の
雌d
，
がは

じ
』
ヲ

時
ん
じ
小
で
あ
る
.
 

• 
g
e
d
，
刈
・
ふ
ふ
の
は
}
航
ど
う

f
r

ら

L
b

み

b
e

昨
で
あ
ら
う
か
湖
ペ
て川
品
る
の
も
無
駄
で
は
あ
る
ま

• 

一一
人。い
h zとュ 。

宅~1.
上01主
的?虫f抵
のu め

人o l.t 

七.誌
でで
:ュ。は

除宇
で、

ーで
司》 、

つ
た
(0 

で
あ

h
v
o
o
 

n
ハ
『
上
の

1匡るー ω2 る
る内主 +u
をにー'

上:徳fRt
人一れ H山
とあ::u;く

r り鍛
ふ o_ tそん

』 22 に

膨き
行5
あ
り

人E
の

上2

‘ 
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r之ご

ザ、

と
特
し
ま
す
と
。

t
そ
れ
で
は
議
そ臨
へ
ま
す
・
』

と
一
昨
ふ
。
そ
こ
で

、

4料
の
働
時
総
の
際
協

へ
伊
きまし
て
、

般

に
僻
う
一
宇
中
間
仰
を
し

'L
<
E'tAM

た
ら
、
n
T泌
念
仰
を

慨
す
と
命
ふ
'
』
と
だ

圃

げ
か
、
あ
ん
た
は
ど
う

h
h
d
u
 

だ
と
訊
ね
る
と

戸
広
が
や
り
ま
す
な

た

、

T
議
時

一
し
除
う
像
世いま

す
4
と
骨
・
ぺ

,

ORZ

MW 

J

そ
の
骨
か
ら
兄
弟

r
が
織
っ
て
舘
山
防
止
何
時

す
や
う
に
な
っ
た
・

肢
か
附
の
や
・
ヲ
に

伊
‘
し
ゅ

a
p

m芯
は
れ
て
ゐ
た
死
刑

聞
が
刈
附
ら
し
い
飾
品
叩
ち
に

M
M蹴
っ
て
鰍
的
そ
山
間
目

一
日
叫
に
即
断
め
て
ゐ
る
の
を
島
ま
し
て
配
も
が
敏

一

，、、

、

一

v
a
A
V

肉
食

S
'
z
v
e

と
ち
る
.
つ
ま
り
人
の
よ
に
立
っ
て
将
舗
の
あ
る
人

島
れ
でも
『
崎
川
な
の
で
あ
る
。
一

rれ
が
慌
に

2
1

・

限
ら
ぬ
わ
け
は
十
問
符
に

『
バ
聞
に間野
球
あ
り
。
}
争-
r
u
川
ハザ
皆
同
町
な
山
内

v、

s
t
'

侭
必
ず
う

W
L
v
z
'
S

事
ヰ
向

ニ
を
潟
人
、
三
を
小
川
同
人
、
内
を
上
人
と
な
す
』

と
配っ
て
、
w
wね
な
山
内
と
献
叫
が
必
と
、

M
Hれ
掛
川
と

ヰ
憾
の
舗
と
に
附
け
て
ゐ
る
・
似
つ
て
町
、
必

-
M
h

の
r
u
wが
叫何〈
縛る
。

川
川R似hに
は
眺
阪
の
舵
制
的
誌

が
山
内
訟
J
ふ
ん
で
予
山F
と
f
っ
た
悌
一
怖
が
あ

っ
て
、
が
れ
ば
『
Y
M
L公
川
がω川 A

V
M
b
p
M
V

W
M円
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
が
の
践
は

ま
だ
、
慌
に

‘
4
z
u
t
?

に
φ

の
み
川
ひ
ら
れ
た
の
で
は
な
い

ω
ち
「
由
市街
鍛
滋

-
aA
J

い
肱

終
』
に
岡
〈

『川
町
惚
に
Y
Mと
川
市
川
刊
〈
る

帯
。
餅
げfは
〈
、
が

し

-
J叫
に
叫
門
mm討
議
一
M慌
をJ
m

，

じ
て
、
川
山
脈
飢
せ
ず
ん

z
c
o
o

t

e
?

ゆ
{

ば
必
を
k

人
と
名
付
〈
a
dA
'

と
あ
る
。
炉
吟
に
俄蹴一附
な
僻.
純
では訟
忌
』

吋
ご
山
川
の
が
に
蹴
す
る
や

、
ば
吋
九
店
ち
あ
え

よ

i
Z

予
主

n
o

と

A
V

能
〈
日
づ
か
ら
改
む
否
も

の
を
よ
人
と

取
れ
付
〈
』

い
あ
い
，
、
師
す
ん
宮
ん

-
d
・

と
安
ふ
の
だ
か
ら

、
改
過
還
義
に
警
か
な
ら
ざ
るも

の
は
供
時
刈
で
あ
る
。
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、

，、

間
借
が
州
知
た
-
mば
ず
が
同
ら
m
w
m
m

脱
獄
そ
聴
い
て

材
艇
を
遂
げ
さ
せ
た
い
も

の
だ
と
、
な
戸
は
も
依
臥
蜘

叫
に
械
山
川
に
砕
い
て
お
り
ま
し
た
。

勝
るm
v一
胞
の
州
艇
が

『
都
総
伽
際
、
健
か
の
お
院
で
獄
民
か
・
ヲ
し
て
鋭

5

i

i

i

!

 

仰
を
府
へ
さ
せ
て
演
き
、
ど
う
や
ら
心
も
宮
山刊
い
て

叡
っ
た
ゃ
う
で
倖
齢
い
ま
す
。
砕
き
ま
し
て
は
、
税

艇
を
斡
し
て
お
り
ま
し
て
も
館
が
併
い
と
慨
か
叩
胸
部

の
併
い
や
う
な
鈴
が
傑
し
ま
す
が
ご
と
卦
ふ
の
で
、

『
それ
で
は
峨
を
且
げ
や
う
・
椛
結
晶

γの
い
別
総
憾

の
卸
鯨
を
柿
伊
い
で
あ
げ
る
か
ら
、
そ
れ
そ
骨
断
へ

‘
F 邸

け
て
お
き
な
さ
い4

、r，
一
特
銀
版
印
刷
の

m
mそ
保
て
、
吋
府
知
耕
一
脈
総
の
仰
州
統

安
山
町
制
の
船
以

m
mへ
町
駒
山

rげ
、
‘
料
金
地
限
邸
に
こ
の
こ

と
を
搬
す
と
弘
に
も
伊
し
て
隠
さ
た
い
と
卦
ふ
の

で
、
これ
に
込町
伊
げ
さ
せ
ま
し
た
・
山
首
は
斗
仰
の

た
め
に
加
川
町
に
般
を
佐
ん
で
、
そ
れ
や
ぬ
伊
け
て
や

るJE 刑一一例

っ
た
。肢

は
側
部
で
す
か
ら

市
山
か
ふ
る
砥
縦
に
山
町
め
る
印
附
も

‘
.0.
, 

い
か
で
の
が
れ
ぬ
死
山
刊
の
持
政
四
郎
は

、

が
ぶ
擦
で
す
か
ら

叩
包

9

・
い
し

2
・
e
h

厄

酌
の
粧
酌
く
獣
山
町
d均
価
杷へ
は
て
h

悦
に
た
ち
し
蹴
も
や
み
け
り

そ
れ
か
ら
肢
獄
は
一

般
鎚
併
を
臨
み
、

総
州
市
凶
4
4斡
す
や
う
に
な
っ
た
。

ま
た
敵
く
た
っ
て
か
ら
側
勝
が

司
恥
ド
齢
臓
の
瀧
川
引
の
御
世
静
で
か
う
し
て
敏
出
張

さ
せ
て
聡
い
て
お
る
の
に
、
慨
に
も
伽
暁
を
せ
ず
に

h,E-""-a 

お
る
の
は
勿
鶴
な
い
と
般
ひ
ま
す
。
ど
う
か
何
ん
で

も
伽
明
党
さ
せ
て
郎
長
・

3
件
貯
ま
す
。
h

と
一
昨・
中
。
山
市
川
聞
の
税
に
は
山

r
r川は
さ
せ
な
い
の
で
す

が
鵬
へ
ば
仰
仰
る
・
そ
こ
で
料
刊
に
す
る

c
r
vを

，
L

レ

r
k

‘
t

ぉ
-
e
a
v
&
h
m

畠
v
A

何
る
作
刷
そ
泌
が
っ
た
。
必
も
や
る
と一ぷ
・
勺
兄

献
は
対
い
に
叫
叫
ん
で
叙
似
か
砧
へ
な
が
ら
、

h
v
w
叫
に

鰍
b
E川
町
す
の
で

、

間
跡
既
刊
刈
ぎ
な
孤
を
.
ム

M，

ι
7・m
m
る
や

h
vに一
}一千

う
に
な
っ
た
。

僻
抑
制
に
縦
め
の
村
は
峨
掛
で
乎
も
伊
付
ら
れ
な
か

っ
た
m
m
m
仰
が
、
公
併
を
時
す
や
う
に
な
っ
て
か
ら
、

央
総
に
松
山
rき
を
冊
。
も
ど
し
、
か
つ
て
態
っ
た
必

慨
ら
し
レ
飴mmに
な
り
、
似
w
h
v
を
臥
思
し
て
ゐ
る
の

は
一一一一【一一円一ー，一._...--向戸叫-戸____w、~

(2) 

居ι

士u

L
主
A
'
E
ん

よ

人

似
抑
制
も
山
町
め
の
川
町
は
-
が
に

M
mの
M
V枇
とr

ふ
も
のが
漉
r
m
g
に
、
五
刊
と
み
を
院

に
殺
事
ず
、
紙
一
炉

.
r
f
の
子
短
を
4
5

ξ
す
っ
た
慨
は
『
鰍
M
F
J
間
』
の
刊
に
あ
る
。
呼
ち

『
緊
崎
』
の
悼
に
対ア
竿
の
艇
を
『
時
が

も
詐
っ
た
艇
が
r
て
ゐ
る
。

『
対
.
恥
附
材

、
制U
M刊
号
、
〈
、
伊
燃
え
般
の

J
r
p

に
は
耐
蛇
し
縦
し
時

M
h』

h
F
e--E
R
K

芝
，

T
・
凶
日
・

9
F、
犯
Y
L
珂

と
.

4

市
町が
一
世
が
で
円
る
に
遮
れ
て

、

M利
家
の
俗
人
を

縦
坊
の町線
-
P
T
閥
単
結
晶
の
み

・
・
ご
私
も
や

A
7

・

岸
内
出
v

・

に
、
此
の
刊
闘
が
川
ひら
h
Hる
殺
に
な
っ
て
、
-
漸
〈

、

→
つ
の
が
械
か
ら

、

新
日
榔
械
M
mに
献
じ
で
あっ

• 

た
の
で
あ
る
・

(3) 
し
ょ
A
V
巳
ゐ
航

。
ぞ
れ

ι

之

上
U八
銀
の
元
祖

跡
的
な
る
税
制
と
な
っ
た
の
は
川
村
で
の
税
で

あ
ら
え
附
椛
で
、
川
崎
が
を
航
蝋
・
と
し
た
が
‘

鮮
は
詳
み
い
か
と
詐
は
れ
る
。
説
明
崎
容
や

『
謀
議
慨
d
a
b
i、域
，W
で
紛
れ
が
が
村

で
鉱
山
恥
を
時
へ
た
の
で
倣
の

艇
を
炉
バが

『舵
吟以内』



死剤一一 悶(19) 

Mゆ
肱
な
い
か
ら
、
佐
慌
を俗除
い
と一昨
ふ。
対
敏
な

ゐ
S艶
り
ゃ
う
で
す
。

『あ
ん
た
滋
も
術
評
を
し
て
ゐ
る
さ
う
だ
が
、

m
u

づ

一
黙
を
版
ぜ
ら
れ
る
と
一
昨

・中
の
は
騰
か
し
い
と
脱

は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ越
市侃
船の
陥
蜘き
で
漉
に
いι

む
を
紗
な
い
・
』と
だ
@
総
し
あ
ん
た
円以も
税
制
時

震 一一，、、る

-
vl
h，
‘

・

a
q

‘
.

し
、
み
似
の
到
に
す
が
る
や
う
に
な
っ
て
心
の
持
ち

加
が
なた
鉛
っ
て
勲た
・
九徽
の
齢
誌
は
啓
一
鵬
、

船
内
匂
酔
一
脇
町

一脚一似
、
伊
一
お

な
く
僻
ま
ね
ば
な
ら
ぬ

も
の
だ
か
ι
、
一勺後
と
も
一

腕
臨
めて
そ
の
砂
に
即
憎

ん
で
部
酢
に
慰
除
が
山
町
駅
て
ゐ
る
や
う
に
し
な
け
れ

と lí
巾E な
しら
てな
ほ・ い
き 、ニ
ま
し
た
• 

• 

脈
問
に
、m
w

，

が
締
め
て
傍
砂
川
町
薦
、
険
制

ωの
m
m獄

に
かつ
て
か
ら
六
ケ
別
、

印
刷.

と
臨
し
伊
ふ
ζ
と
も

山v
h
r
、
倣
仇
ザ
の
A
Uの
跡
舎
な
ま
ざ
/
ー
と
事
に
勝
る

や
う
に
島
る
こ
と
が
山
町

h
pた
鳴
で
す
・
「
m
m
M
川
ま
た

す
く
は
る
。」m
w々
が
減
刈
に
抵
殴
っ
て
伶
〈
.
続
伐

を
山
附
て
郷
し
た
蹴

の
鴻
き
を
脱
。
、
院M
V食
材
め
る

悦
を
山
町
じ
、
舟
の
税
怖
か
ら
鰍
出
附
さ
れ
て
艇
の
主

に

憎
鋭
せ
ん
酸
い
m
wは
を
密
ん
で
幣
る
。
協
は
こ

L
m
r

の
あ
た
り
に
伸
也

w
w
m
w
の
蜘
似
の
対
紗
加
を
ル
て
併

さ
ら
M
Mら
偽
傭
の
街
さ
、
郁艇
さ
に
艇
くMUを
聡れ

た
の
で
す
。
《g
a
鉱
石
弁
英
高
氏
》

"で
の
判
、
幣
航
し
て
ゐ
た
や
う
に
紘
こ
般
で
も
耐

必
に
松
山
し
て
舟
鰍
と
一
昨
ふ
峨
泌
が
目
さ

れ
た
。

句
茸
u
r
-

s
c
-
q

ιF
P

問
、
一
令
冷
快

r

剛
院
その
年
・

の
九
月
八
灯
、
ロ
執
が一闘
の
激
織
を

h
rへて
、

船
山
市
秒
m
mへ
欧
っ
て
勲
る
と

、

そ
こ
へ

「
御
昨
川
町
航

、

m
w昨
醗
儲
に
保
し
、
峨
九
伊
伶
・
紙

九
郎
吋mr肌
拠
併
す
」

と
一昨
-
b
m怖かh
r
h
九
。
で、
抑制
は特
滋そ
れ
ぞ
れ
慰

問mの
聡
放
を
掠
れ
て

吋
位、
あ
ん
た
践
に
蛇
r

る
僻
併
がhrてお
っ
た
・

ふ
ん
だ
と
あ
る。
城
島
&
、
「
で
に『d

H川~
と
は
『獣
締
』
とt・
中
川
似
品
怖
に
借
財
さ
れ
た
の

が
鰍
る
・
時
は
蕊
認
で
、

奈
川
な
ぞ
と

"
t

u

但
h
H

同
じ
時
代
で
あ
る
。

客
、
望
。
庁
内

4

5
'
n
a

も
で
ら
発
正

践
が
そ
・μ
か
ら
削
粧
畑
農
て
、
山
信
也が
長
谷
信
寸
に多

間
の
朕
り
に
附
峨
に

r
併H
っ
た
。
そ
の
川
町
に
械
が


し
ん

n
4
S
9

a
v

，
E

心
に
念
品
開
し
て
此
ま
な
か
っ
た
の
で
、
般
は

『そ
れ
な
らr
h刊
はp
f
y
Mであ
る・
司

と
収
っ
て
、
叫
駅
間
を

M
mて、
y
っ
た
と
す
針
。
仰
す

に
.
rの
耐
を
そ
の
ぽ
に
m
r也
と
す
る
と、
ぬ
d

Hゲ
と
皆
・
ゐ
析
が
の
早
川

聞
が
込
町
山
岳
と
宇
中

断

併
に
倣
っ
た
?
に
、
い
つ
か
し
ら
ぬ
仰
に
硝
献
に

恋
し
た
の
で
あ
る
。
野
.
4
?
?
が
ら

ず
事
ぽ
に
な
っ
た
紫
、
玉
川
訴
、
議
』

と
町
ふ
伊
都
制
時
で
な
く
な
っ
て
、
掛
川
出
城
山
川
"
の
織

が
に
な
っ
て
ゐ
た
咲
へ
、

、

郡
長
紛
の
み
ぜ

に
縫
っ
た
?
に
仰
が
は
媛
、
時
齢
に
航
似

し
縦
め
た
の
で
あ
る
。

d
rに
償
、
『
剣
山
肌
一
品
川

肉 、

と
官

ふ
時
艇
は
炉
山
川
が
憾
に
賊
へ
た
が
で

、
伝
川
闘
が
川
町
づ

か
ら
町
硝
し
た
崎
勝
で
は
な

い
ら
し
い
。

「
敵
町
駅'
ru
に
桜
町
の
杭
を
伊
い
て
時
〈

、

でL
H「
山
内
、
山
町
め

は
慌
時
激
封
の
慨
に
し
て

、

て
い
?
信
事

0

0
0
0

0
0
0

司

令

。

m
wの
時
保山
出。

日
峨
上
人
ば
赴
れ
が
始
め
也a
'

唱、，、，、，、，柏町-仰噌-同d、，、，、，、，、，、，、，、，、，旬向R・働咽陶~、，、，、，、，、，、~、，、，、，、，

一一
、肉

si 
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需
品
保
て
ゐ
る
か
、
議
は
と
う
だ
・hと
鵬
ね

た
。

，、、

『は
い
、ど
4
4
m舵
う
体
齢いま
し
た
。
伽
い
汁

掛
を
静
め
駅
併
を
鰍
い
た
か
ら
は
脈
問
な
轍
ひ
を
骨

け
る
の
はm
m縦
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
以
は
お

b
rに
俄

山
協
の
対
加
を

と
げ
て
、
h
r創
刊
に
m
mて
こ
の
航
が
そ
換

し
た
い
と
続
じ
ま
す
。
山
側
股
臨
機
に
も
位
以

.

と
お
獄

そ
廊
き
、
峨
…
憾

に
も
白
川
町
と
悌

仲
昨
に
な
り
ま
し
て

、

慨
と
もm
w献の
雌
叫
が
げ
僚
も
あ
り
ま
せ
ん
。
』

と
山
川
山
小
山
山
酌
な
払
加
で
す
・

摂
臓
の
入
時
刊
に
砂
概
純
情
の
砂
慨
に
山
川
町

m
m獄

は
品
川
山
附
さ
れ

て
h
rた
。
蹴
慨
に
は
版
印
刷
b
E臨
め、
政

抗
、
桝
一
郎
す

ら
り
と
m
V一
跳ん
で
ゐ
る
。
そ
の
山
川
を
脱

び
れ
る
燃
や
も
な
く
獄
ん
で
併
る
。
阪
肢
が

『
誌
の
終
に
よ
り
舟
慨
を
聡
伊
ず
る

J

、ζ
艇
hpげ
る
と
、

肢
の
州
艇
が

誌
縦
う
体
即
い
ま
す
・
川
間
ず
和
紙
に
燃
て
こ
の

舵
併
を
縦
し
た
い
と
椛
じ
ま
す
・
続
憶
に

ω
u
u
u
i

倖

蹴
慨
を
ゆて
郎
きま
し
て
、

も
う
川
町
も
悦
舵
り
は
砕

砂
い
ま
せ
ぬ
。
:
・
昨
き
ま
し

て
は
収
倖
に
一
つ
砂

艇ひ
が
体
腔
い
ま
す
。
艇
部
隊
に
鍛
り
ま
し
て
か
ら
、

る

' 

設
内
に
よ
っ
て
内
縁

郎
-
Laを
蛾へ
さ
せ
て
ザ
お

ふ
体
殴
い
ま
す
。
勝
苧
で
は
体
腔
い
ま
す
が
、
そ
の

臓
の
砕
樹
仙
wtv隠
M
ま
す
。
ま
た
臨
舵
伽
憾

に
判
却

げ
ま
す
が
、

制
加
俄
に
な
り
ま
し
て

、

秘
の
併
織
の
宇

が
岐
に
附
さ
っ
て
お
り
ま
し
た
ら

、
同
九
静
を
ゆ
ぽ
げ
た

噌
r

.

，
、M
Z

も
の
と
即
夜
レ
F

さ
い
J

そ
こ
で
肢
の
慨
艇
が
館
前
聴
に
の
ぼ
っ
て

、

寝
み

"
弓
ね
ん

'
B

ゐ
い
信

'
1
t・a
-
-
a

の
如
く
A
d仰
2

・
・
れ
川
割
以
上
中
へ
て

、
川
民に

新
艇
宇
一
前
貯
の
抑
叫
が
お
さ

い
て

卸
航
のm
b
z
m
む
う
れ
し
さ

包-
u草
加

a，
a
a
u
a

，
包
'

主
藤
枇
の
欲
を
噛
哨
む
と
、
同
時
に
はった
り

や
ら
れ

ま
し
た
。
狩
い
で
お

m
m
&
の
働
時
艇
か
臨
献
ら
か
に

山
側
が
m
艇
と
さ
ゆ
る
も
う
れ
し
け
れ

飾
的
貯
の
み
臨
に
停
く
と
脱
へ
ば

ー
“
，
使
い

&
H
a
'
r
t
a
p
E

耳
障
ゐ
命
、

と

m
、
て
こ
れ
も
ト
ん
校
生
を
・
治
げ
ま
し
た
・
一柳
ん
共

に
M
h
m
判
の
宇を
掠
に
併
せ
て
椛
和
を
接
げ
た

ζ
と
を

利
し
て
お
り
ま
し
た
。

。

こ
れ
は
川
町
の
恥
制
村

m
m
l
u

舵
臨
し
た
艇
の
一
つ
で

e
g
a
，
・
ょ

s

・
わ
い

こ

れ
が
化
織
の
一
助と
も
な

ら
ば
殺
で
あ

す
が
、

り
ま
す
。

--

ζ
k
o
S

ペ
亭
主

χ
t

と
あ
っ
て

、
之
れ
は
例
制
部r
d
円
き
丈
献
だ
と

削
船・
山
・

e
a
v
e
-
h

偽

t
-
v
a
，
F
L
L
w
t

ぷ

出
忽
也
よ
り
前に
上
人

h
を
そ
の

が
制の
二
怖
と
した

縦
時
の
司
純

一
上与も
a d の

~_:. 'ﾌ 

ぞ 2
2 か
::._ ? 
鱒Z b 

化bz
'ご し
うい

ての
11 中l~ 、

る
。

(4) 

ぜ
ん
L
a
p

し
よ
令
巳
，

h

穫
祭
の

よ
人

黙
の
似市川
均
一
紙
叫
磁
附
叫
か
川
叫
ん
に

『
a
k
，

M川
』
と
射

し
た
杭
は
山
内
の
叫
ケ
、

T
d
hで
あ
る
が
、
.
時
炉
、

制
約
、
断
続
でも祭
れ
を
時
献
と
す
る
胤に

守
、
じ

、
.
，

a
，

な
っ
た
が
、
そ
れ
は
多
〈
、
一
i
S
を
持
っ
て
ゐ
る
併

か
宜

L
L
V

陀
う
ι

ぜ
A
L
A
'

z
"
"

に
阪
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
・
併
し常
時
現
軒
公で
も
ぬ

t
a
v
e
-
民
ん

L
6
4
れ

U
V
B
事
偽
4

に

叫
上
人
b
k

云
っ
た
も
の
で
、
そ
の
笈
例
が
相
岱

一一
. ...L, ....._ .. 

A-"、'-'

ふ宍2ω5 ぇ
側主ち

雫5 》t
:;.: "E写

民?銭
無bft-
l}主T の
上Q伏f
人口 Jlみ

を 奇形正
悦生

認さ
~包 氷主

と仁E

と
あ
る
・
が
れ
ば
『
船
側M
rの
税
執が
す
ったの

か
、

締
v
tっ
た
の
か
掛
ら
ぬ
が
、
時
鍛
叫
す
の
隙
川
町

を
\
」
片
山
川

』
と
r
ふ
の
は
前
川
い
。

般
にも
慨
が

ず
仇
悔
は
お
，
‘
ゐ

@
L
a
・
み

L
W
会
民
ゐ

{

伽
叫ち
『
時
間
釧
采』
を
必
る
と、
『
上
人
』

一
と 『の あ
k-伊‘ 嘆きる
ふ ヲ事管に
犯' よロ
~W:. 人0
:D' (;tU 

Jl~ jlO 
え家。
る に
。し

って
ご紫L
7 衣い
心，を

�(t'! 
る

:t 
‘圃

一
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叫
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司
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澱
伽
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岳
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叫
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械
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齢
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ず
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磁
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潟
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仲
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梢
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潜
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仲
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縦
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叫
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融
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船
ら
う
か

働
関
‘
.
』
&

と
蹴
っ
た
け
れ
ど-
-
-
-
h
政

叫ま
だ
ア
ン
な
併
や
才
っ
て
ゃ
あ
が
る
叫
し
必
〆
ガ

ネ
樹
宏
、
山
川
野
へ
稿
ね
て
砂
っ
た
り

、

mm砂
ヘ
蹴
に
印
船
た
り
し
て
蹴
針
印
刷

.

宇

艇
を
掛
け
て
鮮
の
駅
間
だ
か
ら
、
行

問
慨
に
向
附
け
て
や
っ
た
の
だ

h
政
司
対
は
骨
い
け

れ
ど
も
、

城
村
の
艇
を
代
鈍
勝
る
の
は
臨
針
宇
鵡
い
ぢ
ゃ
な
い
か

』
茜

司
船
既に

ゆ
弥る献
に
は
献
船
ひ
を
や
ら
な
け

れ
ば
静
聴
に
櫛
舘
が
ね
へ
か
ら
よ
』

敬
『
ま
た

肋
む
艇
ば
か
り
税
へ
て
砕
る
)
什簡
明
仰
にm
m
u
?

の
ね
へ
の
だ
か
ら
』

邸
h
rに
怖
川
町
り
ま
・
す
る
と
制
此
駒
よ
り
五
十
峨
の

錆μ
が
脱
い
た
が
、

加
に
償

支
鰍
の
慨
は
伽
怖
い
か

ら
即
日

‘

京
阪
が
蹴
を
併
し
て
喝

m
r昨
す
・

政
『
き
あ
五
十
厳
密
ル
っ
た
よ
』
醤

『h
r郎7
榊
鍛
い
。
そ
れ
は
樹
鰐
口
部
け

.

て
齢
か
・
1

髭
滋
能
川
仰
向
を
低
は
せ
て
枠
る
か
ら
む
れ
そ
邸
ん

r
wと
蹴
っ
て
よ
』

政
司舟
ん
な
叫
耐
を
し
ね
へ
で
も
酷
い
の
に
』
醤

「
イ
十
一
仰
ヲ
で
ね
へ

、
幽
さ
ん

に
峨し
て
山
町
い
て
お
時
れ
。
さ
だ
特
例
能
っ
て
静
る
か
ら
対
刊
日
野
な
槻
だ
回

と
m
rっ
て
仲
る
。
附
山
か
ら
側
首
が

、

『
エ
l
rh
ωrは
‘
廿
躍F
ヲ
、
縦
ゆ
か
搬
は
ね
へ
か
ら
、
引
州
知
加
怖
の
縦
は
叡
尉
目
栃
へ

て
島
知
へ
:
・健
制
…
怖
く
鶴
を
降
っ
て
か

rぃ
、
鶴
を
一
半
開
に
都
っ
て
と
い
、
山
町

ん
な
蹴
っ
て
h
rたら
献
艇
を
や
る
ん
だ

』
・

と
対
加
納
山
制
限
に
同
剛
山
川
が
蹴
っ
て

h
rた。

5
3

〈
館
長
ひ

、
紅
色
保
安
祭
ん
だ
。
誌
に
船
ん
で

く
ん
なH
O
司
さ
う
で
エ
ずか
件W
銭
に
彫
り
ま
せ
う

・.
A

『
蹴
五
蹴
さ
ん
骨
ま

ね
三
口

町
野
艇
な
蹴
が
で
聡
き
ま
す

d

ガ
プ
〈
宮
、
ム
シ
ヤ
〈
?
、
F
F
、

決
の
艇
の
?
?
し
た

i
h
A
-
m

す
神
'

り
的
%
は
レ
た
り
し
な
い
の
だ
か
ら泊
い
や
う
た
も
の
\
慰

日

に
な
る
と
管
ん
な

川
誌
を
ゆ
か
つ
て
、

榔
剛
山
f
\、
鈴
と
惚
卸
き
た
ん
で
械
が
柑
て
え
、
ん
伊
即
日
は
憎
ま
し
て
お
除
ん

な

さ
い
』
政
司蹴
五
瞬
、
訴
え
協
に
掛
を
伽
ま
せ
る

a
h
r
い
が
、

憎
み
が
山
町
h
rるん

じ
ゃ
限
り
も
の
だ
よ
。
よ
し

、

臨
が
椴
け
れ
ば
憎
ん
で
ゐ
ろ

‘
O
『
ヘ
イ
榊
保
う

ご
ぜ
え
ま
す:
:
舵
冗m制
限
町
一
献
限
?
と

と
山
誌
や
仰
ん
で
舵
一
品
・

6
ゅ
の
り、

m
・
ム
一
m
d句
協
っ
ち
ま
い
ま
し
た
・
的
問
・
弘
剛

一は

邸
時
〈
義
し
だ・
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，
.
自

v

h
.，
、

政
吋然
'
ヲ
飲
ん
で
ゐ
た
ら
必
だ
ぜ
」回

EZCFE

,
uvE 

選
『ナ
7
1
z

お
μ
ん
の崎明
た
肱
閣
は
滋
に
も

の

な
り
ま
ぜ
ん
よ

憎
ん
9
t
a

と

伊
丹
た
っ
た
が
、
何
ん
に
も
し
ま
せ

ん
。
件
況
は
総
秒
一
一一骨
、
か
桜
船
時
は
制
叫

ん
だ
ら
，y
と
傑
を
も
世
れ
ず
静
静
峨
へ
・
.

一
一
一
『際
五
一
蹴
お
部
か
』
政

『
ヘ
ィ
、
町
旭

川
"
き
ゐ

逗

c
n

は
お
未
来
な
さ
い
ま
し
。
ま
づ
お
滋
りF

凶-
vAM

剖


さ
い
』
一
-一
『即
応せ
-
-
-
-
H
政
『
き
て
、

付
叫

服
店
隙
へ
郎
刊
は
以
山
間
も
な
い
と
一
昨
ふ
の
は

、

t

B

E

E

-

-

b

1

 

お
針
を
斑
航
し
て
か
ら
鉱
払
/
\

糾
ば
か

n
L
?

企

a

り

飲
ん
で
、

ま
だ
仕
事
に
鱗
り
ま
せ
ん
の

h
e、

P
L・

-
ゅa，

H
M

で
』
一
-
一
『
ナ
ユ
一鋳
ら
ぬ
・
・
・

骨
四
五
郎
は
何

b
rに
勝
る』政
コ
一献
に
山
川
り
ま
す
・

・

包
ι

、
z
'

s

e
h

オ
イ
前
五
郎/
\

u
rく
出
来
な
レ
か

.

政
『
へ
イ
郎
官
悦
・

:

起
は
/
\
体
開
々

zg

H"

‘,.n 

m
、

よ
く
た
ら
っ
し
ゃ
い
占
ま
し
たa一一
一
吋
災

加
と
何
械
の
邸
艇
は
山

h
h
r
m
、
勝
へ
も
時

封
て
あ
る
が
、

健
五
伊
ば
か
り
し
か
な
い

。

u
・9

・'
h
n‘
，
、

町
じ
ゃ
帥
舵
い
た
す
か

』
滋
主
だ
材
木

L，
一

-陀
.

，

も
貸
はな
い
の
で
』
三
『売
は
掛
し
か
ら

間
》

ub

k
p
 

.
，

ぼ
バ

4
h
J
~

a
，

t
M眠
a.

、
，
~
，

‘,t 

し
同也、

y
cr

A
・0
e

ゐ
f

k
b
F
'
e
p
 

A
04

hP
4
 

ー
L
-
N
 

ν
、
成
-
a除
瓜
・

J
I

・q
H

へ
川
ろ
、
イ
ヤ
サ
其

万
は
:
:
H
m
『
・3
'
l
z
，、

h
rって

削
げ
さ
い
。
そ
ん
な
に
伸
般
を
か
つ
て
も
怯

鳴
が
あ
り
ま
せ
ん
・
山
仰
を
伽
ん
で
ゆ
る
院

に
や訴を
予は
れ
ち
ゃ
料
が
胸
骨
に

m
v
ち
て

'

a

-

-

e

 

旨
く
あ
り
ま
せ
ん
h
一
一
一
回
ぢ
や
と
巾
し
て

め
の
鰯
山
h
b
w
慨
で
帥
溜
が
あ
る
と
な
ら
ん

に
能
っ
て
否
V附
知w
m
m
を
昨
げ
る
と
特
し

た
を
、

賠
訴
が
制bwで
対
政
舟
だ
と
綿
M白

う
た
』
滋
同
協
品
川
ま
し
た
よ
』
一
ニ

『
山w
hp

ね
ば
院
へ
特
織
が

』
廿
四
『
あ
っ
て
も
併
く

っ
て
も
抑
制
は
槻
ひ
ま
せ
ん
』
一
一
一
『

wr
砂

し
か
ら
ぬ
的
だ
回
路
弘
wん
な
に
苅
き
な

臨
を
即
し
て
般
ら
な
く
っ
て
も
:
・
何
日

制

溜
り
出
似
に
桝
へ
た
ら

mrhJご
ざ
い
ま
せ

う
・
川
町
ん
な
に
配
っ
て
防
併
に
な
っ
て
き

.
:一
一
一
知
か
榔
く彫っ
た
か
ら
品
川

内
は
ね

鴨
川
た
ら
ふ

』
政
『
コ
レ
砂A
m
伊
守し

た
税
一
九
俳
肺
結
側
へ
仲
伸

一概
一
ぢ
や
ね
へ

留
か
。
:
・
慨
が
臨
ま
し
た
ら
鍛
と
訴

字

'
る
‘

..
 

‘
，
，
、

L
C
目
色

ω
-O
L・

加
へ
、
口
TK
仕
献
を
さ
せ
ま
す

・
・
副
掛
か

• 
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ら
w
p
判
ま
す
・
ケ
か
篠
宮
ぜ
い
ま
し
で
ご
一

関
川
地
お
献に
は

仰
の
峨
で
あ
る
・
よ
し
船
に
瓜
ふ
た
靴
.
松
崎
、
側
一
引
に
は
附
幣

ぬ

:
邸
は
脇

"
t
s
s
k

，
ロ

，
，

.
hら
c
b

砂
か
ん
し
哩
ぬ
い
れ
い
だ

へ
は
丘
町
伊
除
総
を
恥
っ
て
市
以
て
あ
る
か
ら

、

A
O，飢
か
ら
十
日
間
に
出
惜別致す
や

号
一
郎
倣
っ
て
弥
れ
』
政
『
へ
イ
般
と
仇

m
Mベ
に
判
除
か
せ
て
防
協
ひ
な
く
山
川
県
る
や

う
難
し
ま
す
・7レ
箆
同
日
8
ぃ
、
あ
の
泊
。
附
司
法
ん
で
伽
鮒
ま
し
た
』
三
『
蹴

っ
た
鵬
ぢゃ、
:
ふ配
き
僚
に
臨
む

』

と
一
一尋
問
は
依
り
ま
し
た
。
蹴
込
刷

、

グ
ツ
ス
リ
随
り
乱
世
ん
だ
が
、

に
砕
を
倍
し
て
対
日
以
併
を
し
な
が
ら

、

h
vの七
y
m判

の

甚

:
ム
ニ
ヤ
/
\
/
\
お
邸
ど
ん

、
結
を
一
例
お
勝
れ
司
政
「
オ

イ
弾
丸
叩
精
彩h
Wん
だ
ら
す
中
医
へ

m
rてく
れh
殻
n
.ェ
I
M
Wんで
す
、
様車

政
'
脇町u
h
w
w
叫
に
し
て
弥
れ
ね
へ
じ
ゃ
踏
ら
て
紙
撤
体

服
店
協
がhrて』
替
が

協
で
す
か、
政
『
が
・
m
で
す
か
じ
ゃね
え
d
z
.対
慰
に
艇っ
て
伸
た
が
、

お
蹴
り

・
t
u
&

ゅ
，

h
F

・
'
・
7

・

L
9
.
，
州
各

H

が
け
に
一
ム
日
間
の
般
世
間
や

H
凡
て
市
上
て
世
い
た
か
ら、十
円
削
に
般
へ
る
晶
、
う
よ

く
/
\
蹴
克
服
に
特
齢
か
せ
よ
、
た
仰
か
あ
っ
た
が
:
・
附
う
だ
仰
恥
る
か
』

滋
'
仲4
ま
せ
ん
.
部
副
叫
ひ
砕
ふ
と
砂
川
刊
に
昨
っ
ち
ま
い
ま
す
の
で

、
似し
陶
酔

繊
へ
ま
ず
か
ら
俳
鋭
は
な
す
っ
て
』
政
町
そ
ん
な
ら
附
回

日
か
ら
鰍
っ
て
仲
れ
』
泌

み
刷し
う
ご
ざ
い
ま
す

と
仙V慌
を
小
知っ
て
蹴
っ
て
川
市
た
制
を
問
事

に
し
て
対
一
献
や
ら
か
し
て

、

持

胞
は
何
め
に
叫
賦
匙
ん
だ

。

m
v統一
怖く
越
て
山
内
引
を
似
へ
て

開
山
市
に
仰
か
け
、
砂
か

ら
倣っ
て
劇
的
り
ま
す
る
之

、

議
『般
さん
〈
』

ず
γ
、

で
ん
『
悦
だ
よ
』
滋
『
プ
ノ
勝
山

T
mに
鍛
献が
齢
ル
っ
て

• 

山
伊
る
か
ね
闘
で
ん
『
悦
だ
ね
、
お
献
、
鶴
間
の
叫

r
bら
な
レ
h
r仲間
な
どm
mさせ

た
こ
と
は
な
い
よ
-
-
峰
山
丸
で
は
お
約
を
日

さ
い
h

と
h
p和
尚
は
附
W
T俄
制
伽
で
健
を
邸て山
町
鰯
ま
し
た

e

術
仰
山
に
殺
る
邸
内
川
々
と
司
訟

は
れ
る
訟
の
ほ
秘
幻
あ
っ
て

、

殿
山
小
中
即
か
ら
佐
川
刊
と
鰍
る
と
一
昨
ふ
慨
は
明
く
睦

き
ゅ
に
仲
っ
て
m
m島
町
をmm
u
め
て
山
市
る
俄
だ
に
川
町
っ
て
対
鰍
幣
鵬

は
一
路
た
にh
r

-
M
?
&
a

命
、

か
い
の
噂

-
e

み
ま
せ
ん
。
さ
て
仙
弘
前
院
に

品
開る
と
二
階
付
っ
た
限
り
コ
ア/\
2
Y
/
\

や
っ
て

跨
る
。
蹴
低に伊
くか、
舵
階
のm
mは
慌
し
て
玲
へ
併
な
い
。
七
伊
一
榊
に
雌
総
傑

し
た
む
のか
、
が慨
に
蹴
桁
て
お
傑
へ
を

h
wひに
や
り
、
川
町
和
縦
の
械
へ

m
m
M
っ
た

一-
一
，
‘

f

，
、
，

a
，

a
p
a司
命
レ
耳
ゐ
，
、
た
愉
し
・

'

岨
慨を
く
る
み
ま
し
て
、

氾
り
棉
仰
木
は
別
に
し
て
一
一
一
貨
の
よ
へ
減
せ

、

敏
徳
太
子
同

"
h
，
，
・

J
e
-
-
e

‘•. 

色Z
・

9
'
'
"

へ
御
御
酒ψ
供
へ
お
供
を
上
げ
て、

チ
ャ
ン
と
偽
り
付
け
ま
し

て
縫
山
町
を
か
け
、

一
一
献
か
ら
・

H
り
てh
Fた
蹴
抗
即
時

.

『
倖
此
艇
を
か
け
ま
し
た
M
m峨
峨m
h
r
ま
し
た
日
放
2
c・
ヲ
か、

印
刷
は
獄
蝋
だ
』

E
m
w伊
あ
た
り
は
能
川
協
が
ず
で
す
・
山
泌
て
ゐ
な
か
っ
た
ら
が
必
は

備
艇い
日
航
府
知

ψ
膨
ふ
と
九
州
の
桜
だ
か
ら
一
蛾
腕
鍬
に
紙
へ
ま

し
た
。
榊
'
伽
は
蹴
さ

山
円
忽
ほ

s
s
a
g
e
H

ぽ
凶F
勿
い

ん
に
Aぜ
ひ
つ
け
て
州
か
下
物
を
鯵
へ
て
一
杯
飲
ま
し
て
』政
明γ
日
い
と
も
-
-
-


m
隠
し

a
，
、

何
か
さ
か
な
の
支
度
し
て
や
ん
な

と
郎r
L刷
は
蹴HA一
鵬
を
ぬ
の
m
m
m
m

附
俄
に
猷M.
h
船
を
し
て
や
り
ま
す
。
飯
田

に
な
る
と
、

三
『
対
滋MM対
きに
:
:』
政
『
サア
/
\
お
泊
り
刊
さ
い
、
お
保
ち
特
し
て

伊
り
ま
し
た
:
:
お
隙
煎
締
り
伊

m
rて
酔
り
ま
す
』
一
-
一
『
ρ
ー
が
関
か、
仲
う
あ

ら
う
かと
枕
砥
し
な
が
ら
謀
っ
た
』
穆
『
蕗

は
/
\
昨
服店協
お
山
間
な
さ
い

V
ま
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、

σ〉

し
・
・
弘前
町叫
し
牒
へ
す
ぎ
て
仲
り
ま
し
て
、
俄
だ
姑
踏
を
誕
し
ま
し
た
が
峨

斡
作
蹴
鮫tv・
:
』，一
ぺ
『イ
ャ
、
似
加
も
院
へ
崎
識
が
い
貯
い
配
に
山
町
一
と
お
越
で
し

た
』
硲
仲
う
吟
り
ま
し
てこ二
郎
益
し

た
ら
袈
第
五
ゃ
う
』

骨?
仲
甲
か
体
何
日
さ
い
ま
し
』

と
山
間
・
九
鵬
は
一一
山
恥
か
ら
一
一
一
一

郎の
出
作
っ
て
叡
り
ま
し
た
。

z
f
v
ム
髭
か・

と
術
館
の
ゆ
れ
を
附
加
聞
け
て
軌
く
邸
く
っ
て
仲
た
が

、

一
日
4
司h
w附
に
山V官
ゃ
ん
脱
ぐ
か
ら
と
止
・

山
た
と
て
、
主
だ
持
慨
に
川
町
炉
問
ら
ぬ
も

2
2

い
・
』

a
-
H

占
2
9

，

t
e
h
n

の
を
山
刊
来
た
な
と

h

誌
は
れ
て
は
附
"
切
な
・
此
方
は
泌
人
ぢ
ゃ
か
ら
か
ら
ぬ
が
・
・

-
Z
 

-
』選
時
イ
エ
山
町
山

r
M
A
っ
た
の
で
す
い
喝
ニ
ベ
ウ
ム
、

:
:
開
策
は
川
町
い
の
か
日

枠
内「
Mm
も
阪
は
引
に
小
川
恥
ま
し
た
の
で

』
一-一
明7
1
ム
阪
此
的
こ
れ
が
:
・
で

は
職
協へ俳
陪
に
好
れ
る
日

じ
ゅ
の
ら
う
・舷
健
は
附
り
の
執
が
掛

け
る
で
ゐ
ら
r
J
-

‘
，
，

h

‘
，P

趣
向d
・
〈

h
-
e
i耐

'
h
u
n

電

と
z

・
町
聞
は
邸
へ
特
・
り
口

γ辿
御
前
へ
m
Mり
出

、

一
二
舷
ルハ材
一
応
り
ま
し
た
、
仲
間
一
刻

の
敵
は
仙
紙
保
し
て
伸
り
ま
し
た

]
里
山
判

明
お
へ』

一
士
一
Wは
附
織の畑
町
取
'
mへ
川
向
山
切
な
仰
し
、
・
陣

併
は
混か
に
い
町
祝
へ
刊
か
つ
て
儲

へ
まL
た
@
郡
山
中
執
臨

は
鵬
ら
く
縦
く
っ
て
仲

ら
れ
ま
し
た
。
一
一
=
附
ル
町
一

か
か
ら
ル

て
、『

ほ
ー
ら
、
問ま
っ
た
。
慨
が
似
て
さ
へ
昭
郎
し
た
の
だ
。
協

は
さ
ぞ
お
服
き
だ

ら
う
M
m取
3

・
一
皆
川
胞
は
三
だ
山
町
山
市
政
ら
ぬ

と

c
:
イ
早
川
聞
紙
齢
し
ま

し
た
の
で
一

般
『
ム1
、
必b
v
H凡
よ
。
時
か
一
配
hrっ
て
伊
ら
ぬ
ゃ
う
じ
ゃ
』
戸
一

一
司館
世
に
ご
ざ

い
ま
す・
蜘
が
酢ル
って
同
町
ら
ぬ
ゃ
う
で

h
m臨
『
仲
ら
ぬ
崎
、
う
で
は
な
い
.
蹴
五

鵬
に
時
伊
け
て
m
w〈
肌
仰
に
h
rれさ
せ
え
』

-3
Wも
税
ヘ
た
。
訟
を
ゆ
っ
て

作
っ
て川
町
を
帰
れ
さ
せ
る
の
に
烈
鰍
間
的
ド
尽

を
樫
ば
せ
ら
れ
て
は
対
監
だ

、

と
伊
う
邸
ひ
ま
し
た
か
ら

、

-
￡

，
h
-
m
"
-
z

a
h

包
ん
C

一
一
一
『
ェ
、
、
恐
れ
な
が
ら
南
ム
ま
す
。

何
も
お
尉
み
で
ご
ざ
い
ま
ず
か
ら
滋
荒

鵬
1
T律
的
検
へ
儲
S
ま
し
て
、
体
収
に
て
九
仰
を
好
れ
さ
せ
ま
し
て
は
伽
附
で
ご
ざ

-
F
-
一

J
、
し
4
q

・

&
b
L

，
臨
ん

E

ら
A
W

K

い
ま
せ
-
h
m取
『
ォ
、
え
も
版
印
い
取
じ
ゃ
然ら
ば
部
.
K階
地V-呼
了
三
一
一
『ハ
タ
』

附
にm
m知
的r
m川
被へ
織
を
山
町
し
ま
し
た
。

昨
加
は
随
一
前
一
般
が

、

可
制
叫
婿
昨
開
山
川
慌
が
い
例
な
航

ι
γな
す
っ
て
織
り
に
倣
く
っ

て
仲
な
す
っ
た
が
、

あ

り
ゃ
あ
川
町
常
て
仲
る
の
か
』
巡
円
山
川
常
て

m
v弔・す
、
め
町
ま
す
が
ま
だ
船
を
ル
れ
ね

u
e

h
"

を

え
だ
け
の
μ
な
ん
だ
』
政
電
A
y
-
-
-
-
n

を
τ
へ
れ
ね
へ
・
・
・
・
な
ぜ
兵
ん
な
喫
ぞ
ず

"" 

る
の
た
}
持
q
nを
入
れ
て
し
ま
う
と
、
あ
と
金
の
流
十
隔
が
収
り
に
く
い
か
ら
~

z
t
Z

民
地
.
、
い

政
冗
峰

d日
ふ
な
・
役
ら
ね
え
ー
は4
uり

3
っ
て
や
あ
が
る
。
・
・
・
・
ヘ
イ
お
入
来

巴
A
C
P

令

P
E
E
V
-
-

作

p
l主
令
与
ゐ

C
'Z

な
さ
い
。
オ
イ
枠内
冗
郎、
お
邸
の
お
山
政
だ
・
・
・
・
・

z
、
何
御
閉
で
し-
似
『
廿
四
五郎

b
h

胴

g
，
，
，、
a
z
-
-

-
』
と

-
A

L
A
E

に
眼
を
入
れ
に
口T泌
総
る
や
う
に
、
と
のw
mで
ご
ざ
る
』

政
'
ソ
レ
H
品
ろ
、
枠
内
必

2

E

-

F

3

 

即
、
お
司
たm
bR
LKれ
に
来
い
と
よ
』
滋
『オ
ャ
、
ォ
ヤ
』
政
『
オ
ヤ
/
\

で
は

ね
え
の
や
似
が
帥
叫
し
の
だ
』

沼
崎ぢ
や
h
rれ
て
や
ら
ふ
か
。
ま
あ
鰍
艇
、
あ
り
儲

は
鋭
仏
だ
。
山
胞
か
ら
伽
っ
て
仇

仰
をh
rれき
へ
す
れ
ば
、
χ
十
山側
は
きっ
と
勝
れる

&

の
ー
の
こ
&
こ
ま

e
n

と
。
駁
れ
る
と
全
た
飲
め
る
』
政
『
あ4ぃ
、
ま
た
飲
む
引
を
・
・
・
・閑
り
我
山
ん
な
あ

:
・
オ
イ
間
r駒
ぞ
の
俗
的
出
じ
ゃ
依
り

b
y対
ね
へ
。
お
で
ん
晶
、
憾
の
詑
附

b
z
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即
し
て
や
ん
な
で
ん
『
ぎ
の

蹴
一
が鵬さ
ん
狩加
を
お
仰
ぎ』
茜
『附
・フJ『
仰
さ

ん
榊
縫
う』
政
『
僧本
誌
も
時
除rい
な』
枠
内江
川
酔
町
い
ー

か
ら川
町っ
て
川町き
ま

せ
う
か
』
政
『
ぜ
・ヲ
だ
ん
争
中
・
なよ
』
滋
珂
お
倒、
対
き
に
お
俄
智
ヲ
さ
ま
』

m
m
h
鵬
は
め
杭と特
にM
m
m
川和
へ
:
:
叫
に
民
的
問一
一
一
一知へ
蹴
一軒
一腕が
h
rたとhr

M
J
'D
.
 

1
;
 

一一
一
『ォ
、
舵
ぷ
胸、叫
ん
除
で
あ
っ
た
。
ア

/
鵬に
は
働
が勘
ルっ
て伊
ら
ぬ
ナ
』

甚
『
へ
イ
ま
だ
注
ル
っ
て
伊
り
ま
せ
ん
』
一
一
一
『
部
作

、
は
あ
るか
』
醤
『か
鋭
し
て

ま
ゐ
り
空
し
た
-
一}一
司
院
憾
の
献
で
九
仰
を

作
れる
や
'
崎市
町伊除
で
あ
る』茜
『即
時

ま
り
ま

し
た
』

陸
料
悩
院
は
、

蹴
一力
一
郎
と
一昨
-
b
m
叫々
は
仲
ん
な
蝶
で
あ
ら

う
か
と
刈
叫仰
を
体
賠• 

な
さ
る

つ
も
り
、

『
一
一軒、
附
・hm
は
俗ん
か
』
一
一
一
司
ハ
ツ
荷
世
れ
ま
し
て、
お
却
に
雌へさ
せ
ま

・3
、
‘
F
a

-
-

，
、

し
た
鍛

『
・
』
の
廊
下
へ
泌
せ
・
v
v
Hるし
ゅ
う
な
い
h

と
計
一
獄
中
川端
り
ま
し
た
・

M
P
H
附
は
御
山
仲
川

仰の
臨
刊
へ附て
牝似し
E
r・

般
附
κ

鵬、
峨
ι
v
y
げ
へ
』
=
一
司ハ
y
、

m
T鵬
附
をMげ
へ、
慨
を
Hhげ

よ
、

イ
ヤ
サ
此
を
か
げ
る

ん
だ
』
趨
J

W
鮎
へ
川
げ
る
の
だ
』
一
乙
『附
を
仲
俳

あ

-

m
p
k
d

‘
‘
，

.. 

へ
上
げ
る

奴
が
あ
る
a
喝
の
か
、

ハ
持
上
げ
さ
へす
れ
ば
立
い
の
だ
』
滋
『
ヘ
イ
、

a
a
"時
喧・γ
z

a，

，
、a，

a

m

p
・働

合
，.
w

m柑
F
今
日
は
い
コ
コ
コ
予
ヅ

川

砂
利
いV
て
は
成
ら

ん
、

航
っ
て/
\
』
殿
『
捻
ヤ

け
〈

、

ォ
、
選九
開
じて

や
が
献
でこの
臨
み
を
ど

て
ル
よ
』

醤
『
針
阪
を
おhrり
恥し
除
い
ので
』

と
政
五
郎
飢
町
村
よ
り
き
た
な
い

助
制即
して
騰
の
ぷに蜘
き
ま
し
て
抗
の
砂
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ら
ぬ
や
う
に
殺
し
、
昧
サ
ザ
い
仙
の
苧
に
ゆ
ち
、
協
同
川
町
仲
制
服
よ
り
調
ら
れ
さ
し
た

税
鍔
にh
mれて
あ
る
同
協
?
一
樹
恥
即
し
て

、

プ
w
yリ
/
、
、y
と
肌
り
に
断
の
山
げ
を

m
vりま
し
て
、
慨
を
貯
め

て
件
れ
で
時
中
』
ル

れ
ま
し
た
。
対
か
ら

m
o
m恥
を
院

の
陣
へ
ゆ
っ
て
鋭
り
、
お
い
ム
に
官
そ
駒
山

rけ
乏
し
て
似
加
へ
刊
り
ま
し
た
。
勝
山
判

明
臨
、
慌
の
跡
の
殺
を
ヒ
ヨ

y
と
体
監
な
さ
る
と
、
ハ
タ
と
隙
を
お

m
wちな
怠
れ

た
。
そ
れ
も
そ
の
旬
、
宇
泣
に
あ
る
院
は
飴
に
慨
と
骨
ふ

m
h
r
で
あ
ら
う
、
こ
れ

で
峨
撚
傑
し
た
の
か
と
民
炉
、
う
で
あ
り
占

ζ
し
た
が
、

m
m附
こ
蹴
特
雌
れ
て
静
る
院

の
陣
に
館
。
伊
け
て
除
る
と
、
慰
燃
慨
が
骨
き
て
骨
て
、
併
に

h
鳩
山
町
す
か
と
腐

は
れ
る
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。
時
勧
の
微
妙
に
断
仰
向
般
に
山
町
ま
し
た
峨
は
綴
織
が

鰍
っ
て
仲
ま
し
た
・
部に
肱M
hたる
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

殿
『
一
一
野
川
い
町
』
一
一
一
司
ハ
タ
』
駁
『
そ
れ
か
ら
ル
い
ゆ
ゆ
邸
に
謄
ヲ

h
r
h
r

た
M

と
側
が
あ
り
ま
す
か
ら

、

三
脚
は
破
る
/
\
ぬ
を

M
Uげ
て
ル
る
と
邸
憾
と
駒
山
仙

政
し
、

明
…
制
限
仙

W
Mに
は
仰h
rる
も
の
で
は
ご
ぎ
い
ま
せ
ん
・
・
・
・
川
町

4
3
』
れ
市
町
一
刷
物
レ
た

し
ま
し
た
M
鍛

『
蹴
ぷ
鵬、静
瓶
の
川
町
斜
じ

ゃ
。
これ
・一J
W猷
はm
v
腕
む
よ
し
。

却
に
獄
て
ト
併
に
即
時

へ
おは
せ
』

お
か
ら
却
の
附
に
紘
叫
仰
な
伸
糊
山
町
が
山
川
て
、

・4・

脚
が
州
事
で
ご
ざ
い
烹
ナ
。

-
二
ぞ
く
滋
せ
ず
裂
に
や
れz
a
h

舵
い
た
し
ま
ず
の

な
ら

対
き
な」
匂
で
い
た
Y
E

う
ご
ざ
い
ま
ナ
・
ケ
も
料
は
議
を
く
ち
ゃ
あ

い
け
ま
せ
ん
。
鼠
は
紘
院
な
お
械
で
前
艇
ム
仇
じ
ま
す
@
伊
ヲ
も
税
れ
ル
り
を
す
。

ェ
、
伽
仲
間

m
M叫
擦
配
偶
は
棋
て
手
酌
で
や
ら
か
す
か
が
悌
苧
官
、
、
鰍
な
ど
さ
れ
る

と
m
m
M
m
で
ト
併
に
ず
れ
ま
せ

ん
』
三
『
そ
れ
で
は
仰
仰
に
齢
せ
同
減
プ
イ

榊
似

'
p
ι噂

4
W什
じJ
Zす
‘

一
一
一
A
Uは
い
る
母
に
郎
裂
い
だ
や
つ
を
グ
イ
と
臓
を
ふ
肘
か
ず
一

と
?

、『
プー
、

ド
ウ
も
館
時
な
ケ
グ
リ
で
:
:
』
一
一
一
『
腕
な
艇
を
判
た
な
ケ
グ
リ
と
は

仲
ん
だ
』
醤
『
ケ
グ
リ
:
:
』
一
一
一
『
ケ
グ
リ
と
は
加
議
『
へ
イ
対

P
M
m附の
ゆ
慌

で
ご
ざ
い
ま
す
。
艇
の
聴
を
ケ
グ
リ
と
伊
う
時
ま
ず
三
ニ
『
部

は
脇
際、
沼
町
向
山

.
Mの
母
船
を
ゆ
り
除
レ

、と
の
砂
怨
み
、

日
判
説
た
ら
v
m
m
w

髄
びに
府
ら
う
4
ま
て
ま

て
、

粉
の
叩
ぬ
が
ケ
グ
リ
か
。
ま
だ
あ

る
か
』
仲
間『
叫
仰
の
慌

を
ケ
ヅ
り
m
mと
特
ま
す
』

一
一
一
『
ハ
ア
な
コ
依
司
鶴
の
凝

を
ナ
ゲ
シ
と
特
し
て

、

品
川
附
加
を

ト

パ
と
特
し
ま
2・

・
0干

M
m
b

，
、
三

4
s

・a・
‘
掬
晶
、

n
a
F

縫
い
ぺ
ん

火
か
ら
間
川
和
喰
ひ
ま
す
泌
を
ホ
ゾ
を
つ
く
る
と
申
し
ま
し
て、

ハ
オ
乍
ら
大
艇
を

傑
し
ま
す
悦
や
タ
サ
ピ
を
そ
ぐ
と
山
円
安
す
』

-
v
.

，
￡
d、
ふ
官
信
ふ

-
-

-
v

三
銀
は
お
ぼ
2
3
ま
せ
ん
か
ら
、
矢
立
を
以
似
し
似
を
染
め
、

.
，?
"
4
2

ど

z
d

‘
町

M片
山w
a
a
0

・3

司
別
が
ケ
グ
リ
か、
成
号
、

病
の
柄
引
が
』
ザ
ヅ
リ
椛
だ
ナ
。
出
川
物
が
ト
バ
明
、
仰
が

ナ

F切

a
-
M
W
-
u

，
、

.
h
h
m
・

ゲ
シ
か
。
主
だ
何
ん
と
か
山
中
し
た
な
』
必
吋
慨
を
喰
ふ
市
を
ホ
グ
を
つ
く
る

一
-
一
『
ホ
ゾ
を
つ
く
る
か
』
必
『
対
似

t
v践
し
ま
す
悦
そ
タ
サ
ピ
を
そ
ぐ
と
叫
し
ま

す
』
三
『
も
う
対
で
よ
い
。
き
あ
/
1
伽
ん
で
く
れ
h

・
'
"
。
令
官

Z
，
、

b
A・ι
V
E
-

-
vJ
'

廿
四
五
郎t
k
の
η
陪
で
御
馳
走
に
な
り
ま
し
た
。

一
一
二
字
を
砕
け
ぬ
叫
仰
は
鳩
に
つ
め
て
や
る
か
ら

、

鵬
仙恥町でも
あ
ら
う
が
櫛
κ

附

へ
ゆ
っ
て
い
っ
て
溜
片
山
せ
・
さ
て
厳
に

m
m
z-tゆ
仰
に
十
沢
附
枇
晶
君
、
と
し

￡
e
-
a

，
M
F広

-
F
4

て
K

し
悶
か
れ
る
ぞ
』
溢
司有
能
う
存
じ
ま
す
』
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月 i

人;

一
、

例F
F

、
伐
峨
紘
仰
が
ま
だ
備
不
と
す
て
議
官
の
銭
に
な
っ
て
ゐ
た

略
的
都
に
仰
は
れ
て
湾
総
L
に
ず
、
.
短
針
の
が
伊
っ
と
較
し
た
と
と

ろ
、
川
崎
し
て
が
刈
鈴
の
泌
が
伊
っ
た
と
い
ふ
城
、
が
あ
る
が

、
が
の
混
戦
の
悦
を
器
拡

e
t

れ
い
“
ん

f
h
っ
か
聖

1・・
z
e

い
う
壇
。
。

t
e
'

と
い
っ

て
、
す
は
例
年
況
月
五
U

に
、
男
子
の
謹
厳
と
し
て
政
〈
行
は
れ
た
。

ぞ
時
っ
か

r
'民
主

Z
C

ぜ
9
〈
ひ
牢
と
・
句
主
宰

-
L
V
9
8
&
2
e
L

・
'

S
U
E
-

五
月
五
山
目
印
錨
午
の
節
句
の
日
に
、
男
の
子
蓬
は
お
初
旬
を
か
ぶ
り
、

訴
苅
刀

を
さ
し
て
、
-
tのm
V
M山に
斜
地
問
し
た
の
で
あ
る

・

と
と
る
が、

幻
は
ハ
溺
悦
は
る
宇
う
に

な
り
、
疏
だ
け
で
は
?
、
柄
、
禁
、
哨
に
は
政
飯
山

r
h
rっ
て
緩
み
と
う
に

な
り
、
そ
の
た
め
貯
崎
ず
も
グ
に
撚
っ
た
の
で
、
こ
の
践
が
川
崎
純

l

域
別r

-vav

et
-
-

の
師
引
に
禁
止
さ
れ
た。

諮
崎
、
は
械
九
州
山
で

時
"
の
略
ら
った
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
附
で
叫
刊
を

mp
、
そ
の
け
い
に
鰍
J引
な
械
を
か
た
ど
る
中
う
に
な
り

、
さ
て
は
献
奴
の
と
こ
る
に
鰍

成

婚
を
俄
り
つ
け
る
宇
う
に
さ
へ
なっ
た、

一
配
の
鰍
吟
叫
が
時
か
、

b
減
対
し
て
、
総
に

p
r

〈
恐慌
一
川
対

，

と
な
っ
た
の
で
る
る
・• 

• 

寸t父ゃ
F ・ ' 7 • 

菖与 の
清ぷ

杉 話?
宵3

村 ‘ 

文

イ学
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曾
ゐ
5
・
9

・
基

L
'

・paZ
と

i
Z
る
う
ち

t
s
-
a

附
議
し
た
知
〈
、
パ
川
淵
仰
は
印
池
打
ゆ
山
吋
の
武

命

日
'
-
S
う
も
キ

'
b
s
a
'
L
a

，
.

ぷ
で
あ
っ
た
が
、
m
w地
打
が
袋
比
さ
れ
て
か
ら
段
飾

憾
と
鰍
じ
た
。
そ
し
て
料球
と
な
り
、

が
似
にM仰
を

か
け
て
撒.
C時
M
Y
Wナ
る
で
つ
に
な
っ
た
。

L
-
a'
F俳
E
b
-
-
F
V
，
、
t
E

そ
ん
な
わ
け
で

、
内統
w

.

が
回
か
伐
滞
に
な
っ
て

が
た
の
で
、
山
拡
鋭

」
諮
問
吟、
川
町
加
山
崎
に
慨
す
る

援
の
欝
が
し
か
れ
た
。
術
的

v
u
v吋を
擦
に

納
税
っ
て
ゐ
る
か
ら
伊
げ
て

P
9と
、

-
、
五
吟m
m
w
の
崎、
ω防
衛
嶋
一
伊
東
一
手
・
録
的

秘
鶴
っ
悦
ヲ

リ
ま
じ
〈
ぽ\J僻
し
ザ
機
械
へ
成
リ

-
Z
L
3
必
仇
み
を
き

S
A
W

山
中
此H
U

は
苦
し
か
ら
ず
。

は
均
一
空
，

E

ゐ
つ
除
去
n，

E
a奪
。
必

て
小
艇
の
俗
、
紛
布
一
削
ル
い
り
ま
じ
〈
品
開

ι

。

た
f
d
酌
め
‘
ぬ
Z
5
@
C

企

似
し
布
氷
剖
酬
は
芳
しか
ら
ざ
る
事
・

て
い
か
も
に
昨
梢
な
る
刈
形
→
一
つ
=
一
つ
似
討

・
ぷ
矛
』
'
e。

ε
a

刷H
は
芳
し
か
ら
ざ
る
m
・

ペ
リ

b
ぃ
・

2
一

r
h
H
3

廷
に
肌
M
mニ
刺市
五
刈
に
は
、

&
F4
e
p
u
&
町
A
V戸
時

9
s
t

し
ゃ
-
河
川

-、
山
H

の
事
鋭
機
に
H
H
リ
、

柑刊
誌
に
仕
リ

'
h
E
砂

H
量
-
a
b
-
-
a
F
S
F
O

均
三
品

F
V

ま
じ
き
行
制
絹
札
訟
紋
広
一
、
吸
り
に
街
之
恥
に

吋
・
告
側
制
な
る
崎
学
時W
2J

O

-
-
テ
エ
‘
舟
守
jn
t
E
T
a
w
&

・
1

・4

ふ

飲
串
引
は・
0軍
中ι
共
に
r
b度
山
叩し
つ
〈
ペ
〈
候
。

例
滋
配
制
な
る
時
ん
叩
縦
肘

制
裁
が
て
必
ポ
税
一

e
e
a
，
H
d
a
b
A

ゆ
S

句
P
企
，

g
，
、
・
・

p


〈
停
止
な
す
べ
〈
候
。
附
り
、
節
句
に
以
一
形
一

r
T
1
3つ
p
、
か
ら
〈
り
鱗
粧
し
、
川
紙
一
め

，

d
す

二
、
島，
r
必
城

全
企
E
F
A

，

F
Z
L

Z

g
E
-
4
a
v

g


W

人
形
か
ら
濁
立
し
た
口
裕
人
形
は
、
紙
、

a
?
"
‘R
T
eん
刊
な
は
己

c
e
b
u
b

協
相
、
公
刀
と
川
川
じ
〈
、
初
め
は
戸
休
刊
に
立
て
た
も

の
で
あ
っ
た
。
崎
城
山

H
配
と
し
て
も
樹
佐
川
町制

与
量
品
今

か
止
ち
を

-
zヲ

ラ
量

で
人
形
の
形
を
と
っ
た
組
米
な
も
の
で
、

m
に
し

-
c
‘
.
H
H
9

，
、
，
，

A
r守
合
‘r・
曹
問

唱

て
も
巡
の
黙
で
れっ
た
も
の
、
約
H
試
刀
も
本
を
問
っ

た
も
の
、
川
町
も
擦
で
す
べ
て
懇
な
も

の
だ
っ

L
R

柄

V

た
が
、
そ
れ
が
次
絡
に
尖
を
ζ

ら
す
m
γう
に
な
り
、

作
付
か
ら総帥
に
悦
る
で
つ
に
な
っ
て
か
ら
明
日
甑

は
ヨ
主

E
Z

ろ
し
し
ゆ

っ
W
ん

h
u拙
以M出
品ι
と
げ
、
人
形
師
さ
へ
蜘
現
す
る
a
T・
?
に

沿
っ
た
。

出
戸
川
か
ら
鈴
子
蹴
っ
た
怒
と
し
て
は
、
院

の
叫
即
断
に
つ
れ
て
猷
叫
聞
が
械
〈
な
っ
た
と
主
、

M
M
V

h、
白
A
y
b
hん
町
帯
タ

一
三
、
五
月
人
形

r
h
Z
内
容
g
b

し
宇
臨
んz
-
2

・0

き
て
五
月
人
形

《
武
者
人
形

〉
は、
前
に
ゆ
喝
ぺた

eE
ι

事
e
A
A
F
S
P
Z
2
旬
、

F
E
H
J
へ
ん
〈的

知
〈
バ
総
仰
の
仰
な
の
刷
州
立
便
化
し
た
もので
あ
る

が
、
制
岡
山
川
，

m
の
紛
糾

，

も
ゆ
る
が
せ
に
附
が
な
い
e

主
成
城

，

は
場
一
援
の
議
お
ず
し
、
M
M

L

量
豊

S
K
Z

己
て

2

予
の
遊
び
或

は
腕
剰
に
ふ
さ
は
し
い
も
の
に
作
ら

h
kI

し
や
ろ
P
9

￡
&

M
い
雪

れ
た
。

昔
は
内
川
武
と
い
ふ
事
を
第
一
誌
に
し

た

が
、
総
に
は
叫
に
ヂ
川
町
の
対
総

e宮
崎
耐
・
す
る
即
断

潟て ut双53 Ph
E巴い . ~!:~ノ、..(，; /.1: (",. , .... 
の1\"~・?za が 、~l.る

ヨ了.ZS I?をあすはペ

fihq z z 謎 h
ハーか t干い司If.~切食 3刷工
現~t らはを路年 1'1:
ヘロt~ 端械のし
と 3lp五し問主術t
護老 人平 Hε .r!三 1.hEZ JW9 、 .JI JA.~ 

し 形j人E ゐ 宅を
も 、形Z る 、 祭主
三 l.'i与の' - gさじ

5 3S23 吉町 E
Z 形i で pf の

-ftstぁ

い
て
ゐ
た
。

句
、
，

M
a

か
さ
と
に
ん

e
a


筑
η

商
品γ
傘
に
つ
け
た
る
小
人
形

p
mに
こ
ん
な
が
が
あ
る
。

げ
4
J，
，
‘HV
ご
け
ん
仮
令
口
ん

W
や
ろ
ち
ゃ
う
全
会
う

元
級
以
後
は
十
勝
店
、
人
形

町
僚
で
こ
れ
を
資

C
1
0
な
い-
e
b

司
・5
0い
ち
ひ
ら

っ
た
。
ま
た
そ
の
後
、
鈴
市
の
で
つ
に
級
官
叩
が
捌
か

脅
φ
も
，w
'
s
ι
d
a
'

・

品
向

ド

れ
る
宇
う
に
な
り
、

京
都
で
は
聞
係
、
大
阪
で
は
御

何
事

Z

内
}

・
ゐ
ε

申
ゐa
F正
&
位
。

事
ゃ
う
ふ

う
苛
E
S
F
V

州
市
の
前
、
江
戸で
は
十
位
刊
店
、
地
桜
町
、
抱
町
命

e
h
n
f・
ヒ
凶
"
・
目

z
r
b

つ
位
、

で
、
問
H

初
か
ら
ハ
江
戸
で
は
州
H
n
品
川
五U
か
ら
〉

S
F

え
に
ん

2

住
い
は
い

袋
ん
に
抗
H
H
人
形
が
W
M賀
さ
れ
る
帝
う
に
な
っ

た
.

多3 る
< H .. 

ふ廷
EZ形i
"; I主

義祭
，、 IJ今

らず
る冊努:
11 を
ílit. 秘‘
'1・3 し
をた
flう も
りの
iÞ~ が

• 

b
t
‘
・

一a
，
、b
-
.‘
、
，
、
、.s

り
ま
じ
〈
紋
・
w
Uし
巡
視
針m
m
b例
L
に
お
い

“
事
ば
ゐ

-
E
H

E
E

，A
b
a‘
.
主
《
包

て
は
、
総
人
は
山
巾す
に
及
ぼ
ず
、
干
乱
入
飢
骨
骨
に
的
事

が
蹴
鮫
にr-』る
0・
・う

に
な
っ
た
悦
悦
が
鈴
，、‘

ら
h 
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s
u
'
~
S
F

、
ゐ
包
ん

c
g

し

か
ら
、

崎町
人や
武
川封ば
か
り
で
な
〈
、

俳
人
宇
学
子

を
も
バ
吟
に
加
山
る
?
?
に
な
っ
た
。
た
と
へ
ば
締
約

の
純
子
と
か
一
一
銭
続
縫
い

sが
こ
れ
で
あ
る
。

五
M
d城
，
の
向
山
一
榔
を
あ
げ
る

と
、
そ
の
却
な
る

も
の
に
は
、

u
ι
u

'
p
ι
B
a
'
L
g
'
・

U
ん
h
-
a，
C
9
w
x，
走
"
の
多
包

n
a
v，
、
心
待
ヰ

献
武
夫
一
阜
、

拘
制
治
、

制
坊
内
地
問
的

、

武
内
約
輔
、

A忽

降
ら

s
t

・
、
島
民
色
事

h
v
b
x
d
'
d
w

よ
・
主
宰

P
ま
.
，
z
e
ど

大
郎
、

桃
太
郎
、

加
藤
総
豆
、
巴
御
前
僚
が
あ
るの

フ
う
れ
悼
臨
ん
む
て
ん
の
会
ご
，
ち
せ
い
か
苦

必
例
と
し
て
糾
武
天
弘
の
は、
御
旅
鉱
の
時
吋
の、

dm叫
叫
が
山
%
の
婚
に
と
ま
っ
た
も
の
で
あ
り

、

税
制
山
山

府
の
は、
長
総
似
の
惜
の
能
川
刊
の
付
録
で
あ

及
w。

侃
A
A鵬
船A
A鵬仙
川
は
、

V
M
Mの嚇
哨
刊
に
つ
れ
て
鉱

，
、b
'

島
ま
と
内
在
ご

U
A
d
u
vく
ま

aZ
主

ル
E
d
e


化
し
、

京
撒
き
、
制
批
抱
き
、

銀
釣
、

熊
と
兎
を
衣
描
出

b
x
rヤ
ゆt
r
、

c
・
恥H
H
H

に
し
て
ゐ
る

と
と
ろ
等
級
々
あ
る
が

、

さ
き
の
御
大

船
み
に
は、特
の
州
議
を
捕
し
て
ゐ
る
誠

v
p

へ
も
慣
ら
れ
た
。

と
ζ
る
で
婦
に
、

紙
一
時
炉
に
よ
る
五
時
凶
作
耐
の

働
織
を
跳
べ
て
m凡
る
と、

御
所
人
形

大
阪
人
形

奈
良
人
形

鴻
巣
人
形

一
-
一
旅
人
形

施
内ん
仇何
人
形

カ
ナ
均

Y
プ
ツ

人
形

た
い
た
い
み
軍

L
A

火
続
本
の
七
時
刊
が
あ
る
。

制
抑
倣
脱
税
即
泌
が
で
制
限
さ
れ
る
も
の
で
、
減

税
が
ヂ
慨
が
で
、
五
波
野
手
建

の
も

伊
唱
し
ょ
・
んg
'
会
食
草
い
ら

b
も

の
と
さ
札
て
ゐ
る
。
御
所
人
形
の
中
で
も
街
名
な
の

は
、

「
低
吟
」
と
叫
す
る
も
の
で
、
こ
れ
は
、
緊

憾
の
潜
る
で
つ
な
稽
り
ど
い
た
ピ
い
て

、

持
ま
さ
に
紙

L
-
L
Z
w
a
A

ヲ

を
締
め
よ
う
と
し
て
ゐ
る
と
ζ

る
が
人
形
に
な
っ

n
-
h

仰
ぎ
・
'
し
V

て
ゐ
る
。
そ
の
、

日
午
ま
さ
に
緑
を
締
め
よ
う
と
す
る

ポ
ー
ズ
が
械
的
い
・
と
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
し
か

と
さ

r
u

u
h
a

d
う
し
ら
h
.

し

W
に
は
、
鰻
1
7・
抱
〈
も
の
申
ら、
白
川
桁
子
に
線
級

た
ち
か
わ
い
令
主

で
太
刀
&
は
い
た
可
愛
い
h

妥
の
も
の
も
あ
る
。

刈
蹴J待
問
はr川
町
吟
椀
，
を
劫
と
し
て
ゐ
る
。
出

0・
成
は
が
腕
殺
は
制
悦
で
慣
ら
れ

、

織
は
純
川
応
酬
聞
と

か
対
戦
バ
城
併
に
僻
て
ゐ
る
。
誕
地
脈
バ
腕
長

縦
断
の
減
税
訟
の
統
的
L
1
2
2

、

附
十一腕
と
か、
M
m
r
u
r
w

抑
制2とか、
山
町
郡
山
小
五

V
M川

と
か
の
炉
械
の
バ
腕

ν
慣
ら
れ
て
ゐ
る
。

術
的
仙
川
w
m
r
m
誠
艇
の
制
約
で
慣
ら
れ
る
も
の

で
、

脱
線
も
山
仰
い
が
、
五
瓜
っ

刈
紘
一
レ
ふ
さ
は
し
い
も

曹
ん
栓
ゐ
事
に
んr
a，
，

の
は
金
太
郎
人
形
で
あ
る
。

一一一
鳩山
川m
m
r
耐
川
剛
腕
の
一-
秘
で
俄
ら
九
る
も
の

c
'
m
b
vこ
ゐ
g
-
a
，
‘

.
R瓦
た

b
，
・
γ
旬
r
'
'

o
a
v
b戸

で
、

鴻
恥
品
川
形
k

同
じ
く
金
太
郎
人
前
仰
が
判
例
制
怖
で
あ

ペ
【'
"
Z
E

い
章
。
，

2
Z

か
訟
も

-
る
が
、

別
に
=
一
本
駒
と
ず
っ
て
、
木で
術
総
にー

形
を

韓併
つリ
て 、

議そそ
主党f れ
なに

払ダ
土3 よ

況をそ
共やが
と Jか

しさ.~~
ての
前官宅n
自主を
ぃ 入"
も れ
の た
昔ξ 、

あ
る
-

a
v
c
k
世
に
ん
g
a，a
，
か

弁
事
‘
智
正
・
・
高
，
味

6
0
r
L
-
v

能
見
ぬ
人
形
は
、

知
綴
約
一
応
の
?
?な

鎚
武
者

雪

H
U

の
日
先
手
し
も
の

u
n
芭

が
、
木
即
仰
に
来
っ
て
鋭
縫
物
を
つ
け
た
、

努
ま
し

い

に
ん
-
Z』v
a
J

人
形
で
あ
る
。

毛主兜誌な方
は人手た 。。ナ
紙代も吋ヵ
作2 25いの ?þ}s :(' 
さえだ武奇プ
~1. .;. さ F11宜ツ
な : ぅ f8x; 人E
〈でで Â'U移Z
な一 、 のは'

っす配蹴綿 L
てほlILM苅
ゐ y.1 13与を保?

ょん玄史忘平tJ~
怯 iζtL Y 

妻子3 も 正寸-:c. 17、 似にぬ 司王ま
み去てた州ー
のがゐめで内

3民 “、 るに 作Z
ru1~ 貌2 ・ 作才ら.

に
も

て
は
帯
さ
れ
て
ゐ
る
。

が
肘
銭
r
一
践
の
が
械
を
斜
僻
し
た
も
の

が
却
で、
間
肌
蹴
邸
の
や
う
に
、
制
鮒
誌
は
卸

w
mの
山川

ぷ
つ
と
い

物
を
以
り
入
れ
て
ゐ
る
。

J
H
白
"
A
，

A
H
P
'怜
μ
P

‘
診
隠

l
wr
p
g

t

r

附
よ

一あ
げ
た
も
の

以
外
に
「
批
判
;ベ
形
」
「
街古

ゃ
に
ん
g
a
T多
少
事
・

口
陀
人
形
」
怖
が
あ
る
。

e
b
9
巳

S
-
F
a
'
nい
色
川v
n
c白
書
‘
，

p

，
苦
，z
い
が

a
a

蕊
月4

U
A形
は
大
崎
四
箱根
を
第

i

に
し
て
来
図
に
分

同
ト
レ
ご

L
よ
巴
ん
w
aw
-
p
b1
ゐ

応
ん
，a
w・
3
a
q

ら
山
乍
a
mr
苧
，
ゐ
隠

れ
、

西
は
御
所
人
形
、
伏
見
人
形
、

続
的
凪
人
形
、
大

a
a
F巴
ん
‘
.
うa
r
t
E
M
V
*
z

・
争
窃
み

版
人
形
僚
を
m
ひ
て
ゐ
る
が
、

金
太
郎
は
あ
ま
リ
目
品

'
u
u
m
L

か
く
も
ほ
ん

a
a
v
e
aか
在
ら

受
け
な
い
。
と
こ
ろ
が
点
で
は
、

各
地
の
人
形
に
必

!
E
i
-
-

、

i
;

ず
M加
が
附
が
あ
る
。
一
樹
に
附
如
は
則

的世
ヲ
た
も

く
わ
ん
包
凶
引
い
貴
が
仇

H
S

の
、

関
西
は
使
畿
の
も
の
が
多
い
や
う
だ
。
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通:

俗?
方』;

丈;

(
づ
一
の
)

言己き

佐

藤

春

述

夫

作
胤
州
統
の
阿
肘
の
問
問
に
は

m
A対
ぎ
なm
m郎
げ
躍
っ
た
艇
が
あ
っ
た
・
服
肢
の
ほ

と
り
に
使
っ
て

六
附
の
あ
た
り
ま
で
肘
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
官
く
山
慨
す
さ
ま
じ
い
説
。
の
も
の
で

、

三
阿
η
も
肘

z
t
:

、
A
U
2
5
4
2

い
て
行
く
聞
に、

ふ
つ
つ
か
る
所
の
大
き
た
家
で
もイ
さ
な
の
で
も
、
ど
ん
た
家
で
ぬ
殆
と
咽
領

し
た
り
、
砂
婚
し
た
り
、
助
一
蹴
し
た
り
し
た
も
の
で
あ
っ
た
・
そ

れ
躍
す
さ
ま
じ
い
鋭

υ

に
ぞ
る

の
っ
た
縦
で
あ
っ
た
・

級
制
に
智
き
住
ま
れ
て
そ
の
ぼ
砂
以
の
ぷ
に
ペ
シ
ヤ

Y
コ
に
即
略
さ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
や
、
制

mと

脱
だ
け
が
般
っ
て
附

μ
品
、、
燃
は
す
っ
か
り
h
W
3
h
w

か
れ
て
し
ま
っ
た
の
も
あ
っ
た
。
そ
う
か
と
脱

ふ
と
問
そ
跡
き
排
は
し
て
州
五
一
は

d剛
山
加
に
払
け
っ
て
ん
作
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
慌
を
即
き
と
ば
し
て
し
ま

っ
て
蹴
釈
と
の
が
H
L
の
け
て
し
ま
っ
て
監
さ
に
し
た
り
し
て
放
川
に
と
ん
だ
紫
炉
愈
さ

せ
た
。
同
船
山
引
に
あ
る
包
ん
た
い

r服
部U
Wの
艇
もm
rこ
そ
ぎ
に
す
っ
か
り
裁
に
野
き
且
げ
て
し
ま
っ
た

山
町
砕
そ
配
っ
て
ゐ
る

m
mの
制
限
説
恥
の
舵
は
吟
除
紛
の
蛾
に
加
の
砕
か
臨
に
釦
ひ
政
る
燃
に
船
れ
て

お
に
肘
き
民
け
ら
れ
た
。

怖
か
椴
の
獄
仇

V
-一
宮
く
航
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
脱
は

れ
る
胞
に
織
の
潟
に
は
邸
エ
怖
か

倖
ひ
3
っ
て
苅
邸
箆
に
脱
さ
を
蹴
じ
た
密
で
あ
っ
た
@
川
川
川
引
の
臨
し
臨
続
は

m
mれ紐
ふ
蹴
胤
の
織
に

一

。
ら

9
6

裏
の
宮
た
裏

。

>Jt, i信夫
.....で
f認さお
方ι へ官~J主
11 t営~t 11 

心E ぼ令ミ
TJ .. lt.. IÞ ・』

;:々
な よし

"、.... ‘' 、
と tl

S 埼

にお
も夫つ
な 『 し
いど字
減ザうつ
泌Z して
をまゐ
ししる
ててん
、 f で

内222 せ
心主 EJSh う

竺ミ ι
ゐ 心E

つ
も
り
な
ん
だ
ら
う
4

低
く
す
ぎ
る

ホ
テ
ル
に
ず
得、惚
一
献
が
十

五
一服
、
銃
一
一
献
が
十
一
一
品
川

、

燃
一
一
恥
が

十
-
一
刷
、
と
}
附
成
る
悦
に
一
一
川
一
づ

弘

山川
〈
な
る
と
一

W
い
て、
ポ
ケ
ッ
ト
の
錦

》、~両，、-

一
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事
陀
ム
'
'
・

2
e

凶
h
a
h
-
E

使
、
‘
、

.
2
z
z
b
M

‘
ふ

z，

j

宮
く
箔
き
凶
附
さ
れ
て
し
ま
っ
て
胤
へ
る
所

の
騒
ぎ
で
は
な
か
っ
た。
都
の
符
身
に
関
へ
る
も
の
は
唯
良
の
吹
き
荒t
る

す
さ
ま
巳
い
前
船の
み
で
あ
っ
た
。
そ
の
隙
の
帰
れ
る
偽
の
す

さ
ま
じ
さ
は
ま
る
で
鮫
へ
除
く
ゆ
山
酬
の
絃
の

隙
が
駆
艶

の
船
に
除
く
の
か
と
即
日
は
れ
る
般
の
も
の
で
あ
っ
た
・
跡
さ
紘
さ

れ
た
紙
、
除
総
さ
れ
た
紙、
そ
れ
恥
紘
パ
引

の
伽
…
舷
な

開
や
はMMく
山
川
も
が
て
ら
れ
な
い
階
で
あ
る
・
制

M
.
似
r
m惜
の
砂
川
叫
し
た
砂
防
札

γ・
倣
慨
し
概
と
レ
て

m
mに
山
町
て
俗
脱
営
し

て
ゐ
る
と
そ
こ
へ
凡
か
対
き
な
も
の
が
府
き
伊
げ
て
来
て
磁
れ
に
も
や

M
H叫仰
と
な
る
と
一
昨
ふ
関
な
刈
刈
も
胎
動
く
あ
っ

た
。
慨
に
仰
の
部
な
店
.
刈
で
あ
る
。
こ
の
阪
駅
は
恐
即
応
脱
の
郊

に
蹴
っ
て
雌
い
て
停

っ
て
持除
に
伽
んで
ゐ
る
ば
刈
に

較
し
て
も
献
附
慨
に
位
制

.
た
伐
採
そ
賊
へ
て
刈
，
引
を
総
し
ま

せ
た
。
駒
郡伊
耕
一
街
を
お
じ

て
尽
か際
か
な
い
院
は
僻
…
い
も

の
で
あ
る
が
、
仲昨
も
の
峨
は
配
航
の
あ
る
悦
惜
の

炉
い
隙で
あ
る
の
に
佼
酔
の
取
は
す
さ
ま
じ
い
峨
で

、

齢
針
く
の

減
税b
z
M
川
川
引
に
凡
へ
た
の
で
あ
る
。
こ
ん
な
隙
は
師
側
か
の
聞
に
一
世

と
あ
る
か
併
き
か
の
協
で
あ
っ
句
、
町
に
似
し

い

鰍
併
と
も
一
昨
・
中
べ
き
も
の
で
為
る
。
悦
恥
此
の
叫
ん

m
w
Hの税ψ
・
榔
，
、
都
へ
て
ル
る
と
こ
れ
は
も
さ
っ
と
将
の
蹴
悦
か
ゆ
は
に

h
rむ
ほ
引
に
除
し
て
一
つ
の
航
続
と
して
賊
へ
て
刊
.
さ
つ
た
も
の

だ
と
税
へ
ざ
る
を
除
な
い
の
で
あ
る

@

山
町
政
問
符
占
ハ
府
間
刊
の
川
町

h
r純
で
あ
っ
た
の
だ
が、
傑
か
に
織
が
伽
の
砂
防
に
綴
っ
た
聴
が
あ
っ
た
。
こ
の
艇
が
掛
加

に
怨
に
、・
和
一
世
?
っ
に
借
は

れ
た
の
で
織
の
仰
心
は
拡
ざ
階
は

m
m附
し
た
の
で
あ
っ
た
。

対
肱
川
相
砂
に
椴
一
か
間
以
め
ら
れ
た
の
は

m
w
m
w

白
川
山
ゅ
の
彼
阪
で
あ
っ
て
、
-
仇
う
阪
に
同
行
除
慨
も
仲
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る

か
ら
、
慨
か叫m
m仰
の
や
慌
の
併
い
即
時りは
さ
a
'
M
M
〔
とm
w
b
正
治
則
め
る

m
wとd
r
-
ナ
仇
は
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
悦
な
の
で
ゆ
め

る
・
だ
か
ら
ほ
刈
は
ど
ん
な
附
加
の
ゆ
胤
が
あ
る
の
か
と
以
献
し
て

、
そ
の
心
配
の
ぬ
り
に
怜
蜘
で
あ
っ
た
刈
叫
が
制

さ
れ
て
し
ま
っ
たの
も
慌
に
併
砂
か
ら
ぬ
説
で
は
あ
っ
た
。
け

れ
ど
も
ほ
刈
の
か
躍
も
悦
も
あ
っ
た
も
の
で
な
く
、
協

に
餐
協
は
も
と
よ
り
、

産
、
み
滋
も
均
時
く
続
し
い
縦
で
あ
る
際
へ
私
服
し
て
し
ま
っ
た
。
件
に
震
な

船
山
附
ι
v-
h
m
め
て
川
崎
ゐ
て
ゐ
る
は
川
町
は
も
う
総
寸
わ
と
し
て
崎

い
般
の
ね
緋
に
僻
ん
で
ゐ
る
刈
は
ゆ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

ゐ
A
M也
'
"
し
ゐ
令
、
.
‘
、
‘
‘
，
.
F
S
R

厄
，

o
e
晶
、
て
ん
し
，
傘

v

，

s

た
・
仙
人
分4
v・
弘
め
る
引
け
か
一
枇
一
の
祁
川
町
と
も

m町
舗
と
えZ
Q
入

h
Hゃ
、
-
太
子
"
"
の
品
保
へ
の
山

m
m皮
い
市
H
t
T
M
刷
っ
て

。
a
a
、

z
a
v

y

・
&
句
ム
7
a

，
一
向

4

ふ
4
a
B
a

ヲ
A
7

，

.
Lg
a

ヨ
巴
み

ゐ
る
人
A
は
一
目
も
以
・
〈
市
い
都
安
然
て
去
っ
て
新
し
い
都
の
刷
似
へ
移
り
“
む
僚
を
一
訟
に
以
が
け
た
・

け
れ
ど
も

一

'・... ・

へを
111で車協
てへ
lt~ て
< ;~ 
.た

治f

々
e
M
'
z


品
川
に
さ
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と
外

4
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約
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1

・
・

v
b
A

、
，

.F

同
&
竺

・

・
τ
a

マ
丸
、

田
町
総
も
な
い
Uハ
却
は
この
山
川
俊一ゅ
に
鈎
し
て
悲
し
人
、
愁
へ
な
が
ら
も

仲
に
ゆ
り舵され
て
川町
もな
く
問
ゅ
の
訟
も

、

S

E

e

-
‘
、

u

守
、

前
b
g税
1
v
-品別て
叫
す
に
淋
し
く
使
っ
て
ん
た
の
で
あ
る
@

m九w
m
u
w
の
け
川
川
、
和
利
な
ほ
.
川
の
仲
な
く
な
っ
た
品
き
織
の
市
協
は
あ
ま
り
に
も
開
削
し
か
っ
た
。

m
M
m
に
そ
の

却
し
さ
そ
戦
っ
て
ゐ
た
抑
制

.

た
ろ
低
家
は
、
m
mが
仲
つ
に
つ
れ
て
だ
ん
だ

ん
と
んWむ
刈
も
な
く
苧
ね
も
伊
き
船
き
か
ね

て
強
制
闘
し
船
て
た
。
兎
そ
の
山
山
系
の
日
中
に
は
作
、
む
さ
れ
て
制
限
へ
と
慌
に
粧

ま
れ
て
脳
川
に
釈
べ
訟
ら
れ
て
行
っ
た

の
も
鈍
い
。
路
れ
た

m
m払
の
艇
は
佐
て
ゐ
る
限
に
艇
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
陀
に
市
の
ぬ
齢
す
ら
侍
る
保
も
た
い
郁
院

で
あ
っ
た
。
こ
ん
な
だ
さ
れ
九
億
和
は
刈
伐
に
も
ん
伊
対
な
紙
幣
肱
似

b
z殿
へ
ず
に
は
貯
か
な
か
っ
た
。
仏
貯
る
侍
る
村
に
軌

w

m
M川
と
し
て
の
船
舶
な
偽
燃
は
す
っ
か
り
鮮
く
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
ん
た
知
山
怖
が
蝕
ん
た
腕
に
諮
れ
た
も
の
で
あ
る
が

が
づ
部
の
慨
に
明
職
続
に
山
官
官
滋
が
勲
っ
た
の
も
、
も
う
そ
ん
な
も
の
に
は
恥
ら
ず
に
酢
骨
院
に
取
に
か
つ
て
そ
の
邸

泌
た
脈
砂
・
臨
む
と
一
寸
品
問
た
院
に
砧
れ
て
撚
た
@
こ
れ
を
除
て
も
鳴
の
附
く
防
砂
な
の

ん
び
り
と
し
た
臥
は
な
く
な
っ

届

て
し
ま
っ
た
。
滋
そ

の
除
機の
怯
みで
も
ん
刊
は
府
和
に
総

"
a
e

w
Mゅ
ん
加
川
&

主

り
と
ι
、

ω
'

般
の
多
い
同
協
れ
の
臨
川
村
酬
を
人

K
は
門
ざ
し
た
け
れ
ど
も

正

&
t
z

・

4
S
E
t

a
L
W

セ
れ

2

新
都
に
出
掛〈
偽
4
た
市
北
の
山
川
凶
は
必
も
努
む
も
の
は
な

こ
の
撚
に
似
て
の
も
の
か
殴
っ
て

-

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

脱
は
ふ
と
し
た
体
制
の
悦
か
ら
昨
川
市
の
陀
の
蹄
協
の
慨

し
い
概
の
術
怖
や
ル
る
除
船
そ
ゆ
た
の
で
そ
の
純
肱
そ
齢

恥
実

山
車7

・n

、
“
‘と

，

.
。

ベ
て
口
比
る
と、先
づ
そ
の
町
さ
とa
k・
が
も
の
は
京
都
に
比

べ
る
と
慨
に
猟
い
も
の
で

、

泊
料
砕
に
競
っ
て
そ
の
栴
慨
を

=
・
ι

凶w
a
T

，
《
【
"
‘

.. と

‘
，
噴

砂
‘

垂

森
曜
の
貯
の
開
酬
に
阿
剛
関
す
る
哨
引
き
へ
山
川
釆
な
い
有
憾
な
の

a
-
z

'

・

t
俳
句

令

.
で
あ
る
。
北
の
方
は
山
に
な
っ
て
ゐ
て
向
〈
、
闘
の
方
は

, 

。

>
A
R

'
 

ら弘司
」よそ

っ、~r.，

ていは
云，.、 、 そ

A・ よ tかさ れ
n~ 、 し lì

~~l i限必主ど
さがいん
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円
ホ
ウ
、聞
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語
り

ν、

つ I'fl
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h
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乙

叫ど
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そ
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鮒
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J唱・ 胃 、，、

づ ~~{ 司副

てが

ゐ 111~ 

zfz 
‘だ

j，(;~ 
tt 
持、

ん
な

...... 同切嗣.角-、

串
f

主
f
'

勺

U
V

約
束
が
遺
ふ

角__，.

ー 一



( 36 ) iID ....;.._ 俗コli丈一一飽

問
に
慣
し
て
限
く
な
っ
て
ゐ
る
。
そ
し
て

m
m
m
に
滋
い
ので
泌
の
税
か
貯
え
ず
臨
川
町
し
〈
鋭
い

て
僻
る
の
で
あ
る
。
総

ι
a
-
e
.

、
&
m
L

，
宮
仇

e
%
M
v
a
a
'
ρ
-
z

・
・

・
・

2

か
ら
吹
い
て
く
る
潮
風
が
殊
の
外
に
強
い
所
で
あ
ま
り
滋
ま
れ
た
土
地
と
云
ふ
取
が
山
山
市
水
な
い
有
版
で
あ
る
。
さ
て
赴

d削
減m
mな
磁
肢
は
峨
の
叫
に
昨
て
ら
れ
で
あ
っ
た
。
ふ
と
そ
の
町
田
慨
を
除
て
蹴
町
苅
閣

の
概
似
の
畑
山
似
の
ね
の
対
艇
も

.
‘
，
一
躍
・

4
e

占
S
H
a

，
g
い
ふ

a
，
“
，
溜

こ
ん
な
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
必
へ
て
劣
へ
綴
に
よ
っ
て
は
待
外
に
風
情
か
あ

っ
て
、
風
館
り
な
だ
け
に
維
致
の
あ
る

も
の
で
あ
る
か
も
紳
れ
な
い
主
も
脱
は
れ
た
。
こ
う
一
昨
ふ
慨
し
い
磁
肢
の
お
郁
挺
、
腕
し
い
続
の
山
削
除
臨
で
あ
っ
た
。

叫
料
品
伊
の
郊
で
は
鰍
民
銀
問
州
蹴
に
必
川
は
惜
し
か
っ
た

。
針
く
の
間
慨
は
邸
さ

れ
て
は
慨
に
肌
相
手
れ
て

山
仰
を
日
っ
て

遊
ば
れ
る
の
で
、
さ
し
も
に
鵬
い
総
慨
も
蜘
仲
に
も
澱
い
慨
に
脱
は
れ
る
山
崎
慌
で
一
一
附
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
闘

に
し
て
鈍
く
の
総
が
船
隊
へ
と
出
血
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
叫
制
限

の
が
ゆ
を
抑
制
へ
て
ル
る
と
こ
ち
ら
か
ら
絞
ら

れ
た

躍
に
は
総
が
酔
っ
て
ゐ
な

い
か
ら
ま
だ
ま
だ
が
じ
て
ゐ
る
が
惜
か
針
く
あ
っ
た
。
酔
て
て
あ
る
総
の
艇
は
似
し
し
か
な

い
。
一
臨
あ
れ
だ
け
、

m
惚
か
蹴
く
除
え
る
悩
に
絞
ら
れ
た
艇
は
仲
匙
に
跡
て
ら
れ
る
つ
も
り
か
怨
仲
齢
に
酢
て

て
ゐ

-
a，

W
F
M宰
ラ
ヲ

る
の
か
一
向
に
凡
捻
も
付
き
さ
う
に
は
な
い
の
で
あ
っ
た。

般
静
は
儲um
.
、
酢
以
内
と
静
れ
恥
て

L
伶
く
、
そ
し
て
椀
し
い
慨
縦
院
が
縦
、
と
し

て
部
僻
す
る
に
は
ま
だ
ま
だ
間
観
が

倒
的
な
の
で
あ
る
。
こ
ん
な
山
町
駅
の
慨
に
伽
む
符
川
の

M
U悦
の
伊
ち
砕
か
4
抑
制
骨
も
な
い
。
ま
る
で
鴨
川
部
に

mぴ
部
・
中

箆
の
縦
く
に
齢
の
昨
に
怖
に
脱
い
て
慨
に
や
獄
底
そ
の
も
の
、
ば
刈
の

M
Uは
聴
か
っ
た
。
泣
か
ら
廠
阪
に
僻
ん
で
ゐ
た

M
，
州
は
慨
し
く
お
苅
玄
関
と
一
鰍
に
や
っ
て
砕
た
悦
一
川
滋
の
協
に
そ
の
か

Y
h
mは
れ
て
し
ま
っ
て
郎
今
治
し
ん
で
ゐ

る
。
政
慨
し
く
や
っ
て
熱
た
そ
れ
ら
の
段
々
滋
は
島
保
畿

の
俄
艇
を
嘗
て
な
く
て

は
な
ら
な
い
の
で
、
そ
の
醍
鰍
な
山
r

e
&

匂
陣
。
《
る
・
匂
の

ζ
&

台
骨
内
開
場

a
p
O

孟Z
L布
陣
@

務
の
お
に
苦
し
ん
で
ゐ
る
。
ど
の
み
ち
好
も
し
い
市
と
も
で
は
な
い
の
で
あ
る
、
ふ
と
仲
山
由

m
b
w
-
行
き
公
ふ
人
K
に
H
け
を

や
っ
て
恥
る
主
判
輸
に
彩
る
べ
き
で
あ
る
慌
の
蛇
い
併
併
の
も
の
が
そ
ん
な
も
の
に
は
動
ら
ず
に
織
に
恥
っ
た
り
、
お

節
和h
wそ
九
即
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
憎
の
対
的
川
町
山
は
靴
艇
の
燃
か
に
俳
び
て
鈴
伊
の
船
る
何
の
陀
遊
な
と
を
か
て

対
協
同
叫
の
肱
勲
な
鮒
慨
を
僻
く
し
て
し
ま
ひ

、

そ
う
し
て
部
に
は
椴
ら
し
い
愉
鈴
に
、

m
wか
の
あ
る
側
燃
は
侍
る
ル
る
村

に
僻
く
な
っ
て
燃
も
号
醗
和
め
い
た
鷲
古
川
し
い
動
か
と
似
し
も
鉛
る
臓
の
な
い
伐
に
慨
け
な
い
郁
僚
と
な
っ
た
。
ハ
組
〉

一
<

子せfJ:
供に税

門司 U.‘“・
だ問、J やIな

つをん
てはただ
ねかっ
、 すて

僕そのお
守炉、 兄伝
アち
グ宇
ムん
との

もしをん プ イ
の苧語句で，;1:プ
.1 林Z必をせアど
~しう〆つ
をな。ムと

たいとにを
ベでと林1 し
て 、 るtIli'::て
{f:l. n c がをゐ
舞主分走イ 喰a た
つでプベん
たむのるだ
んし W; と よ
でやが云&・・

すむ僕をふイ

"，.・・

じ
由
f
b
ラ
え
う

熟
考
を
要
す

r・ 4存Z
って 4t，
たと向
けて，1ft
ども 111夜
、 主主2 さ

、 1時子すん
~ 1;"ε がが
よ今ど込よ :u.き
'V2 ヲ\ -~ 

へ息苦な tf
て.s.つ 1ァ

か 47こへ
ら つ主ïl
逗之 て頃Z

~c 夫
を叫
しき
ゃあ
，、

フ
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本支

人Z

私
般
の「昨」

た
い
ぷ
附
治
ひ
に
な
る
が

、

市
燃
の
仙
一
般
を
川
叩
い
て
肋
ま
し
品

Y・1

前
一
殺
の
情
燃
で
、
一
蹴
鵬
か
し
い
の
は
「
仰
と
だ
と
舟
体
れ
て
ゐ
ま
す
・

2

も
す
、
.
‘
‘

n
w

内
‘
怠

h
'

Mτ

・
.
問
」と
い
ふ
の
は
、
仰
と
耐
と
の
聞
に
ち
ょ
っ
と
、
山
を
切
っ
て
川

す
る
あ
の
し
ば
ら
く
の
帥
で
す
・
こ
の
し
ば
ら
く
蹴
鵬
を
ゆ
っ
て
、
ま
た

能
齢
に
蹴
っ
て
ゆ
ぐ
m
mむ
の
ゆ
慨
は
、
傾
聴
で
も
な
い
や
う
に
貯
え
て

、

初
至
。

-
t
h
u
d
3

e
s

。
L
g
e

i旬
間

内

貨
は
非
常
に
艇
か
し
い
。
-
』
』
の
気
合
ひ
一
つ
で
、
初
後
@
山
聞
は
骨
き

く
と
し
た
訟
の
船
み
を
蝕
じ
て
、
恭
子
ふ
く
慨
か
に
慰
ん
で

ゆ
く
が
、

こ
の
怖
が
ひ
寸
つ
怒
る
と
、
阪
倖
の
仰
は
、
ま
っ
た
く

、
船
り

依
し
の
つ
か
ぬ
ほ
ど
川
町
ん
で
し
さ
ひ
、
句
山
附
め
わ
や

J
t
rな
る
。
品
ゆ

る
「
昨
か
ゆ
け
」
て
し
ま
ふ
の
で
す

偽
も
、
こ
れ
ば
か
り
は
、
部

つ
で
税
へ
ず
、
枕
へ
て
撚

へ
ら
れ
ぬ
と
こ

ろ
と
さ
れ
て
ゐ
ま
す
・
陶
献
の
賊
鋭
敏
俗
な
ら
ば
、
一
叫
に
僻
に
倣
っ
て

縦
訟
をぬ
ね
て
和
け
ば
、
ゐ

る
配
恥
町
ま
で
は
滋

ず
る
山
叫
が
で
き
る

u
-
」
れ

の
e
h
v
f

白
守

生
活
か
ら

l
l

県

野

正

JI慎

一
つ
の
九
r
gた
ヨ
?
と
で
も
卦
ふ
か

、

駒
山
間
を
ま
つ

燃
は
な

い
・
ほ
ん
と
う
に
、
こ
の
酢
併
が
蛾
仰
の
似
般
の
川
刊
に
併
さ
て
こ
な
け
れ

ば
膨
仰
で
き
な
り
そ
れ
に
断
併
が
醗
併
し

、

館
艇と
一
つ
に
な
っ
て
出
仰

れ
て
ゆ
く
眠
、
お
の
づ
か
ら
に
似

γ
ず
し
て
川
町
て
く
る
も
の

、

mrは
H
A
付
加

川
崎
町γの
同
時
ゆ
で
す
。

ー
!
と
こ
ろ
が
、
幣
般
を
惨
い
て
伊
豆
す
と

、
こ
の
「
陣」と
い
ふ
も

の
が
、
舵
ん
ど
併
い
と
香
っ
て
い
ミ
そ
れ
は

、

お
の
峨
繊
の
さ
ま
ぐ

な
る
鉱
俗
の
慨
に
は
、
臓
は

、

貯
え
ル
る
ば
か
り
に
抑
え
縦
る
と
き
、
臓

は
、
附
町
船
は
た
と
郡
山
紗
え
た
協
の
献
の
肌
聞
け
さ
、
部
は
、
地
阪
の
強
ま
し

い
邪
立
返
っ
た
e
T
y
d
ホ
の
時
、
な
ぞ
に
は
、
や
は
り
税
制
の
紗
え
砂
る

や
う
な
阪
が
邸
内
全
っ
て
き
ま

す
が
、
偽
し
、
m
m燃
は、
そ
の
附
服
と
し
て

夕
、
ザ
の
紗
え
ゆ
る
判
川
矢
そ
の
鮒

仰
向
の
村
に
や
れ

て
お
か
な
い
もの

で
す
。
で
す
か
ら
駅
を
飢

Mり
て
執
か
に
砕
く
と
、
ほ
と
ん
ど
印
刷
の
貯
え
ゆ

っ
た
ゃ
う
た
磁
で
も

、
か
な
ら
ず
仲
齢
か

、
あ
る
か
た
L
か
の
働
か
な
鮫

，
A
L
P
h
y
φ
&
、

t
z
t
4
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似
が、
中
械
の
ニ
と
〈
そ
こ
に
漏
れ
て
ゐ
る
。
お
く
の
邸
併
と
い
ふ
も
の

は
僻い
・

げ
て
弘匙
ま
れてし
ま
ふ
。
そ
う
し
て
叩
叫
ん
り
ご
と
く
、

山
崎
似
の
蹴
慌
の
ま

ま
に
句
批
を
俄
せ
て
峨
に
榔

れ
て
ゆ
く
の
で
す
が、

航
鮫
で
は、そ
の
階
、

鵬
臨
ま
っ
て
ふ
と
散
の
払
貯
え
た
船
鮮
の
「
帥
』
が

聴
は
れ
る
。

こ
れ
は
駒
山
町
な
臨
蹴
?
す
。
こ
の
と
き

、

臨
執
は
「
ほ
っ
」
と
寸
憎
み

し
た
や
う
な
総
に
な
る
と
指
に

、

こ
の
「
附
」
は
、

得
較
の
加
で
は
M
W脱

さ
れ
て
相
川
町
に
た
っ
た
が
、
仙

V〈
山
市
の
取
の

M
Wで
は
い
航
さ
れ
て
ゐ
た

い
。
ん
げ
滋
島
併
が
そ
れ
に
航
さ
れ
て
ゐ
た
掛
川
伊
に
よ
っ
て
賦
さ
れ
た
悦
織

が
ま
だ
按
っ
て
憐

れ
て
ゐ
て
、

そ
う
し
て
除
の
も
う
悦
に
も

艇
え
な
い
掛

川
臥
の
め
附

b
E-
W併
で
附
め
て
し
ま
ふ
・
つ
ま
り
、
船
杭
は
的
ら
の
船
胤
に

よ
っ
て
l
F

さ
惑
を
臨
み
し
な
が
ら
、
こ
の
時
設
の
「
時
」
&

そ
れ
は
月
齢
、
さ
き
に
川
町
べ
た

m
mゅ
の
偽
情
を
脱
ひ
仰
さ
そ
る

-
m邸

の
都
瞭
は
ず
い
ぶ
ん
蝕
税
の
鵡
い
や
う
な
磁
で
も
、
必
ず
悦
や
か
の
蝕
で

w
uめ
つ
〈
さ
れ
て
税
制
は
な
か
っ
た
・
そ
の
協
に
ま
た
、
問
燃
は
、
そ
の

…
仰
せ
ら
れ
て
ゐ
る
仰
、
か
た
ら
ず
、
附
や
か
の

r
か
つ
V
い
て、
山
何
骨
一
た

臥
昨
附
は
な
い
。
つ
ま
り
常
常
は
、

そ
の
封
船ヤ
ゲ
聞
の
な
い
作
献
の
践
の

滋
艇
で
す
。

で
が
'
か
ら、
そ
の
m
w
M
と
し
て
、
m
燃
は
そ
の
い
mk
t
v
・
以
っ
く
怖
も
た

く
限
即
時
慨
に
わ
節
し
て
ゆ
〈
慨
き
や
・
も
ち
玄
す
。
耐
の

A体
さ
れ
て
ゐ
ろ

働
嵯

-
E
L

突
し
ゃ
・
苫

a
'問
、

A
4

問
、

そ
こ
を
開
附
す
る
も
の
は
、
た
ど
出
制
限
必
の

M
mふ
タ
ク
ト
の
励
き
を
比

.

.
 

a
L
ヰ

p
e
b
-
-
Z

何
色

に
伐
つ
ら
れ
て
ゆ
く
感
制
で
あ
っ
て、
馳
お
は
、
尚
も
憾
な
く
、

そ
れ
で

u
，
、
、
“
，
、

W
Rひ
司
法
ま
れ
叫
す
ら
れ
て
ゆ
く
。
い
は
ど
測
掛
町
野
偲
の
婦
で
す
。

お
ん
a
F
'
k
m
k

・
-
-
は

4
u
p，、

e
e

こ
の
や
う
な
苛
出
店
に
慣
れ
た
尊
か
ら
総
く
と
、

邦
禦
は、

い
か
に
も
お

a
，
、
斜
地M

う
・
吃
ゐ
賓

内
問
が
多
〈
ぼ
っ
・
0
/
\

と
中
断
さ
れ
る
の
で
、
聞
だ
る
こ
し
い
。
と
こ
ろ

0
・h
や
ゆ

n

ぽ
暗
色
。
か
内

ど
こ
ろ
休
み
し
な
が
ら
、

n
訓
た
メ
ロ
ヂ
イ
少
俗
か
ず
松
・
し
て
ゐ
る

滋m
m臨
ま
る
もの
の
や
う
に
脱
は
れ
る
。

そ
れ
な
ら
、

一
際
ど
こ
に
、
航
艇
の
「
附
」
は
母

船が
あ
ろ
の
か
。l
l

-
H
9

・
ザh
F
m
p
-

・

凶
，
‘
.

こ
、

に
を
た
慨
は
、
成
時
け
の
低
い
紛
胞
が
ひ
そ
ん
で
ゐ
る
や
う
に
制
は

れ

つ
な
い
で
ゐ
る
.

そ
う
し
て
ゐ
る
ほ
に
、
そ
の
m
w舗
を
陪
っ
て
、
却
な
る
情
仰
が
・
が
れ
て

び
叫
隠
と
し
て
激
で
ら

れ
mu
g
-す
る
と
、
議
た
ど
炭
品
開
に

ひ
た
っ
て
ゐ
た
般
教
は
ふ
た

L
ぴ
餅
い
〈
齢
世
て
ら

れ
、

仰
仰
し
い
お
な
る

市
川
町
の
叫
に
、
砕
け
日
僻
ん
で
ゆ
く
。

す
れ
は
は
ち
、
航
燃
の
「
仰
」
は

、

そ
れ
が
「
判
蜘
」
な
る
こ
と
に
似
て

蹴
抗
的
ら
が
、
こ
の
一
臓
の
官
製
の
叫
に
的
ら
航
仇
即
し
て
ゆ
く
昨
併
と
た

る
。
そ
う
し
て
そ
の
鵬
鉱
に
、

m
m
U
く
樹
齢て
ら
れ
な
が
ら
、
市町般
にか
円
、

ω仰
と
附
鳴
が
船
れ
が
ひ
、
一
仰

と
な
り
なが
ら
、

そ
の
般
の
飢
織
に
ま
で

腿
ば
れ
て
ゆ
〈
.

宅
ナ

s
・
‘

.
n
d
F
，
、

.
a守
陣

a

陰
。
.
"
し
.
，
、

一品
川
の
ずJ
が
H惜
し
初
め
ら
れ
ろ
とさ
、

そ
れ
が
判
官n
の
予
に
な
る
か

g
旬
、
砂
く
棉
は
、
か
な
ら
ず
、
そ
の
械
な
る
が
飢
の
刊
に
、
対
抗
そ
あ

で
あ
る
か
ら
、
鼎
抑
制
は
、
さ
き
の
幣
燃
の
や
う
に
議
叫
仰
が

一
割
慨に
、

窓
呉
服
し
て
ゆ
く
や
う
な
緩
T
議
e
は
危
い。
そ
う
で
た
イ
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て
、

こ
の
悦
燃
は
、

む
し
ろ
潟
札
仰
の
み
た
ら
ず
蹴
治
す
ら
も
が

、

崎
山
仰
の

慨
に
俄
に
艇
で
、
俄
に
鱗
し
ん
で
ゆ
く
い

V拾
の
市
山
加
で
あ
る

。
こ
L
に
都

る
し
い
航
燃
の
峨
帥
が
あ
る
。

と
の
や
う
に
、

鰍
柿
も
ゆ
主
，
そ
の
村
に
肢
に
仰
せ

し
め
ら
れ
て
ゆ〈

掠
和
の
黙
で
航
鰍
が
あ
る
暗
か
ら

、

ま
た
田
町
戒
に
般
脱
し
た
情
燃
は
、
た

ど
に
鳴
内
紛
だ
け
の
都
内
邸
側

、と
食
ら
ず
、
慌
に
総
税
対
輸
の
瓜
づ
き
み
慨

ひ
ゆ
く
慨
耐
を
も
ち

、

そ
の
叡
賦
さ
れ
る
制
限
に
し
て
も
、

M
M〈
対
織
の

対
館
か
ら
館
館
し
て
ゐ
る
や
う
な
職
問
団
鵬
で
な
く
て
、
仲
昨
も
対
帆
刊
の
瓜

づ
き
み
慨
ひ
m
wる
と
と
ろ
の
も
の
が
鱗
訟
し

ωま
ず
臨
む
脱
さ
れ
る
の
で
あ

んV
の
山
間
対
の
仰
が
臨
に

m
mり
に
も
関
松
山
仰
の
損
へ
放

r
閥
はれ
、
山
町
抑
出

酢

般
の
此
仙
町
「
悦
」の
邸し
い
かh
wを
ル
る
こ
と
が
附
貯
な
く
な
っ
て
ゐ
る

か
ら
で
あ
る
-

T
U
Uに
猷
併
を
駒
山か
す
も
の
は
「
街
」
で
あ
る
。
ぽ
は
「
山
側
」
を
郷

m
u
m
仰
の
悦
に
ゆ
っ
'
」
と
に
出
向
て

、

税
め
て
蹴
μ引と
し
て
断
出
品
憾
の
溺
に

ぎ
必
づ
る
驚
が
で
き
る
。

そ
の
腎
は
、

ナ
で
に
鰍
刻
、

山
ザ
げ
縫
っ
た
と
こ
ろ
で
搬
ら
か
に
な
っ
た

と
脱
ふ
が
、
仙
川
し
側
滋
蜘
・
げ
が
恥
っ
た
と
こ
ろ
だ
け
で

は
、
部
は
ま
だ
「
制
」

の
椛
慌
の
偽
証
併
が
械
は
れ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
・
こ
れ
や
は
、
む
し
ろ
件

の
川
町
倣
蹴
伽
の
倣

ら
に
砂
っ
て
、
そ
れ
を
鵬
け
て
よ
り
砕
く
ぽ
か
し
て
伊

〈
と
い
ふ
内
向
山
町
に
附
て
ゐ
な
い
.
「
掛
」
が
、
そ
の
民
郎
の
併
ち
を
、
こ
の

川
市
郡
の
い

hに
聴
は
す
の
は

、

お
ん
で
こ
の
山
知
鉱
そ
の
も
の
の
村
川
怖
が
「
汐

に
な
り
ゆ
っ
た
隙
で
あ
る
。

々
阪
が
、
民
に
猷
か
ら
に
位
き
る
厳
に
は

、

こ
の
獄
併
は
そ
の
蛍
邸
ひ

ら
げ
て
「
街
」
の
齢
燃
に
按
げ
匙
ま
れ
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。
ζ
の
M
U併
の

限
き
が、
間
騰
し
て
静
み
艶
り
「
掛
」
と
な
り
砂
っ
た
と
き

、

は
じ
め
て

m
m臨
蜘
貯
な
る
川
町
併
の
却
は
蹴
献
し
て
く
る
。

'

u
e

右
&
ほ

憎
ん
乞
ん

e
k
q

そ
れ
は
、
伺
う

い
ふ
こ
と
か
・
そ
の
取
は
ま
た
わ
が
貯
水
人
の
般
活
の

村
に
か
椛
な
脱
税
を
な
し
て
聴
は
さ
れ
て
ゐ
ま
す
。

航
海
の
鉱r

篠
山
一
紘
一
鼎
に
械
は
れ
た
側
一
問
、
倒
的
一
純
一
部
が

、

船
し
く
撚
そ
貯
め
て

即

断
の
秒
間
仰
を
昨
き

、

間
舶
の
ぽ
潟
、
叩
伊
恥
官
邸
勝
明
に
即
時
え
ら

れ
た
一紙
の

る
ー
l
情
燃
の
こ
と
に
総
て
は
、
川
町
は
、
官
く
の
掛
川
町
で
あ
る
か

ら
、
こ

い

e
r

た
・

u
F

‘

.. 

・L
‘
，

e
-
w

，
、
，
、
同
台
前

れ
以
L
L、
立
入
る
こ
と
は
附
淡
な
い
。
然
し
必に
角
、
上
の
如
く
♂
は
れ

て
ゐ
る
こ
と
は
、

れ
附
州
内
に
慨
を
採
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
か
。
制
御
制
の
蜘

川
町
な
る
椴
蝕
と

し
て
、

務
執
も
路
樹
も
、
と
も
に
一
艇
に
な
っ
て
ゆ
く

、

そ

の
蹴
併
の
除
訟
は

、

そ
の
磁
刈
に
診
し
は
さ
ま

れ
る
鋭
聞
な
「
除
」
で
あ

っ
た
。

こ
主
に
も
、

純
一
滋
は

、

酢
一根
川
の
館
協
の
日
刊に、
「
一
筋
」
が
鰍
く
べ
き
慨

を
な
し
つ
A
あ
る
を
ルる
の
で
あ
る
・

x 

x
 

『
例
制
」
と
一昨
へ
ば、
協
み
ど
こ
ろ
も
な
い
伊
昨
の
や
う
に
脱
は

れ
る
。
そ

ん
な
も
の
が、

ど
う
し
て
町
却
の
甥
協
に
掛
川
引
な
の
で
あ
ら
う
か

。
斗
山1

戯
へ
ば、
そ
ん
な
品
加
が
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
う
脱
ふ
慨
は
、
や
が
て
骨

x ー

• 
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品
か
あり
ま
す
。
「
件
航
仲
殴

m
m
m
M

」
と
仰
げ
ら
れ
て
ゐ
t
ナ
。
ζ
の
品
は

肋
紙、
跡
山
川
恥
如
の

m
m
m
胤
と
船
'
ば
れ

、

あ
ら
ゆ
w
Q
m
w

邸
の
舟
航
の
蹴
際
と

な
り
、

u
山
総
論
殺
さ
ま
ぐ
に
艶
れ
ど

、

そ
の
機
器
は、
怒

・』
の

倣
のmm制
勝
以
に
は
山町た
も
の
は
な
い
。
慰
め
て
晴
川
町
た
脱
紛
で
す
。

そ
こ
に
は
、

昨
ん
な
ことが
酔レ
て
あ
る
か
。

飢
の
御殿
は、
儲
智
つ
ま
っ
た
m
u
m
r仰
向
践
の
W
Wで
す
。
引
の
艇
-
h
u
郎、

肢
をh
rき殿
ち、企
部
に
邸
を
瞥
ら
し
て

、

倒
的
貯
に
な
っ
て
榔
階
ふ
。
そ
の

以
智
踏
ま
る
時
慨
に

、

出w
w叫
わ
ず
か
に
臨
く
と
公
れ
究
開
掛
川
、

h

m刷1.

の

ご
と
く
ひ
ら
め
い
て、

続
ち、
一
訴
は
恥
叫
を
除
い
て
和
り
慨
さ
れ
て
し
ま

-LF。
こ
の
炉
の
や
もよ
だ
っ
似
舵
崎
町臨
の
仇
戸
駅

γ
お
い
て
は
、
た
ど
山
似
の

ゆ
怜
・
出
向
昨
同

'
&
P
S

晶
L

6
.‘
内
亀MR
'

晦4
j

h
刈
鮒
た
げ
に
制
ん
で
ゐ
ら
れ
な
い
。
こ
の
時
に
.凶
し
て
、
心
胤
4
て
隠
す

z
a
-
-

ん
れ
令
突
、
‘

.
R

れ
ば
、
忽
ち
・
什
獄
の
抜

一i
z
、
、
そ
の
似
を
つ
か
れ
て
何
られ
て
し
ま
ふ

-
p
:
v
u
;

・
・
!

か
ら
で
す
・
そ
れ
紘
、
食
行
は
仰
に
、
こ
の
間
航
の
料
般
に
お
け
る
附
酬

の
舵
鍛γ主
主
介
、
と
h
r仏
し
た
の
て
す
。

ん
叫
止
v・
仙
門
的
防
ド
川
町
か
う
ぞ
。
品
舶
の
併
の
"
即
時

f
r
M
W
h
z
m

げ
ば
、
艇
の
・
恥

"
"
、
，
h
F
A

・
‘

e
-

p
h
r

・
角

"
ι
-
v
h
r

の
尚
ド

A
Uを
.
収
ら
る-h
な
り
。
般
の
太
刀
γ
心
札z
mけ
ば
、
倣
の
トA

a
'
ζ

・
・
"
と
て

-
-
a

ぁ
‘

e
h
p
-
-
n

僧

刀
に
心
を
回
以
ら
る』
な
り
・
敵
を
切
ら
ん
と
似
ふ
mm
に
心
を
ほ
け
ば
、

乞

e
a

向
島
$
民

C
A
&
b
!
h
h

・

a
・

-
n

敵
を
切
ら
ん
と
思
ふ
所
に
心
を
取
ら
るh
な
り
。
相
側
が太
刀
に
心
を
州
出

b

段
、

e
A

金

-
a
M

証
，

M民

け
ば
、
及
川
太
刀
に
心
や-mぽ
ら
る
よ
師
"
。
わ
れ
切
ら
れ
じ
と
以

-
J所

t
A
-
m
-
-
r

，

bあ
芭
・
砲
と
れ

r
g

に
心
ι
r
-
は
け
ば
、
切
ら
れ
じ
と
必
ふ
所
に
心
を減
ら
る
h

な
り
。

人
の

?
-
c

-
h
h
r
t

・
-
一
巳
品
企
色
、
，
、

E
-
h
&

官
一
正

犯
に
む
や
m
r
ば
、
-
Aの
傍
に
心
手
段
し
ら
る
、

、

兎
向
、
心
の
町
出陣
は

4・

h
aい
。

，
‘
.
‘
'
4
9￡

・

a
h-h

・
5

心
t
f・
何
々
に
か
一
む
か
ん
と
ナ
れ
ば
、
心
は
か
な
・
り
ず
、
そt
r
一
弘
吉、

川
町
か
は
そ
れ
に
鳴
は
れ
て
、
山
町
の
封
叫
引
の
対
は

m
w
け
て
く
る
。
そ
こ
を
m
w

事
、
こ
附
‘
.
，

っ
て
打
込
烹
れL
ば
、

も
号
蛇
。

打
た
れ
て
し
ま
ふ
。

そ
-』
で
搬
税
は
早
計
ふ
。
「
品
開
を

W
P以
川
町
に
慨
匙
め
て

、

仙rbrに
や
ら
ず

だ
。
符
争
"
。
埼
乙
ヲ

-
Z
-
e

に
、

立
向
へ
ば
よ
い
J
と
。
-
』れ
は
一
感
尤
も
な
絞
で
ある
が
、

ふ
量
は

.
、s
z
-
M
E
R

E
-
命
、

主

そ
の
拐
の
釈
が
気
に
か
・
お
り
、
そ
れ
一
一
心
が
唱
は

れ
て
し

ま
ふ
。

岡
町
の
ぬ
・
机
住
ん
で
除
貯
に
や
る
さ
じ
と
す
れ
ば
、
や
る
主

じ
と
腿

-
a
a

-句

E

，

Z
と

a目
"
‘
令
.
、

・
4
心
-
・
心
を
.
政
ら
れ
て
、
先
の
照
が
け
剖
怖
の
外
小
向
山
川
に
な
る
，

子
れ
な
・
三
、
い
川
除
仁
川
町
い
た
ら
よ
い
か
・

-
山h
'
C
M

必
-
v
a
v
-
&
L
H
-
a
'

・

A
W

『
省
の
子
訳
け
ば
、
宥
の
τ
r
r板
ら
れ
て
身
の
用
品
川
竹
る
な
0

・
心

毎
じ
附
け
ば
、
町
γ
船
ら
れ
・
才
能
け
明
、
川
町
・
視
の
周
忌

‘

e
m
-
-

号
、
&
弘

R

・
，
、
、

、
、

.

止
符
悦
け
ば
'
引
の
U
H
-
に
心
命
以
ら
れ
て
々
の
加
俄
け
る
六
b

。
仰
山
M
h
h
り

、.

、
.
、
.

、.
、
.
、

.

‘
.

、
.

、.

、.

、
.
、
.

、.

、.

、.

‘
.
、.

、
.
、
.

、.

、.

、.

と
一
所
に
心
砂
川
け
日
、
除
の
U
刀
の
仰
は
併
な
餓
け
る
た
句h

川
山
れ
に
似
て
も
.

-』と
ん
\
そ
れ
に悦
*
悦
はれて
し
ま
ふ
。
叫
や
一

院
に
作
く
恥
が
峨
い
の
だ
・
そ

れ
な
ら
、
山
内う
す
れ
ばk
いω
似
し
く
八

ぷ
にl
f々
く
ば
っ
て
ゐ
れ
ば
よ
い
の
か
。
そ
の
櫛
な
叫
役
す

れ
ば
、
地
上

、
W

鋪F
・

c
-の
お
同

ζ
ι
I
m
.

れ
-
a
"
a
一"
q
-m

母
伽
内
』

り
飢
4
配脚の
心
は
い
よ
/
\
蹴
すて
、

混
鋭
し
令
口
〈心
の
椛
m
-
r日
ら

失

っ
て
し
ま
ふ
。

こ
与
に
姥
る
と
、
九
日
刊
、
怜
慌
の
勝
郎
剣
勝
て
は
駄

伽
で
あ
る
・

怜
慌

の
m
V腿
針
路
は
峨
γ

、
品
か
に
蹴
っ
か
ね
ば
、
川
叫
は
斜
つ
か
な

い
か
ら
で

-
e
l
v
euv
E

内
4

p
-
M
Wら
'

あ
る
。
ポ
お
の
心
開
制
へ
は
、
か
h

る
も
の
か
・
録
捨
て
、
し

ま
は
ね
ば
た
ら

-"""噛早酬

• 
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2担

す
な
は
ち
、
M
U
b
z

陥
れ
に6
mか
r
、

川u
b
E
m
っ
て

.
拘
」
と
な
れ
ば

，
、4

・
Z
5

・
‘n

-r
w
b
t

・

'
砂

-
L
F
'

そ
の
g
k
h叫
る
現
に
よ
って
、

G
は
市
白
血
杯
ドh
織
ち
/
\
て

}
Jか
の
航
附
も

な
い
、
品
昨
夜
臨
滋
の
仰
燃
が
ひ
ら
け
て
〈
る
@
そ
う
し
て
、

z
mホ
》
を
ル
る
鷲
は
m
r
れ
ど
も
、
そ
こに
悦
を
僻
め
ず
、
附
ふ
の
問

か
》
の
蛇
や
儲
せ
て
、

η
た
う
と
も
臥
は
ず
、
島
綬
批
加
を
舵
さ
ず
、

出
向
片
ぐ
る
か
》
を

m
rる
や
換
や
、
必
を
特
際
的
め
ず
、
仰
向
ま
弘
山
附
わ

り

nr，w

会
企
・

t
hv

-
S
S
T
-
M
h
M

附
吋

て
向
ふ
の
太
刀
に
と
り
つ
か
ば
、
変
を
斬
ら
ん
と
す
る
刀
を
、

設
が
ガ

に
も
ぜ
置
と
り
て
、
都
て
蹴
ふ
を
酔
る
瓜
と
た
る
べ
く
威
一

J

臨
ち
、
回
れ
が
張
く
「
郵
」

に
な
り
耽
る
と
拠
に
、
総
る
仁
純
の
川
町
〈

磁
の
掃
をその
ま
h
に
、
件お
にV
P
V勝
っ
て
、
依
っ
て
膨
俗
と
縦
そ

m
wち
殺
す
」
と
L
な
る
・

こ
の
m
m酬
を
さた、
か
の
必
附の
m
u
M
叫
併
船
一
成
慨
も

九ば
っ
て
ゐ
る
ω

蹴
即の
峨
は
「
附
」な
り
。

掠g
f
L
f
P1れ
ば
、

山地iも
仲
せA

と
仰
す殿
山
叫
ん
と
す
れ
ば
倣
将

mねる
ω
航
れ
の
恥
艇と
の
附
に
ふ

り
。

ωm
r抑
似
の
「
叫
附
探
り
」
と

-
t・中山
川
、
似
m
h
V
に
叩
判
ず
る
弘
一仰
と

封
切。
艇
に
附?掠
跡
に
一
品
目

ψ
作
れ
ず.m
mんV
M叫
を
小

川
町
ず
、
似
く

将
て
慈
の
術
師
よ
く
材
r
m
ふ
て
謀
る
べ
き
C
M

し
一
級

‘
e
h

にん

t
g

e
元
良
品

'-
a
-
a
a
a

吟

に
止
ま
る
と
き
は
M買
を
失
す。

わ
が
心
聞
に
拘
ら
ざ
る
時
は
、
m
H
M抑

制
に
し
て
持
仏
に
あ
り
。
仰
向
に
悦

γ
昨
今
臨
めず、
帥
に
は
そ
市
め
T

よ
く
「
ね
島
の
山
崎
」
に
官
る
ベ
キ

h
M

-
刀
粛
先
牧
鍛弘
H守

こ
れ
は
一
お
も
や
れ
ざ
る
除
川
市
す
な
は
ち

、

そ
れ
に
刑
判

r
る
の
で
あ

る
・
総
し
、
こ
の
一
静

に
較
か
な
り
と
叫
が
山
出
航
す
れ
ば

、

ぬ
・
照
明λ燃
r-あ
げ
て
こ
k
を
蹴
仰
臥
し
て
ゐ
ま
す

・

そ
れ
校
、
宮へ
ば
、
一
材
の
ぽ
をmrる
や
う
た
も
の
だ
。
m
wに
は
肪
僻

れ
ぬ
加
の
貯
を
つ
け
て
ゐ
る
が
、
い
ま
潟
村
の
一
つ
の
栂
い
砂
た
け

に
山
知

b
z僻
め
て
島
て
ゐ
れ
ば
、
傑
り
の
酔
は
仲
昨
か
ル
え
な
く
な
っ
て
し
ま

ふ
。
と
と
ろ
が、
勝
服
、一
つ
の
婚
に
伐
を
俳
め
る
で
な
し
に
、
慨
叫
な

か
に
蹴
っ
て
を
れ
ば
、
長
は

、

h
b拾
に
も
、
そ
の
影
E

P

-
-樹、
く
齢
のm
mに
船
内
っ
て
く
る
。

ま
と
と
、
和
を
勝
る
識
は
ね
制
を
侍
す
。
婚
を
帰
る
税
は
和
を
島
ず
。

ぬ
に
よ
く
銭
配
を
除
ん
が
践
に
は
、
野
つ

、

こ
の
除
ん
と
す
る
悦
を
榔
ち

命
て
ね
ば
な
ら
な
い

・

b
ん
、
と
す
る
は
そ
紗
て
る
峨
に
、
川
叫
は
鰍

Mソ
を
か

て
弘
、
践
し
く
、
出
品
開
跡
の
認
は
腿

μ
?と
し
て
織
は
れ
て
く
る
。
鰍
惚
{
も
ま

た
、

除
ヲ
で
あ
る
・

戸
怖
齢
に
もmwか
ね
ば
、
野
が
や
に
一
ぱ
い
に
伊
き
わ
た
り
て
、
旬
開
仙

の

ヴ
E

，、
い
か

‘
，

、
主

・
‘

，n

a
L

に
延
び
ひ
ろ
ご
り
て
あ
る
伐
に
、
手
に
ん
る
時
は
予
の
川
な
川へ
、
山
花

に
ル
る
院
は
尽
の
附
を
哨

へ
、

m
mに
し
付
る
院
は
伽
の
山
川
を
附
へ
、
必
の

い

し
主
，
、
@

喝
r

，e・
闘
し
ょ

J
t
a

令

恥
m

人
る
山
崎
身
に
符
念
わ
た
り
て
あ
る
刊
に
、
民
の
ん
る
山
叫
ん
吋
の

問
に
叶
ふ

-
【
ゐ
ひ
包

e
a

-
-

‘
・h
a

・
ひ
必
修
%
&

る
な
り
・
市
尚
一
も
し一筋
に
定
め
て
心
を
悦
く
な
ら
ば、

一
所
に
収
ら

れ
て
隙
を
仲
く
べ
き
な
り
。
跡
綬
ナ
れ
ば
併
殺
に
恥
ら
る
ふ
般
に

、

酔

殺
を
も
批
仰
を
も
館
さ
ず

、

M
Uを
ぱ
町
制
川
町
に

h
wて
倣
き、時
川
町
一
雌
め
ず

し
て
m
wの
時
叫
に
的
て
賊
を
ぱ
射
さ
ず
哨
ふ
ベ
し
。
;
:
仲
齢
に
川
町
か

う
ξ
て
剛
山
ひ
な
け
れ
ば

、

M
Uは
封
慌
に
伽
び
艇
が

り
て
ぬ
巾
き
獄
り
て
伊

る
も
の
な
り
4

た
ち
ま
ち
そ
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の
職
慨
に
勝
そ
姑
し
て
し
ま
ふ
。
勝
脱
し
て
い
か
ず
、
悦
服
し
て
い
か
ず

を
な

、

呼
を
助
て
濁
に
貯
つ
と
さ
、
作
っ
て
獄
。
の
慨
に
禁
を
も

伊
れ
ざ
る
時
胸
、
た
ち
ま
ち

ρ
ツ
シ
と
散
の
勘
づ
る
が
雌
〈
サ
ツ
と
か

L

る
L
ぬ
まh
縮
るL
舵
く
鵬
き
ゆ
く
。
燃
も
そ
れ
は
、
た
ど
溺
く
と
い
ふ

野
勝
で
は
な
い
。

MUが
搬
に
出
ま
ら
ず
、

m判
山
川
の
縦
に

取
っ
た
避
の
ご
、
と

く
に
獄
織
と
し
て
除
侭
に

m
mりゆ
く
の
で
あ
る
。

燃
し
、
こ
与
に
白
骨
ず
べ
き
は
、
か
与
る
脇
町
配
き
へ
悦
川
町
て
お
れ
ば
、

そ
れ
で
恨
ち
に
雌
併
が
そ
の
関
に
税
ぬ
の
麟
身
、
を
な
し
砂
る
か
と
い
ふ
と

然
う
で
は
な
い
・

『
山
町
の
偽
情

、
ゅ
の
偽
掛
川
、
と
特
ナ
印
刷

の
，
略
語、
と
は枝
に
時Pげ
ぽ
&

縦
く
、
議
り
て
は
慨
も
聡
あ
は
ず
ル
万
一
品
川
の
か
て
や
う
に
て

J問
。

票
結
に
浮
け
誠
氏
く
に
て
呼
。m
M砂
ば
か
り
蹴
に
あ
り
み

も
す
鵬
か
ず
時
。m
wの
偽
情
、
と
時

J悩
ー
は
、

知
脇
島
儲
に
て
な

れ
ば
援
の
&
に
一
す
さ
ま
ぐ
の
設
に
て
略
。
?
?

て
も
酔
の
即
断
に
慨
か
ね
ば
な
ら
ず

J略
。
併
に
ゆ
っ
た
球
の
駒
ま
わ

し
除
く
ペ
と
も
、
酔
の
臨
ま
り
ぱ
臓
の
臨
く
て
は
欝
る
ま
じ
く

ぽ
J

ゆ
剛
惜
の
コ
つ
は
ね
刊
の

h
wの
雌
く
な
る
べ
く
ぽ
‘
』

川
叫
札
宮
山
側
に
す

べ
し
と
m
pっ
て
も
、
山
肌
燃
と
た
ど
悦

b
z
h
w

い
て
ゐ
る
だ
け

な
ら
ば
、
封
批
に
対
が
除
け
て
鎚
ち
酔
ら
れ
て
し
ま
ふ
で
あ
ら
・

1

こ
与

に
島
ふ
「
街
」
は
、
そ
ん
な
貯
憾
だ
け

の
磁
で
な
く
て
、

W館
山
部
協
の
叫

か
ら
殴
り
仙
附
し
て
く
る
街
で
あ
る
。
「
や
き
た
鵬
雌
た
鋭

」
と
で
も
卦
ふ
か

そ
れ
を
取
は
し
て
く
る
織
に

は
、
か
へ
っ
て
、

酌
踏
に
餓
鰍
を
砕
み
、
世
町

軌
を
磁
ね
た
ν
山
げハ、、
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず、
悦
叫
別
総
山
知
に
川
町
り

LWち
て
一

併
のm酬
も
併
き
ま
で
に
M
m郎し
た
樹
齢
に
お
い
て

、

や
が
て
腕
縦
と
し
て

聴
は
れ
て
く
る
総
舷
な
る
「
鋭

」
で
あ
る
・

そ
れ
は
般
へ
ば
、
か
の
小
燃
の
仰
に
跡
て
ゐ
る
。
.
"
は
そ
の
様
鰐
に
滋

す
る
や
、
制
叫

&
d
m
胤
は
や
が
て
動
じ
て
蹴
蝕
と
な
り
、
お
に
は
、
掲
の
傾
く

蜘
蝕
に
部
っ
た
m
w
M
m

な
仰
と
な
る
。
ζ
の
制
は
一
成
こ
の
対
偽
と
敏
る
こ

と
な
く
趣
向
叫
に
世
ん
で
ゐ
る
。
総
し
な
が
ら

、
そ
こ

に
は
一
切
の
鶏
紛
が

は
ち
ゅ
れ
ん
ば
か
り
に
除
り
瀞
ち
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
側
縦
る
れ
ば
似

ず
臓
慨
に
し
て
m
wき
つ
く
し
て
ま
・
中
。
鰍
部
の
鋭
も
ま
た

m
m
a
，
でお
る
・

そ
れ
は
統
制
緩
の
船
齢
、
た
と
へ
ば
、
極
め
て
祭
に
め
ぐ
る
察

が
、

一
蹴
燃
と
し
て

m
mか
も
悦
必
せ
る
か
に
肋
え
る
が
縦
く
、

ぃ

・
‘
例
制
る
と

こ
ろ
な
さ
釘
艇
を
、
そ
こ
に
舵
え
な
が
ら
、
槻
限
る
れ
ば
儲
ち
議
出
研
一
ぬ

の
鉱
き
が
料
品
づ
る
の
で
あ
る
‘

ー
l
鰍
も、
こ
れ
は
ま
た、
あ
く
ま
で
「
鋭
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

紙
織
の
縦
偽
恨
の
瞬
、
あ
ら
ゆ
る
鰍
臨
そ
そ
の
併
に
矯
め
つ
え
燃
も
、

併
は
悦m
vのr
対
勝
限
そ
も
舵
す
麟
な
き
蜘
叫
蜘
加
の
「
猟
」
と
な
ら

ね

ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
酔
め
る
一
蹴
の
掃
を
酔
舷
に
鍛
振

に
、

紙
除
に
艇
じ
て

瀦
献
し
ゅ
べ
き
が
た
め
に
は
、

一
切
の
鍵
は
伊
て
ら
れ
て
、

掛
川
叫
}
ず
も

部
め
ざ
る
鋭
の
酔
般
に
伊
ら
ね
ば
な
ら
ぬ

。

こ
の
封批
をあ
げ
て
、
そ
の

叫
に
脳
般
し
純
ら
ず
ん
ば
、
そ
の

m
wみ
川
町
た
る
除
却
の
一
蹴

は
酢
砥
に
脱

ゆ
る
騰
が
山
山
ー
艇
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ゐ
酬
都
議
〉

一一ーーー ー 一一← 」
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敗
戦
の
臼

‘ 

‘ 

ど
っ
と
惚
れ
た
鰍
ゃ
に
、
後
に
餅
い
た
川
崎
が
の
お
鵡
滋
が
、
桃
山

W慨
し
にmず

か
ぶ
さ
っ
て
し
ま
っ
た
・
俄
雌
は
も
う
卸
会
る
ル

W
M
P
-知
っ
て、ぐ
っ
た
り
と
伽

び
て
し
ま
っ
た
。
ド
、
、
、
、
ゆ
慨
を
静
み
服
し
て
、
併
艇
の
仰
ぬ
が
す
部
い
獄
傑

に
な
っ
て
す
s
dて
』
ゆ
っ
た
。
勝
放
の
縦
勝
れ
で
あ
る

。

和
と
一
昨
は
ず
、
阪
と
骨
は
て
態
を
つ
け
た
鷲
た
い
肢
が

、

同
協
も
慨
砕
も

静
み
つ
け
て
は
吋
い
っ
て
仲
っ
た
。
紛
が
附
っ
て
ゐ
る
や
う
な

、

す
っ
と
中
れ
て
悌

え
て
伊
く
や
う
な
、
腕
な
脱
ひ
が
般
・
せ
ら

れ
る
似
に
は
、
慨
も
肋
え
な
い
併
に
、

。
t
《
占

?
'
引
の
茅
た
け
が
敵
く

bえ
る
の
で
あ
る
。
.
3
1
2

寸
前
副
れ
の
也
、

ぱ
っ
と
品
加
が
つ
く
と
、
艇
の
賦
聴
で
あ
っ
た
。

.

惨
さ
説
ら
う
と
し
て
は
儲
れ

、

そ
の
踏
に
ズ
キ
ズ
キ
と
貨
品
川
が
協
い
て
勲
る
の

で
あ
る
。
倣
雌
ゆ
い
そ
れ
で
も
、
も
う
一
昨
た
け
静
き
て
み
よ
う
と
附
い
っ
た
。
問
問
宇

崎
，
‘
F
e

e
-
h

，

，
，
、
凶

F
b
u

--
s
"b
L
E
-
-
η
z

て
柄
札T硲
り
し
め
、
瓜
の
り
で
と
り
勝
な
い
刈
地
に
山
町
足
止
ザ
附
し
て

、

「
附
川
和
伸
蜘
除

M
m
l

‘

一
か
ば
ち
か
の
如
何
符
を
一
三
島
そ
し

て
ぐ
っ
と
阪
に

.

加
を
矯
め
る
の
で
あ
っ
た

「
叡
智
臨
叡
旭
!
」

「
限
俄
制
御
崎
!
」

E

-司
3
2
e

品
川dzか
ぜ
の
・ぼ
り
が
『
滋
っ
て
山
川
る
の
で
あ
る
・

..., 
刀?， tp 
をけ

紋=る

村存
iニる

-JJ;ご 司

政
ヘ
ご
品
師
、

n
L
'
Z
H

。
，
I

そ
オ
で
も
日制
附
は
終
身
しく
主

ろ
め
い

て
侍
っ
た
。

し
が
い

n
4

?
ら

一
つ
の
托
慨
を
袋
り
越へ
る
と
、
一
一
聞と
伊
か
と
い
叫
に

、

船
た
ら
し
い
恥
尽

の
将m
wが
、
ザ
誠
忠
に
m
wち
即
叫
れ
て
、
ま
だ

ゅ
にさ
ら
な
い
、
駅
川
町
除
の
部
し
み

に
、
対
ま
み
れ
の
ほ
即
時

ιさ
』
〈
/
\と
粧
打
た
さ
はι川
町
そ
蜘
り
ほ
砂
キ
札

'
一
-
-
-
一

y
'
b
M
a
7

・
、

る
蕊
れ
た
噺
き
を
観
け
な
が
ら
も
、
前
脚
で
土
?
債
いて
ゐ
る
の
で
あ
る
&

見
れ

ば
事

、

す

、

七
夕
、
五
十
に
触
る
誌
ぷ
践
で
あ
る
。
務
局

の
訟
め
な
く
、

と
び
山
附
し
た
陀
勝
、
和
り
恕
さ
れ
た
鵬
、

h
wぬ
ら
れ
た
館
、

税
ら
く
は
一
一
時
献
ま

で
伽
を
脚
い
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
府

、

そ
れ
か
ら
町
、
慌
に
か
け
ら
れ
て
作
ち
静
ら

-
炉
也
事

h
H
"
4

弘
司
星
電

L
a

b
T

れ
た
問
、
は
み
似し
た
開
制
緩
が
一
一

.

μ
へ
も
問
尺
も
ひ
き
づ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
・

・
出r
M
じ
ゃ
う
に
品
叫
ん
だ
純
一
昨
次
か
ら
抑

へ
と
、
ル
ル
のu胤
に
齢
み
郡
山

g
れ

J
，
が
出
向
ム

ヘh
z

“
司

た
負
低
兵
の
主
で
あ
る
。

峨
に
開
い
て
は
よ
ろ
く

と
な
り
、

『
艇l
F

耐
此
叫
慨
を
き
め
匙

ん
で
こ
一
-
一
炉

、

F
、
、
、
と出
品
ろ
と
、
中
山
叫
が
つ
ま
る
や
う

に
版
慨
が
限
せ
ら
れ
、

MM似
れ
は
勝
弘
・
な

時
い
ぬ
る
。
仰
に
も

m
mに
も
、
・
山
悦

J
h

h
rだ
け
が
鵬
い
て
ゐ
る

の
だ
、
俄
臨
は
は
っ
き
り
と
さ
う
蹴
っ
た
。

h
r廿ぬ
が
仲
齢

た
h
、
r
-
t

a
-
-

急

げ
'旬
偏
にa'

ま
で
治
却
し
た
か
、

段
が
ど
う
攻
め
て
朱
る
の
か、
見
品
市も
つ
か
な
か
っ
た
e

た

3

包
氏
、

ε
t

f

だ
、

酷
い
てゐ
る
、
白
山
ル
は
お
げ
る
の
だ

、
と

だ
け
、
判
的
と
し
て
ゐ
て
、
さ
て

山
内
応
へ
泌
り
つ
け
ば

k
い
の
か
、
そ
れr
h
m岡
山
に
は
附
ら
た
い
の
で
あ

る
・

断

a
n
F震
ι

だ
ち
。

.
‘

円
減
法
、
太
刀
中
杖に
保
身
し
く
よ
ろ
め

い
十
て
仔
っ
た
-

P
和、
m
w
m
舟
の
院
で
は
忠
ひ
の
ほ
か
に
脆
〈
掛
川
オ
た
。

. 
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浪
路
の
隊
隊
一一一千
餅
勝、
鳩
山
川
ルE
h
r
て
h
般
をh
wり
い
伊
れ
た
と
肋
る
よ
り
何
く
、

一
勝、
一
一
時
即
断
く
村
に
や
仲
間
の
艇
を

hwり
妙っ
て
、
ど
よ
め
き
帰
せ
る
の
で

あ
っ
た
。
れ
判
凡
鰍
も
蹴
蹴
が

m
wいた
・E
M
m
燃
は
艇
に
仰
い

て
も
一
一
.
ヶ
一
に
除
ら
ず
、

輸
相
よ
り
蹴
併
の
な
い
眺
で
あ
る
こ
と
を
、
知
総
も
伊
九
も
跡

っ
て
ゐ
た
の
で
お
る
。

伶
伽
輸
出
刊
に
慨
併
の
蜘
砂
が

と
ん
で
停
っ
た
。

阪
の
餅
加
に
峨
叫
!
る

、

説
川
市
の
齢

明
日
に
酢
け
て
伊
く
の
で
あ
る
。
越
に
は

十
時
一
干

狩
統

一併
に
こ
と
幣
せ
て
郵

を
く
ら
ま
せ
て
し
ま
っ
た。
砂
齢
的
問

、

部
砂
応
大
が
《

獄
、れて
か
ら
は、

阪
犠
を

命
て
、・F》
を
鈴
げ
、
h
r
m
m
p

も
か
な
ぐ
り
給
て
て
静
り
野
せ
る
艇
山
町

内

俄
臨
も

こ
の
村の
→h
rであ
っ
た
。

そ
れ
が
隅
船
の
こ
と
で
あ
る
・

あ
の
ま
h
に
郡
れ
て
ゐ
た
ら
、
加
ね
て
こ
の
や
う
な
皆
き
榊
は
皆
'
に
伊

ん
だ

で
あ
ら
う
・
ふ
と
倣
臨
はそん
な
こ
と
を
即
日

っ
た
・
併
伊
か
ら
世

引
い
取
っ
て
川
町
た
、

た
っ
た
→仰
の鳴
し榔
和
ば
、
も
う
隅
酌
の
取
に
勝
っ
て
し
ま
っ
た
ら
う
・
出
品
川
山

に
般
の
鹿
島
が
あ
っ
て
ん
附
の
艇
に
即
て
和
た

の
か
、
州議
院
批
の
川
聞
か
さ
に
町

一け

て
く
る
の
で
あ
る
。
雌
叫
が
に
溜
っ
て
艦
.
射
に
忠
脱
し
た
島
成
、
た
ど
、
舵
そ
の
も

の
に
賊
併
を
蹴
じ
て
ゐ
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
や
き
て
ゐ
る
、
慨
は
恥
ぎ
て
ゐ

A
v-
-
お
ど
/
\
と
し
た
、
も
の
h
始
に
加
取
か
れ
て
ゐ
る
や
う
な
必
の
附
で
、
や

き
て
ゐ
る
と

一昨ナ
』と
だ
け
が
、

m
m艇
な
和
踏
と
な
っ
て
ゐ
た

ω

ω町
齢
を
ど
う
さ
被
うて
仰
た
も
の
か
、

俄
郎
防
批
悶
え
は
な
か
っ
た
が
、
岐
に

m
w
た
〈
ハもA
Y付m
vの
は
対
俳
の
純
で
あ
っ
た

・

m聞
か
ら
のhrd
v
時
制
は
い
町
一
つ
b
mら
て
郎
は
船
り
な
く
船
主
、
制 が

局
局
乙
断
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
・
貯
恥
町
の
出
向
い

m
m
M
h

げ
か
桝
刈
し
い
も
の
に胎え

る
・
山
山
燃
の
む
到

の
奴
で
あった
。

t
F
E

<

r

tLb

-

u
l
h
同
は
側
めて
、
別
問
な
什
伐の
九
す
な
り
に
付
叫

が
つ
い
た
@

1
2

ほ
‘
ー

、
改
怯
跡
、
、

、

I
F
4
w
a

、
?
《

t

f
w

坊

闘
九
の
純
は
切
f
r

噌
b
r失
ひ
子
緒
、

q
t

孔
M
Kの
扱
く
が
泥
ま
み

.
、a・

は'

a

，
.

れ
な
の
で
あ
る。
そ
れ
に
も
ま
して
、
衣
は
ず
た
/
\
に
引
き
刷
就
か
れ
、
広
川
た
レ

，
、
‘
お

2
'
ωg
・4
，
，

.
M
-
a

叩4
3

と
患
っ
て
乎
を
滋
てLH
品
る
と
、
巾
「
劃
抗
措
の
由
酬
の
り
で
あ
る
・
一
時
は

a
れ
て
ゐ

3

6

t

a

-

-

2
 

た
w
pき
が
、
以
前
に
も

増
し
て
激
し
く
な
号、

二
一
一
一
歩
よ
ろ
め
く
と
き
り
/
\
と

恥
を
静
ん
だ
・
b
r
m
m

に
件
、
え
よ

う
と
す
る
砕
対
が
搬
一

一
知
識へて
伊
く
の
を
、
臥V

M
酢
批が
J1

鰍
ら
な
い
の
で
あ
る
‘

恐
怖
叩
か
窓
側
に
溺
ら
い
で

~ゲ
、
の
も
地
ら

ず
、
仙w
w併
山
刊
で
か
か
を
臨
す
晶
、、
蹴
奴
際
に
脱
抑
れ

て
し
ま
っ
た
。
側
が
蹴
ら

宇
一
色m
a

s

a
-

-
，
，

レ
で
、
晶、
が
て跡
形
も
必
く
納
川え
て
んf
く
晶
、
うな
泌
ろ
き
で
あ
っ
た
・

〆
、
、
、
、
配
れ
配

け

の
献
の
官
、

聞
取
っ
て
限
え
る
恥
ミ
山
川
川
の
ひ
し
め

き
伊
・
0
鶴
市
、そ
ん
な
も
の
が
除
け
勾
口
っ
て
一
つ
の
部
蜘
と
な
り

、

一
一
一一はも思
川

も
ほ
伊が
ル
り
陥れ
て
宿
駅
の
畑
町
部
を
礁

へ
帥
ゆ
っ
て
制
臨
んで仲
っ
た
。
防
品
の
ほ

は
の斡
併
は
緋
に
践
に
縦
し

つ
け
ら
れ
、
恐
級
協

J引
と
也
統して
情く
の
で
あ
る


hwhFの
ば
川
の慨
凶
に
も
内
部
知

が
必
れ、
般
十
と
な
く
野
て
ら
れ
た
擬
は、
齢
に

な
ぶ
ら
れ
て
肱
W
と
静
り
、一
mmの
や
除
の
制がこ
れ
ゅ
の
民に
叩
制
し
て
ゐ
る
の

で
あ
る
。
持
お一
一
一
ト
餅
仇w
m城
、
思
併が惚
の
糾山
川町
にm
w℃
と
っ
た
蹴
恥
収
お

似

の
市
や
脱へ
村
山
附
す
る
加
粧
のω川
純
で
あ
っ
た

e

E

、
，

一

'
h

・
・

:

E
a

日
間
の
肱
ろ
な
叫
に
も、

牝
の
開
制
品
叫
が
聞
か

れ
た
‘

• 

1( 

x 

)( 

. 
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蹴
…
酬
と
骨
は
う
か
、
同
地
問
、
と

一寸
率
、

た
h
aも
・
ヲ
胞
が
一
例
に
溜
っ
て
泌
が
働

い
て
山
町
る
の
で
あ
る
。
特
貯

の
併
を
か
く
ま
わ
れ
た
ば
か
り
か
、
こ
の
苧
隣
い
内
側

砕
で
あ
る
@
拠
い
治
郎
が
疏
い
が
鰐
か
ら
印
刷
し
て
ゐ
た
・
か
臓
の

M
W色
紙
に
と
り

か
た
，
つ
け
て
舵
伊
へ
た
→
怖
で
あ

っ
た
。
m
m吋
叫
に
昨
は
れ
た
小
川
間
町

、

ゆ
ω
w
p
て

る
川
町
一
側
、
そ
し
て
こ
の
敵
、
仰
に
と
ま
る
も
の

.• 

対
く
が
京
税
な
も
の
で
あ
っ
た
・

と
う
し
て
砕
伊
へ
さ
せ
ら
れ
た
も
の
か
働
へ
な
い
帆
に
、
織
の

p
u
u
eが慣
わ
っ

と

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

『
路
だ
」

偲
臨
は
ど
う
し
て
も
は
ぜ
ら
れ
な
か
っ
た
・
知
山
町
り
嚇
か
っ
た
の
だ
、
慨
は
釦

き
て
ゐ
る
。
伽
ぎ
て
ゐ
る
・
さ
う
剛
山
ふ
と
い
が
の
殴
か
吉
野
ひ
伽
れ
ぬ

m
m
r
か
か

い
て
勲
る
の
で
あ
る
・
織
が
慣
れ
砂
ち
る
。
あ
ら
ゆ
る
脱
ひ
が
数
制
し
て
撚
い
澱

と
な
り
、
僻
附
し
た
偲
臨
の
駅
を
勝
れ
て
ね
伊
ち
る
の
で
あ
っ
た
。

隅
伊
の
こ
と
、
一眠
時
の
航
、
そ
の
恨
の

h
r笠
ハ
除
勧
の
献
と
榔
れ
た

m
Vであ

る
・
う
る
ん
だ
酔
に
も
僚
の
磁
が
は
っ
き
り
と

m
m
ぷ
・
m
M
mの巾
滋
の
航
、

続
ず
い
た
仰
仰
の
ね
が
蹴
邸
一
燃
に
卸
か
つ
て
ゐ
る
・
あ
の
六
一
砂
酔
の
獄
、
此

V蜘
町
か

ら
成
樹
し
た
J
h

h

m
儲
り
を
、
献
と
コ
h
Nき
り
で
脱
し
た
な
つ
か
し
い
訟
の
脱
船
・

腐
れ
m
wっ
て
ゐ
る
麟
骨
を
、
侭
れ
砂
っ
て
ゐ
る
た
め
に
、
掛
川
な
澱
い
柏
町
慨
ま
で

が
臨
ん
で
は
悌
え
、
和
え
て
は
帆
必
ず
っ
と
蹴
げ
て
す
ぎ
る
の
で
あ
る
。
争
処

wれ
弘
ド

砂
れ
の
澱
い
%
が
、
獄
臨
し
た
れ
怖
の
砥
い
認
に
、
ど
ん
よ
り
と
悦
ん
で
ゐ
る
や
う

に
、
仰
仰
い
慌
の
川
町
ひ
仰
が
お
川
町
と
蹴
が
っ
た
り
、
そ
し
て

m
mそ
の
拠
は
し
い
践

お
と
踏
ん
で
ゐ
る
と
か
織
す
る
峨
峨
に
は
、

m
h
vの倣
骨
械
が
ま
ざ
/
ー
と
跡
蹴

., 

lw 

三，... c 

. 

• 
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し
て、

そ
の
邸
に
部
し
い
貯
殺
が
就
批
に
協
は
る
の
で
あ
る
。
弘
ほ
し
い
膨
慨
が

聴
な
っ
て
伶
く
鴎
に
、
俄
郎
防
の

v
m榔
が
釣
っ
て
伊
く
。

そ
れ
が
俗
臨
肋
叫
れ
に
も
時

る
や
・
ヲ
な
紛
が
す
る
の
で
あ
る
・
?
た
い
と
燃
・
恥
向
、
怒
川
が
縦
州

、
と
誌
へ

て
伊
く
の
と
脱
獄
.
に
、
蜘
鰍
に
仰
さ
の
び
た
く
な

っ
て
く
る
の
を
峨
じ
な
が
ら

、

俗
慨
は
伊
跡
り
砕
附
だ
と
仰
い
は
ず
に
怜
ら
れ
な
か
っ
た
・
杭
山
伊
の
慨
で

、

即
時
し

た
践
の
、
あ
の
船
ろ
な
ひ
と
と
き
、
舟
ん
で
伊
く
、
時
ん
で
停
く
、
と
脱
ひ
な
が

ら
、
と
う
/
\
蹴
除
の

や
う
な
も
の
に
淑
は
れ
て
伊
く
あ
の
段
取

、

そ
れ
が
俄
怒

川
島
っ
て
拠
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
慨
附
し
た
こ
の
ま

h
の
仰
い
で

、

間
怖
い
問
仰
の
際
へ
ず

ん
ず
ん
と
紗
ち
て
伊
く
が
ゆ

・

ん
巾
慌
に
附
へ
て
ゐ
た
胤
苧
が
勝
れ
か
と

0
・
俄
阪

は
腕
か
に
宅
仰

の

や
}勧
み
静
め
て
蜘
札

γ
俳
ぢ
た
・

「
m
m蜘
一
陣
蜘
除
伽
!
」

駅
の
搬
手
か
ら
跡
き
償
え
た
鰍
俄
で
あ
る
。

一一
示
即
四
齢

、
路識
な
る
に
つ
れ
て

総
か
に、-r
酔
誹
に
も
時
み
を
ま
し
て
府
酷
も
な
く
織
へ
昨
せ
る
の
で
あ
っ
た
@

十
七
純
の
あ
ひ
だ
、
仰
限
と
や
ば
れ
た
附
脱
が
、
「
偲
陸
」
の
総
そ
山
地
っ
て
、
ゆ
え

さ
か
る
悦
的
b
E
m
w

せ
た
ま
与
、

む
ん
で
伶
く
抑
制
で
あ
っ
た
・

一
一、

き是:

明:

市
川将肢
が
ず
内
の
餓
は
餓
く
ば
か
り
齢
制
な
も
の
で
あ
っ
た
・
伊
に
し
鈴

-b
A
r

ゅ
のm
m
m
な
の
で
あ
る
・
源
川
市
ケ
械
を
械
に
峠
て
、
一
段
と
献
向
ゆ
き
際
の
し
げ
み

に
、
般
μ引
と
紛
ら
ば
る
附
舵
削
除
、
川

hr峨
川
町
枠
内
の
附
俄
で
あ
る
・

郎
総一
一一
縦
二
肘
の
祝
日
、
畑
町
ま
だ
き
闘
か

Ah
ケ
H
は
と
り
併
け
て
川
町
の
貯
ね
が

‘B

E

-
-

a
vヒ
内
含
作

-e

O
L
e
t

，
ゆ

酷
し
か
っ
た
・
め
で
た
接
的
出
慌
の
以
玲
が

し

き
り
な
く
縮
れ
る
@
M
'
の
簡

に
は

一
昨
ひ
ゆ
れ
む
必
び
か
乱
れ

、

一
仰
聞
に
m
Mめ
静
か
れ
た
悦
続
飯
の
枇
レ
撚
滋
は

、
伊

け
て
も
お
に
家
弘
子
ま
き
や
均
す
の
で
あ
っ
た

ゐ

践
に
設
計
れ

た
似
収
は
、

内
か
ら
れ
肢
の
雌
慨
に
船
り
組
ら
さ

れ
、
そ
れ
が
山
宏
匙
み
や
給
っ

て
怒
に
ま
で
艇い
て
ゐ
る
。
路
線
ら
し
い
鍍
の
諺
り

、
ザ・、淑
め
られ
た

似
や、
さ

ん
ざ
め
き
は
そ
の
殿
か
ら
ゆ

い
て
仰
る
の
で
あ
る
。

伊
山
町
貯
め
で
た
よ
な

、

封
が
肢
は

附
叫
に
山
ず
れ
て

m
w特
訓

郷
山
市
の
艇
に
脱
が
か
げ
り
ゃ

阪
の
主
七
の
溶
か
ほ
る

9
・5

例
制
は
駄
μ町、

臨
時
に、仇w除
紗
て
よ
う
と
も
ほ
か
ら
れ
な
い
。
仰
向
か
ら
次
へ

と
続

ら
し
い
脱
が
骨
砕
酢
践
の
ぽ
川
町
に
税
っ
て
仲
く
。
鍛
柿
崎
町

r酔
刊
の
敏
、
臨
創刊
が
、

防
の
川
伸
郎
に
同
町
町
へ
す
る
静
川
町
除
い

h
vであ
っ
た
・

仰
向
は
も
う
砂
ち
つ
い
て
は
伸
ら

れ
な
か
っ
た
・
h
w慨が
狐
ほ
し
く
た
ぎ
っ
て

p
a
-

-z
e
B

霊

-
h

y

く
る
や
う
に
紙
へ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
同
じu
m般
に
此
の
さ
ん
ざ
め
き
を
関
・8な

が
ら
、
ど
う
し
て
こ
の
般
の
縦
事

を
跡
す
こ
と
が
附
撚
よ
・

1

料
航
のmむ
の
酔
は
、

時
の
酢
に
こ
そ
踏
ま

し
い
も
の
で
あ
る
・

限
械
の
酢
か
ら
J
と
思
鎚り
、

hwみ
な
れ
た
こ
の
主
艇
の

一
誌
に、
隅h
rもh
T

h
wも
→h
r倣
雌
は
肱
川
し
い
仰
の
蹴

d
u
t
T

も
て
あ
ぐ
ん
で
ゐ
る
の
で
あ
る
。
小
川

r

m
mひ
仰
が
怖
政
で
も
倣
の
防
砂

bvm
紙
す
る
の
で
ゅ
の
っ
た
。
鰍
て
鍛

M
hし
レ
峨締

‘，
.n

組
"
・

L
n

の
遂
で
ら
っ
た
。
幻
の
や
う
でも
ら
り
、

w
vの
や
う
に
も
動
へる
・

分
け
て
と

• 
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の
川
ぷ
肢
と
卦
ふ
も
の
、
峨
に
総
統
と
雌
へ
て
勝
治
げ
に
鴎
に
悦
む
叫
制
刊
の
都

h
T

b
た
。
そ
の
阪
に
附
バ
し
く
も
齢
併
の
は
を
鵬
ら
せ
て
ゐ
た
偲
邸
で
あ
る
。

似
の
こ
の
畠
う
な
臨
み
を
織
が
僻
ら
う
。
政

輪
島
批
脱
ひ
も
よ
ら
ぬ
こ
と
で
あ

る
。

J
と
服
僻
り
、
時
じ
附
馳
で
敏
成
齢
そ
併
せ
て
ゐ
て
も
、
惚
臨
は
舵
般
の
身

札T
都
中ω…
.
純
で
あ
る
・

m
V
M
川
と
までも
ゆ
か
ず
、
だ
駒
の
寸
仰
に
剛
昨
今
め
し
て

は
、

仙
川
併
を
さ
げ
て
が
や
鍛
・

ル
部
梢
に
す
ギ
ぜ
な
い
。
広
品
開
が
怖
を
蹴
じ
よ
う

e

h
n
a
p
-
p
d
e
は

さ
ん
ざ
め
き
は
愈
k

酎
で
あ
る
。

ー
l
践
棋と
の
が
蹴
の
材
御
殿
へ

l
l

併
のNー
ま
で
伽
ら
な
か
っ
た
物
憎
た
け
に
、
ぽ
附
の
ぬ
叩
明
は
苅
ざ
か
っ
た
.
都

いγ鰍
継
が
山
慨
に
智
き
っ
き

、

そ
れ
が
寸
伊
附
鯨
に
阪
に
ふ
附
ひ

h
Nっ
て
伊
く
剛
山
ひ
で

あ
る
。
m
wれ
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
器

、

献
し
い
崎
山
叫
い
は
お

r
yに
隣
け
る
。
そ
の
廊

崎
切
で
ゐ

D

，
‘
，

f
る

a，
し
慮
"
‘
，

に

一
つ
一
つ
の
般
片
が
パ
ツ
と
火
花
を
散
ら
し
て
、
狂
ほ
し
く
た
ぎ
る
血
糊
の
市

.
‘

.
'
u
&
M

‘
ゐ
唱
怠
色
，

R
'
‘
，
、
隠
令

に
前
え
て
行
く。
印
刷
於は
と
う
す
る
こ
と
も
川
飛
な
い
片
必
ひ
の
汚
梢
で
あ
る
-

m
附
は
貯
の
即
け
る
ま
で
、
峨

M
ど
防
げ
た
鶴
似
を
舵
い
て
ゐ
た
恨
剛
山

℃
あ
る
・

そ
の
餓
臨
が
、
幌
ま
だ
を
ぬ
の
慨
に
僻
ん
で
ゐ
ょ
う
と
は

1

m
w臨は
郊
にm
w
h
r

る
封
勝
で
あ
っ
た
・
一
と

m
m鎚
り
の
特
に
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を

鯨
脱
し
て
貯
た
や
う
な
偽
峨
が
す
る
の
で
あ
っ
た
。
ム
ハ

一酌
齢
の
限
を
蹴
ね
て
は
る

凶
同
信
官
官
-
，

，
、

a

・
、
‘
れ
叫
ん
・
・
2
9

・
‘
m，

ば
る
伊
勢
か
ら
上
・
治
し
て
来
た
去
年
の
秋
、
そ
れ
か
ら
ど
れ，
た
けの
山
骨
が
湿
っ

て
ゐ
よ
・
ヲ
。

一
一
一
備
の
縦
の
鰍
刊
に
峨
峨
つ
い
て
、
総
パ
引
と
悩
れ
る

h
w地r
Mの
脱
い
結
に
併
を

滋
し
て
ゐ
る
。
m
m錦
町
川
な
飢
州
政
の

h
w阪
が
如
何
か
ら
抑
へ
と
か
い
て
仰
る
儲
に
は

、

R
4
・
・
・

・

h

断
似
の
制
都合H
ひ
し
/
\
と
々
か
せ
め
て
くる
の
で
あ
る
・

内
閥
、
混
似
の
が
創
刊
は
斡
が
も
の
協
に
織
苅

h
v宇
都
併
し
、
一
一
一
店
五
一
泣
か
ち

叫
ず

れ
て
は
m
m滋
に
静
し
て
す
ぎ
た
も
の
で
あ
る
。
持
停
に

MUれ
、

ね
m
rに
蹴
っ
た
糟

飴
柿
滋
は
挺
よ
り
の
こ
と
、
抗
慌
の
航
山
川
ま
で
が
臨

V
鉱
慨
を
脱
い
て
磁
っ
た

も

の
で
あ
る
.

刻
と
一
片
山
対
は
併
を
蹴
る
に
船
川
ど
し
、
司
似
体
抑
制
圃
の
か
が

h
v
h
y

れ
る
と
、

し
た

g

h
U
Mwh

細
身c
'

曹

、
，E

控

串
内
を
か
み
切
っ
て
自
符
し
た
相
脱
線
も
鍛
へ
る
問
問
り
で
は
な
か
っ
た
。
先

を
か
っ
日pf

即
し
て
は
砂
川
叫
に
遊
び

、

}
品
川
作
為

、

砕
っ
て
た
か
つ
て
館
時
め
る
の
で
あ
っ
た
。

別
ゆ
e

-

e

t
u
か

E
H
"
・
4

し

Z
仰
ヒ
ぷ
ゐ

E

何
仙
限
、
制
門
般
必
仰
の
以
兵
な
ど
に
私
闘
し
た

の
で
あ
ら
う
。
n

う
だ
に
航
せ
か

ね
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
慨
が
澱
の
蹴
戒
も
怖
か
ず

、

十
七
都
の
却
さ
が
さ
せ
た
制

か
な
る
激
流
、

そ
し
て
あ
の
総
献
で
あ
っ
た
・
靴
店
臨
靴
店
慨
も
な

い
島
町
附
ら
ぬ
か
九
之
、

川
町
帥
叫
に

-F
m
b
c
獄
へ
る
の
で
あ
る
・

m
v脱
出
に
齢
り
ま
わ
ず
か

川
町
、

「
ギ
ヤ
ツ1
」

そ
し
て
寸
仰
の
お
が
好
ん
で
品
川
〈
。
仰
の
倣
践
に
は
も
う
蹴
ひ
も
腔
ば
ぬ
鳩

ま

し
く
も
駿
ろ
し
い
乙

と
で
あ
っ
た
・
付
判
例
引
の
十
郎

、

あ
の
甥
の
臓
で
号
け
た
抵

抗

の
獣
り
齢
、

ま
ざ
/
\
と
熔
ひ
山
町
る
だ
け
に

、

間
出
股
が
制
品
此
引
な

m
mはる
の
で
あ
っ

「
山
川
蜘
伸
排
除
制
」

即
ゅ
の
棋
七
千
か
ら

r
uい
づ
け
ら
れ
た
説
備
で
あ
る
。
時
間
へ
ず
に
同
町
ら

れ
な
い
偽

胤
か
らJ咋
っ
て
附
る
都
刊
で
あ
っ
た
。

「
m
m紳
伸
静
砂
川
問
』
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.
‘
‘
，
‘
，

A
9

・n・

m
r
，
、
M
R

す
っ
と
剣
持
が
偲
ん
で
ゆ
く
や
う
に
忠
へ
る
の
で
あ
る
。
日
同
は
一
一
段

J
-
-度
、

低
けざ
ま
に
耽
へ
た
・

一
一
府
の
綿
た
い
仇
何
回
か
仇
空
白
ん
で
し
き
り
な
く
助
レ
て
ゐ
た
。

溜
が
蝕が
臨
時
く
椛
の
認
に
ザ
え
て

h
pた・
m
m
mに蜘
守
つ
ぶ
さ
れ
て
ゐ
た
仰
燃

が
、

娘
一
新
に
跳
ん
で
幣
る
の
で
あ
る
。

能
w
m
p
パNF
の
砕
鉱
し
に
か
亦
を
僻
い
て
ゐ
る

・跡
併
の
抑
制
。

W
び
し
い
叫
に
も

隠
up
-

-
-

朗
ら

か
な
息
ひ
で
あ
る
。

l
l
範
の
どド
ひ
に
は
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
、
伊
川
町

り
慨
は
貯った
、

h
rつ

ゐ
た
・
邸
、
殿

、

川
市
を
町
れ
る
山
市
の
憐
れ
の
却
で
あ
る

。

慨
は
滑
な
が
ら
、

mお
は
貯
な
が
ら
に
卸
と
な
り
、
拡

と
な
っ
て
ど
こ
ま
でも
削

れ
て
伊
く
よ
と
で
あ
ら
う
・

m
mの
収
ひ
は
ド
ド
に
w
mけ、

は
か
な
き
に
恥
附

け
て
仲
っ
た
・

ほ
の
ぐ
と
き
ざ
す
必
の
露
で
あ

っ
た
。

現

そ
し
て
そ
れ
が
一
つ
の

一一一、

し

世主

た
-
-M

m
b
持
続
の
跡
的
を
、
島
暖
炉
け
き
っ
た

磁
び
で
あ
っ
た
。
が
、
倣
の
脱
税

か
ら
持制
と
勝
れ
て
伊
く
隙
り
な
い
加
品
川
の
給

、

航
慨
にw
mげ
て
は
帥
く
蹴
お

ら
、

仰
向ち
地
の
郵
に
か
へ
っ
て
底
引
と
慨
を
静
っ
て
ゆ
く
一
臓
の
鋭

、

そ
れ
は
燃

ふ
こ
と
の
川
町
鮮

な
い
刈
円
削
除
餓
に
も
伽
て
ゐ
る
。

威
令
の
破.刈と
す
る
臨
瓜
に
か

つ
て
、
俄
山
町
は
あ
か

す
る
榔
れ
を
ルつ
め
て

前
も
な
く
叡
鱗
が
能

的作
せ
ら
れ
て
ゐ
る

の
だ
l
l

店
叫
も
それ
を
般
じ
て
ゐ

る
。
制'船
あ
っ
て
恥
w
h
v
を
批ら
れ
ぬ
和
漉
さ
に
お
び
え
除
っ
て
ゐ
る

刊
を
、

山m
a

齢
砕
が
悔
っ
て
hrた
り
静
レ
て
山
町
た
り
ず
る
の
で
あ
る
。
そ

し
て
そ
れ
が
抑制ち
加

齢
と
な
っ
て
携
は
れ
て
勲
る
の

で
あ
っ
た
・

胤
山
一
賄
側
州
民

ん
で
叫mvm
っ
た
m
r域
応
判
断
の
脆
丸
山
川
の
崎
川
町
に
は
ま
だ

m
r慨
し

い
こ
とで
あ
っ
た
・
怒
川
「
に
峨
し
た
総
務、
ザ
、
少
と
鵬
辛J初
め
ると
、

仰
向
・
ち
こ
お
…

ι砕
か
ら
仰
を
際
金
』
即
し
た
・
況
を
仰
問
中

'
r般
の
峨
砂炉一附
射
の
あ

の
制
ろ
し
レ
働
時

配
城
、体
脈
の
崎
将
げ
か
仰
仰
し

く
蜘え
さ
か
っ
た
あ

の
院
の
治
拡
l
l
般
の
般
が
一
慨
に
し
て
慨
酌
がmmと
似
し
て
し
苦

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
ま
だ
鮎
惚
鰍
ら
し
レ

こ
と
で
あ
っ
た
。

M
.川
は
あ
の
鳴
の
m
w
.
胤w
t
v
恥
{
ぴ卸して
ゐ
る
。

告
にm
t・び
お
慰
か
く
り
ほ
さ

れ
る
ぞ
1

件
の
慨
が
仰
の
蹴
に
な
る
ぞ
l

山
常
時
欝
即
日
か
腿
昏
す
る
ぞ

1
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抑
制ろし
い
秒読
で
あ
っ
た
。
M.

川が
部
川
ぃιし
て
ゐ
る
m
mに
、
混

和
の
腕
川
部
は
新

M
hと
ん
即
白
川
に
限
っ
て
ゐ
た
。
舵
側
、
情
縁

、
情
慨
が

m
m川
蹴
加
の
艇
慨
を
お
し
按
て
て

、

抑
制
、
対
和
、

脱
出Wか
ら
ひ
し

び
し
と
溜って
ゐ
た
の
で
あ
っ
た
・

誠
一
紙
ご
仰
刊
の
七
郎
、
た
う
た
う
そ
の
階
が
勲
た
の
で
あ
る
・
市

川
の

慨
は
あ
わ
た
ど
し
く
伊
容
を
。議
の
総
が
舵
印
に
蛾
い
た
の

で
あ
る
。
踏
の
料
に
隠

・か
ら
鴎
将
d
vひか
れ
た
。

そ
れ
に
4
伸
し
てR
h
r
の
醗
滋
は
掠
れ
で
あ
っ
た
。
・
却
を
戯
っ
た

M
mか
制服
に
即
さ
れ
て
ゐ
る
の
を
、
ふ
り
獄
へ
跡
り
蹴
っ
て
砂
ち
て

杯
っ
た
・

帥
仰
い
銑
滋
は
鵬
織

の
併
に
つ
か
ま
り
句
ら
、

始
以
滋
は
川
内
い

V臨
も

あ
ら
は
に、
宇
を
と
り
ん
口
っ
て
伊
ち
の
び
る
の
で
あ
っ
た
。

十
ご

服
、w
m
mの齢
に
鴫
即
ま
で
は
跡
郡
勝

ψ
加
盟
に
勲
せ
て
ゐ
た
婦
問
滋

の
ζ
れ
が
諮
で
あ
ら
う
と
は
!

一
加
に
砂
ち
の
び
た

特
・
紛
の
出
品
龍

除
同
町
蹴
が
、
似
刊
紙
と
鰍
船
を
日
刊
に

し
て
、

峨
域
倣
訟
を
猷
P
し
て
ゐ
た
鵬
、
怖
の
や
う
に
説
似
の
続
出
棋

が
ザ
りて
h
rた
@
川
町
艇
の
都
市
，
倣
ど
お
加

を
聡
って
議
っ
て
ゐ
た
・

獄J引
は
略
く
対
九
円
を
貯
ざ
し
て
ゐ

る
・

M
A怖
か
も
う
/
、
、
と

P
つ
・
む
し
訟
る
掛
さ
で
お
っ
た
@
枯

ψ
・山
川

っ
た
特般の
耽
砂
が恥附い
て
骨
け
邸
っ
て
ゐ
た

脱
札
管
制
っ
た
特
色
府

の
酌鰍
は
、
使がの
ま
土C
W視
の
慨
をかっ
た
こ
と
で
あ
らE
3・
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一
昨
叫
剛
山
俳
部
の
館
の
階

、
般
市
蜘
…
舶

の
ひ
ど
さ
あ
り、
油
危
鉱
山
醐
の
仰
の
館
、

総

都
蛸
院
の
こ
と
わ
り
や
臓
は
す
。
お
ご
れ
る
刈
も
純
し
か
ら
ず
、
た

HAm例
の
貯
の

m
mの
縦
し・
た
け
さ
税も協
に
は
ぽ
び
ぬ
憾
に
隙
の
献
の
肌
酬
に
山
町

じ
』

あ
主
、
代
山
町
の
齢
は
械
か
ら
加
え

て
作
っ
た
・

談
話
収、純
一
昨
伊
の
あ
の
な

つ
か
し
た
伊
即
時
の
舵
り
、
晴

、
誠
ぷ
対
で
し
つ
ら

は
れ
た
、

あ
の
み
や
び
や
か
な
熊
そ
し
て
あ
の
緩
急
私
弘
み

|

鰍
附
轄
の
、

あ
の
賂
.
刻
、と
砂
ら
れ
た
祭
慾
の
対
輪
一
様

、

齢
鰐
な
苅
何
が
や
も
つ

や
つ
や
と
勝
き
か
け

れ
て
、

対
い
札
制
勝
を
幣
れ
な
が
ら

、

も
の
儲
か
に
除
い
て
ザ

グ
た
郵11
院
に
は
峨
悦
が
鵬
引
と

m刊
のM
Wか
ら
漏
れ
て
ゐ
た
で
は
な
い
か
。

h
r

に
鰍
山
町
と
な
く

、

的
時
一
般
の
刷
協
滋
奴
体

か
、

m
w結
酌
を
術
総
し
た
な
つ
か
し
い

舗
で
あ
る
。

ば
川
町
の
酔
に
は
ま
だ
っ
い
川

町仰
の
こ
と
の
や
う
に
こ
ん
な
叫
ん
況
が

m
ん
で
ゆ
え

る
の
で
為
っ
た
・

一
時
一
時
荷
く
間
一
銭
悦
に
あ
っ
て

、

諒
一
般
的
似
の
殺
に
が
を
品

、
っ
し
、特

停
に
端
ざ
れ
ば
店
に
鵡
ず
と
ま
で
瓶
蝉
却
を
ぬ
っ
て
ゐ
た
あ
の
牝
紛

|
|
、

争
処

そ
れ
が
併
は
瞭
の
慌
の

m
wく
づ
と
酔
え
h
rせ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
慨
と
骨

-
M

h町
阪
な
附
加
し
件
の
和
郎
で
あ
ら
う
・

鴇、
7

俗、
山
路、
般
の
減
、
“
お
は
さ
・

3
し
た
服
般
の
恰
一
郎
を
伽
っ
て
ゐ

る
・
刊
号か
舵
ん
だ
、
こ
の
m
r臨を
跡
り
なが
ら
、
山
川
.
川
は
と
う
し
て
も
そ

れ
を

・

8

し
ん

a
wん
宅
一

併
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
@
仇
ぜ
ら
れ
な
い
に
し
て
も
、
こ
め
眼
前
の
俳
句

を
ど
う
し
て
ゆ
封
ず
る
こ
と
が
州
知
ょ
う
@

特
山
町
4
v限
っ
た
峨
胤
域
疏
悦
が
、
川
崎

p
h
r
w
机
べ
て
五
十
用
制
限
内
.
似
叫
蹄
ゆ
ゐ
マ

熔
で
蹴
び
す
る
・
そ
し
て

、

知
は
誕
怖
の
砲
さ
れ
た
枕
織
が
潟
の
慨
を
拠
惜
し

て
ゐ
る
。
m
mりに
J町
制
耐
m
hは
融
制
の
作
鋭

、

そ
れ
に
弘
和
しては
か
な
い
酌
惜
し

いH・
。『

拘
'
即
も
聴
が
あ
り
ま
し
た
ぞ
」
「
陵
町
に
臨
館
が
榊
し

帰
りま
し
た
き
う
で
」

「
掛
川
股
さ
ん
が
際
わ
れ
て
伊
か
れ
ま
し
た
が
」
「
そ
れ
よ
り
え
附
阪
で
は
牝
や

の
硲
が
同
船
さ
れ
ま
し
た
@
静
観
ら
し
い
宇
慨
も
一
織

に
:
:
』

挙
る
と
す
ぐ
か
う
し
た
慌
に
な
り
、

そ
れ
が
怒
川

.

と
艇
が
っ
て
仲
っ
た
。
あ
ー

ま
の
あ
た
り
胎
た
燃
や
訓
誌
の
船
、
引
貯
と
ろ
臥
干
の
は
か
な
さ
予
官
、
一
総
こ
の

焔
ど
う
な
っ
て
伶
く
の
で
あ
ら
え
す
で
に
は
川
町
は
必
の
附
馳
を
知
っ
て
ゐ
た

の
で
あ
っ
た
。
品

w
m
U
線
路
、
吟
に
も
月
に
も
加
に
官
し
く
砂
レ
て
み
た
い
侃

w
w

m叫
も
眠
、

山
山
総
山
以
北
の

W仰
は
蹴
m
u
?
と
し
て
部
れ
ζ
ゐ
た
・
利
仲
と
な
げ
き
、
配

肢
とm
mばれ
る
こ
の
駆
じ
併
の
船
伊
に
、
一
龍
附
く
恥
昨
今
、
昨
た
侃
ら
げ
き
縦
で
あ
っ

た
。
降
り
を
静
ら
な
い
獄

、

伸
跡
"
除
艇
の
対
和
川
駅
似
を

m齢
、
え
て

、

川
捌
く
開
館
す
る

阿
蘇
…
の
硲
で
あ
っ
た
。
都
れ
て
情
く
と
こ
ろ

、

山T
U
A
-
-
婿
く
一
協
に
鍛
ひ
ヤ

め
ら
れ
て
ゐ
るe

内
ひ
の
応
ぶ
と
こ
ろ
、
ね
もhwも
性

，

っ
て
停
っ
た
‘

r
m
m
m
仲
伸
静
除
慨
!

主
b
h
d
a
u
o

，

i
z
降
気
有
・
ゐ

期
せ
ず
し
て
仰
ぎ
刈
る
山
水
の
半
、
さ
‘
み
や
か
に
結
ぼ

れ
た
上
人
の
ぷ
曜は
、

h
v町
にm
m
船
く
な
っ
て
品
川
く
。
滋
溜
の
教
軒
以

M如
、
品
川
峨
蹴
・
げ
の
磁
め
な
〆
\

山
内
一
応
の
件
出
向

胞
や
糾
附
せ
ん
も
の
と
蹴
の
や
う
に
伽
し
や
せ
て
仲
っ
た

e

• 

r

朱
v
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• 
中
村

耕
康
師
捻
品
川向

• 

• 
• 

• 
• 

「
本
山岡へ
の
質
問
は
ハ
ガ
キ
じ
仲間
叫
剛
氏
名
仰
山
閉
館

d

f
母
上
H
M仰
栂
U
係
自
司
の
乙
と
紙L
r
L
除
名
肱
川
円
、

喪
主
に
合
ら
ぬ
の
は

一首
(時
)
裂
の
携
に
て
は
混

一
一言
、
(
が
す
に
貯

ん
だ
梢
尋

問
川
門d
は
地
にr
た
な
い
附
が
あ
り
ま
す

が

凶
M
，

こ
れ
は
、

ど
こ

で
も
の
な
ら
ば
し
で

』

4
・
・

e

念

日
な
a
z

h

仰

げ
U
す
か
叉
何
放
に
ゼ
た
な
い

の
で
す

仁
川
か
・
b
w
仙
一
凶
告

=

r

園

、

j
z
L

b

2
・

b
2
3

和

剤

(答
)
Mが
M
E

、

3

必

づ
国
I
1
1

式
に
砂
列
し
な
い
の
は
、

鴨川4
ヂ
が
貯
ん
だ
M
W械
が
税
問
し
な
い

央
大
の
と
時
じ
税
で
、

明
燃
は
川
市
燃
に
税

・
一
一f口

'

・
.
，

，

E

し
ゅ
う
'
ん
し
申

a
'
u

，
h
Z
ヲ

芝

・
浮
土
宗
と
国
民
宗
と
念
悌

4

寸
園

、
、

，

J

量

4
M

し
ん
し
事
‘
，

Z

通
(
問
)
小E
A
M
V泌
す

と
a
f
k

リ
ま
す
。
A，
H

を
化
活
し

、

』
て
伊〈
に
つ
い
て
枇
倣
品
川M
w
r

w己
得
桝
込
ん
で
税
し
て
伊
る
つ
も

一一 段(68 、

し
で
は
が
劫
に
な
れ
な
い
の
が

、
制
加

潟
の
ハ
と
ず
っ
て
も
が

m
w附
椛
鳴
で

-
孟
く
b
'
~

ご
宮

す
が
U
脅
償
で
御
賊
い
ま
ず
か
ら
、

に
q
z
b
E
A
P
S
E
-
-

い
何
事
告

日
本
内
地
M円
必に
行
っ
て
も
怒
ら
〈

市
語

4
O
L
d
-

宇
内

川
じ
凶
酬明H
だ
ら
う
と
存
じ
ま
す
@

時
"
し
淑
総
は
叫
に
げ
る
ほ

も
あ
る

・
.
“
別

品v
・
一L
m
γ
A

‘
吾
川
い

干

う
で
す
。
之
は
州
沖
泌
が
ズ
っ
て

'
f

者

r
a
u
-

-
可
宮

泳
た
岱
で
、
寸
ツ
&
"
の
旋
M
M
か
ら
双
持
作

叫
仰
の
但
則
被
制
中
山
即
、
と
卸
ふ
仰
例
を
飯
町

ゐ

'
L

し
て
府
る
の
で
あ
ら

・

ヲ
と
存
じ
ま
す

も のと り

な f(r~ '，1 で
い よ勾仰r ぁ

~~ "F...干すかり
で?に ま
す ? JYis ナ
l ;;..ゆが
又ZP あ ふ
ふ伊 :22
無b t、の 5iih
阿・・ ι か と

~こ~.Jilk 
F't:戸る 1士KLa』

へよ思tかと 8~e 傍若
111祭〈っ ・か 代表の
ひわて父互にがお
たか /，.:.h IH"' ~~縫E 総主
いらま無0 "，、ふ AJ2
となす阿.11!!占E の?'
息苦 い lt 剣:がで 142
ひのれ陀足あす μ ー
までど仰きるか干
す大t: そばの@こ

世世~;の i'L与をと
を世‘縦E アれ 1蛤
お時今いぜ Jti 之言
f.ct がと うどは

ハ
宇
都

宮
市
町
舷
剥
m
包

(劃
)
川
一
慨
は
海
イ

h
M

f
k

校
一
-
ア
γ
七
瓦
を
御
・
下

さ
い
。
似
-
一
附のM
m
W
M
門
叫
明
日

r桝
は

企
時
b

‘F
A
-
-
マ

U
S
ん
い

H
4・"

『
宙
開
無
と
は
川
町
A附
」
で
山H
分
の

A
W

を
郎
総
械
の
山
川
き

い
み似
J
叫
に
川
町

e
A
H
U
U
4

ゐ

す
こ
と
、

ω
ー

ち
れ
分
を
す
っ
か
り
お

砂
喜
和
じι
Z
dり
日

ま
か
せ
す
る
こ
と
で
、

絶
対
幻
刻
。

嘉
手
。
懇
山
口
叫
す
る
拡

曽
ι
偽
ゐ
句
む
い

の
教
で
も
「
商
都
知
」
と
云
ふ
と
と
を

m
mひま
す
が
、

そ
れ
は
『
ザ
ザ
』
と

「
r
w」
と
の
ヰ
つ
の
的
品
川
柿
で
、
品

U

M仰
のωM
V
峨
〈m
Mめ
に
、
憾
の
蛇
r

e
v-総
む
.
ハ
い
る

か
ら
「
仙
川
&
・

M
mひ暁
C

・C-か
『
榔
を
仰
臥
し
制
ご
と
か

、

叫
肌

の
あ
る
僻
榔
m
m
w
附
酬を
か
け
る
の



や
う
な
附
似
品
の
鋭
併
に
な
れ
る
か
附

う
か
、
が
似
品
に
刈
附
の
叫

W泌
が
あ
り

、
，
，

i'

・
e
a
'
n
a
-
-
a
F
e
L
z

r
m
'
3山
叩
し
ま
す
と
と
氏
本
が
、
ほ
ち
に
ぷ

け
V
H
a繁
H
W
Z
硝
，
m
mと
な
る
と
?
の

R
d
wで
、
日
付
悦
郎
吋
と
叫
川
川

M
r
rとは
川
円
船

F

し
ふ
り
ま
す
。
吟
誌
の
が
も

一a
y
っ
と
m
F
7
w
rま
で
も
話

回廿
割
、4
畠

'
E
u
e

。

e

u一/乱
旬
以
持
で
「
寸
…
」
と
す
が
り
『
市

.
，

E
・

無
」
と
ま
か
せ
切
る
だ
け

一
一品
、

伊
ち
ら
が
土
い
磁
い
と
山
内
ふ
の
で
は

億

円
d
あ
q
ま
せ
ん
。
ど
ち
ら
も
税
舗
だ
ら

h
H
1う
と
吋
悦
じ
ま
す

-
m
E
m
e
蹴
は
悦
備

1

4
4
al

H
い
み

A
L
a
4

制

A
υ
hに
ー
ん
っ
て
か
ら
も
耳
内
郎
の
や
う
に

ーい
刷機
か
ら
健
か
ら
m
mな
い
認
の
げ
て

相
一陀
ず
が
1会
.
ぶ
ろ
を
戚
枕
し
て
肘
ま

d
I

、
努
錦
な
が
ら
議
長
る

、
J
d

l.

，
E
"
i
u

・'
r
h

高

岡、

“
時
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
符
じ
ま

叶
突

す
が
、
日
制
的
『
附
械
器
』
と
?

一
ム一rロ話

こ
の
ま

h

救
ほ
れ
て
居
る

塾
(院
)
認
の
食
か
が
を
純

U
晶
(
吋
?
感
じ
み
の
蹴

〉
』
蚊
，
を
村
時
対
に
略
さ
れ
判
的
地

該
自
に
縦
か
さ
れ
て
あ
る
も
の
と
伊

は
し
な
い
で
せ
う
か
。

幻
に
「
附W
M
W」は
併
の
的
材
で

b

・

'
A
3

や
，
、
危
に
ど
と

『
無
品
川
」
と
慢
し
ま
す
が
、
何
本
も

ヂ
叫
す
尚
一問時
ち
-
悦
私
的

同p
e

っ
た
凶v，
よ
〈

1
晶

で
あ
る
と
一
対
ふ
総
動
力
を
示
し
た

事
い

h
v
.，
a
3

も
の
で
す
。
で
、

そ
の
-
切
に
然
公

で
ま
し
ま
す
僻
M
m
m
鯨
僻
保
す
る
の

e
b
b

与
喧
臨
時

d

・
轟

が
「
均
聞
紙
附
鴻
陀
働
」
で

、

そ
の
穫

に
科
滋
の
仙
紙
の
叫
が
が
併
ま
れ

て
伊
る
の
で
す
か
ら

、

刈
即
時
叙
併
の

.
‘
・

9
冷
砂
砂
し
ん
か
多
じ
ゃ
S

J

療
を
き
き
ま
す
と
、
叫
ん
人
の
H
M仰
鉄

総
が
ほV
M州m
mの
げ
が
る
も
の
で

ふ
し
奮

す
。
不
m
U泊
酬
な
も
ので
す
ね
@

ま
す
な
ら
ば
器
時
依
み
ず

の
獄ζ
そ
紙
脱
し
た
も
の
で
は
な
い

で
し
で
っ
か
、
}
城
は
こ
の
似
艇
は

制
噌'
~
η
Z
6
e
f

?

れ
て
ゐ
る
と
綴
じ
何
絡
の
努
力
も

ししがつあずい
た去事如どき . \)でら
いるがf> リまにぬ
とのししし救t つ
思tでてててはま
ひし 111.9"ゐ河Z JL?"
ま宇命骨る u・きて安定

す A 笠249 土ε1.> 誌去
、 J 勺ぅ勾4T
pa 土で E持よと
草Lf邸ぁ 5iittばら
はは:りよるぬ
餅f. 否。まりのも
決13 定正すは ま う

ハ
荏
原M
H

しりはす滋g ，てと、大
」 、十・別:; ( 喜吾 )事l
と 211t 幼2 そ f~除 、ごごン m
和也被3; のし 遜5 殺
に の f，a て i主「身lH筆

活必K Z 主客議〉
15えな E感知E 討を切り
ご< 1こ来Jt らよ御調

ふ 7 ti戸線~l.す慈;
三￡ BP24 ぬま ;z

r~ tゐてーが舗と無む
さか 1/;言こでス0â2

い
ま
す
。

1

0
・
A‘

P
4

b

だ
か
ら
「

一此
総
で
品
"
は
れ
て
附
る

e
z‘
、
，

•. 
・
ろ
舎
ん

の
だ
」
と
本
伐
に
心
に
感
じ
た
ら
、

す
r
M
.
m

.

び
か
ら
で
も
「
M
m
M
T
W

W

V
M
m」と
航
船
列
取
の
叫
仰
が
を
が
ば
ず

に
は
W
れ
な
〈
な
る
併
で
す
。
つ
ま

り
そ
ζ
に
時
め
ら
れ
て
伊
〈
も
の

が
あ
る
併
で
、

が
し
材
慌
に
弧
純
縦

拘
じ
陪

V

や
か

F
Z

の
御
世
間
訟
が
制
円
っ
た
ら
、
少
し
で
も

郎
総
縦
の
ヂ
と
し
て

、

川
純ω仰
の
仙
抑

と
‘
ろ
を
ゆ
す

}も
ω

心
に
添
っ
て
行
〈
打
制
作
が
あ
ら
ね
3一

ば
な
り
ま
せ
ん
.

h
H陪
B

￡
M帽
子
、，
ι
'
事

L

海
防
陸
網

a
T

お
安
川
町
同
士
の
附
で
も
殺
と

"
i
s
-
-

晶
こ

な
り
子
と
な
っ
て
応
れ
ば
、
総
子
の

Aに

u
p.、
包

・

修
め
「
よ
か
れ
か
し
」
と
の
殺
の
曲
三

凡y
n
d
u

，
m
と
う
町
九

回

恋
は
鉱
に一典
子
の
よ
に
制
州
へ
ら
れ
てad

b

れ
や
す
，
、

s
b

待
、

肘
る
の
で
す
か
ら
、
殺
の
救
ひ
は
骨
骨4
・

ζ

令
室
』

F
e
fi
f
令
や
'
主
主

-
骨
h

子
の
生
れ
た
時
、
既
に
約
米
づ
け
ら
な
戸

れ
て
昨
り
ま
す
。
燃
し
綿
子
は
「
的
目
白

d

l

i

j

 

伎
で
よ
い
の
だ
」
a
C
ノ
ホ
ホ
ン
に
州
制
定
で
食

へ
て
政
い
脱
の
が
一
側
般
を
し
て
、
が
一
-

《
』
を

し
も
よ
〈
な
っ
て
災
れ
な
い
な
ら
ば
O
q
o

"
で

Z

聖
Z
R

〉

貌
と
し
て

は
何
ん
な
に
訟
い
こ
と
o
p
d
A
R

で
せ
・
ミ
そ
れ
は
械
が
判
精
で
あ
リ
二


ま
ず
か
ら
、
務
に
似
て
は
叫
;
一
」

し
ま
せ
う
し
、
畑
山
も
川
町
へ
ら
れ
る
で
〉
儲

。

< ...，れせ
な此主と !lrl'iう
れ儲宅 il:tに 来2 ・
ずでて係S
によ m宝と

E2; ぜ
H ・一

争空し LB
端・27 ての
旨忌z\li!jS
4民宅 L- 私FfraR
でも;事も
F・ょ がそ



る
な
ら
ば
、
ま
だ
材
協
の
憾
の
ず
ゆ
踏

ま
し
て
、
胤
m
.純
純一
純
一
似
の

W.

N刊
を

・
航
め
て
ゆ
附
る
的
で
す
。
だ
か
ら
穴
締

に
紛
即
閉
さ
せ
ら
れ
て
叫
ら
れ
て
ば
か

t
d
F
h
"

や

」
=
，
，
O

日
陥
る
の
で
せ
う
。
そ
れ
は
『
貌
の

」
-
a
FF・
-
u
u
v
h

事
ぜ
ん
お

b

一
J
t
惑
悲
は
川
合
中
」
i
mぶっ
て、

ぃ
守

一

-A
、
ま
で
も
棋の
回
を
酬
明
ら
う
と
し
て
同
町

R

--

4
る
紛
で
な
し
だ
か
ら
で
あ
り
ま
す
・

凶
川
河ζ
ん
な
も
の
が
『
倣
附
あ
る
ば
」

仰

h
y
と
M円
う
し
てd
は
れ
ま
せ
う
。

'
れ
柔
和
?
と

「V
V』
と
は

F
ト
L
V
』

内
.
，
，
宅
事

b
L

々
が
d

納

品
船
引表
明
訓
の
相
刊
山
山
で
あ
り
ま
す
。
隠
て

-

J

e
い
軍

"
-
E
，

z


ダ
圃
「
五
議
」
と
「
叫
仙
山
川
」
と
も
滋
双
の

へ

』
戸
回
・
=
b
-

偽
公
ら
H

長
建
国
利
泌
で
あ
り
ま
す
・
だ
か
ら
如
来
の

寸
先
・脱
憾
に
鴎.PE

二
五
て
は
践
が
に
議
ら
ね
ば
な
り
ま
せ

町
一
，マ1
・

Z
縫

し
土
喝
は
い
ょ
っ

首
p
h
ん
・
h
wち
打
川
仰
に
入
る
と
と
に
依
て

内J
ι
-
v
況
の
ポ
，
で
げ
が
な
か
っ
た
『
倫

m
計
山
鳩
町
同
』
の
山
川
炉
る
の
が
、
郎
総
縦

r
r
Aの
将
制

，

で
あ
リ
ま
ず
。
そ
れL
4航
総

p
斗
の
時
制
を
川
区
げ
て
ゆ
的
る
の
だ
か
ら
、

m
v
-
w
v
ま
で
も
悦
え
て
叫
ず
ら
し
で
伊

烹Q
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来ぎる 支222ゐ・S，.l~ ::・Y で』 ま
そのへ_i.に hifE あとナ
ζ むな我宗『のりはか
ならい儲きや庇 11111:ま釦1

て低い
JW' しと」

《岨岬回叫んで
噌叫』輔.h.. なあ

..... 1) 

/11でま
派今す
そ。

炉

、-

な
旬、

』ー

を
徹三

る
と

す
る

な
ら

此ユ 1自主 tま
のー 、

たぽ.な宇
人2 し徽9 ぅ

• 

、
，.
P

内

乱
だ
け
に
な
っ
た
ら
、
誌
も
つ
ぶ
ル

ま
せ
う
、
な
も
綴
:
ご

う
、

川
町
も
悦
び
る
で
せ
う
。
そ
ん
な
っ

E
ら
な
い
畿
が
あ
る
で
せ
う
か
・

伊
断
さ
ん
に
し
て
も
部
ら
〈
そ
ん

み
う
い
を

な
瓜
に
は
足
っ
て
民
ら
れ
な
い
で
せ

う
。
川
川
を
r
て
る
哨
の
附
配
と
似
の

M
Wに
低
吟
す
る
階
の
践
と
を
一

般
にL
て
、
議
獄
，
吟
の
前

戯
れ
の

-
事
じ
っ
か
ん

が

円
貨
に
な
る
で
ヲ
に
考
へ
る
の
は
、

が。
て
術総
艇
の
仰
判
断
町
を
川
泌
す

ー
で
は
川
句
作
。
「
ザ
雲

級
の
甜
包」
を
以
て
低
.
N成
就
さ
れ
て

4
丘

一γ
主
-
r・

u
l
ル
は
艇
か
れ
郷
件
当
￡

今
ゐ
Z
'防
乱
宮
町
砂
、
，
、

は
泌
幽
慨
し
て
川
刷
リ
屯
し
て
も
、
そ
れ

軍
内
〕V

に
ず
ら
ね
ば
川
阿
川
端
へ
縦
ん
で

M
Kれ
れ-
J

ま
せ
ん
。
呼
札
ωが
み
が
配
吋
に
.
，

f
・9
」
か
「
ず
ら
な
い
」
か
、
が
一
昨
牛

V
.

に
持
前
向
の
俄
備
に
封
叫
叫
す
る

M
.・
翠

吟
が
あ
る
か
、

場
は
ず
鰍M
F
~バ

け
で
紛
っ
て
が
る
か
の
減
ひ
が
あ
ら
子

。

食

う
と
椛
じ
ま
す
。
二
品

川
1
d
L
L

総
持
珂
J
T辺

門
a
a

ロ
n
f


頭
一E

ニ
誌

の
・
『
園
田山
副
斜
。

痛
園
圃
沼
鍛
.
弐

み
'
h

怯
誠
一

F
F

帰
国台
市

U

回
配

一
読

・
一
一
司

ノ
t

シ
ン
の
い
い
と
こ
ろ
は

服
む
:
:
:
久
ツ
と
姉
み
が
棺
え
る

同
時
に
、
顕
の
痕
れ
令
恢
復
す
る

:
:
:

こ

の
こ
っ
て
す

而
か
も
円
臨
等
に
は
勿
論
、
安
全

で
.
謹
川す
れ
ば
顕
脳
ば
か
り
か.

b
臓
迄
も
強
制
す
る
効
果
あ
り
。

こ
れ
で
こ
そ
完
成
ぜ
る
模
範
的
顕

踊
然
と
都
セ
ら
れ
る
所
以
/

崎.
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長至ったに
~にかな 革nを

『をならる父'4.
大正金寄る 、 .ヵ:

tÞ.~ ~>わ今E 死t. 9Et.. 
生長し It 住いんん
だただきだで
、方哲治:て時毒か
大まで 、ゐ八 ~'，
f閥 、 そる十も
生量だのと三う
だれ時4.併でご
』かでとあ十
とらも二三つ 42

もいる い
はや JU (主
4まうそ すL
、 lこ 長事た
き 、 住いく

ちIlßt きら
ん父ふすひ
主のるで
し 1'1~人g t，
た 1悦，.t がる

'~ ~・
無。活b ぅ
動ぜもで
の ・ 5‘

のこ毛L@ な
mはない
敬ヒいども
をへE にの
受。でもで
けらむあ
てつ L つ
ゐたろた
たが獄L 。
わ 、 しそ
怜 jlh<みれ
ば問:Z Iごだ
よのくけ
〈人~ ~に

錨2随

組

父井

似
る
の
で
あ
る
・

<
寝食し
っか
たし
入E 、

でき
、ち

級モん
こ父ふと
のなし
艶どた
人E も人E
の、 t主

$"ど多2

ち
ら
か
と
い
へ
ば
、

徳
に
苅
る
だ
ろ
う
。

m
m
m
w

慨
に
釦
ま
れ
、

仇
制
執
伽
町
は
も

L
F
W陥主
事
句
刷
首

日
干
や
訓
v
m
的
山
山
骨
一
は
烈
ま
ず
、
た
Y

酢
併
の
附
馳
k
-
V
肢
を
蹴
艇
に
治
る

.
』
と
で
蹴
服
し
て
蝕
慨
を

ω航
っ
た
ら

L
・

F

・
、何

一
附
村
尽
山
間
一
伊
官
、

、

即
ん
の
熔
い

仰
の
仰
の
蹴
い
そ
し
て
仲
川
町
な

M引
で

あ
っ
た
。
鯨
骨
h
r泌
が
酪
し
く
、
ぃ

‘
峰
町
ん

a

，
‘
，

a
w
-
-
、

つ
も
ボ
似
の
別
刷
物
ψ
・

折
U

・

K
し
く
含

上

春

子

ち
ん
、rか
け
て
ゐ
た
。
そ
し
て

、

問

い
勘
助
の
邸
り
を
蹴
寸
つ
舵
さ
ず

m
m

w
す
る
こ
と
を
時
腕
な
借
地
の
→
つ

ゆ

と
し
て
ゐ
た
・
そ
ん
な
わ
け
で
、
段

跳
械
の
棋
や
は
山
町
滋

・が
憾の
い
L
m

び
砂
防
で
あ
っ
た
が
、
そ
し
て

m
m

m
m
m
w

の
伶
き
勝
い
た
と
・
』

λ
4
僻
阪

に
酔
み
撤
さ
れ
る
ζ
と
が
山
向
か
っ
た

を
ふ
凶

H
A
Y
-

旬
ご
&

が
駒
ωえ
ば
そ
れ
や
決
し
て
小J
い
は

な
か
っ
た
陪
り
に
、
川
町
滋
は
そ
の
賠

し
た
m
m
ι
z
h

た
滋
の
協
り
除
隊
に
は

づ
け
た
も
の
た
っ
た
。
そ
れ
は
円
川
抗

議
で
悦
っ
け
な
け
れ
ば
特
設
な
い
や

也

、
な
似
が
し
た
の
ど
。

• 

吋

d

・

4

h
r
-
τ、ι
，
‘

.

一
レ
コ

t

ド
の
岡
崎
開
銀
一

・

$
〈
絢
品
世

E
U
0

・v

m

一
議
号
機
の
U
2
1

ド
は
泊
る
泌
さ

一

一が
ち
宇
ん
と
き
ま
っ
て
ゐ
る
も
の
で
一

-

a
p
T
E

ヲ
し
唖

.

.
 

一
ナ
・
と
れ
よ
リ
遣
い
と
品
子が
上
リ

一

-
守
主
じ

3

・

一泣
け
れ
ば
訓
子
が
下
り
ま
す
・
内
ど

一

一よ
い
バ
問
販
の
掛
さ
は

一計
峨に
、
ピ一

一タ
F
I
と
2
旬
Y

ピ
ヤ
が
七
十

八

一

一
〈
h
い
〈
わ

i
v

一

一
問
、
ポ
P
V
1
t
w
が
八
十
同
一
で
す二

一
と
れ
を
錦
せ
る
に
は
、
レ
コ
ー

ド
一

町

〈

h
い
日
え
ほ
ん

A
S
1
L
Z

山

一
と
担
制
伎
の
聞
に
小
紙
片
を
は
さ

一

酌

a
，
一
'
A
'
白

山

一ん
で
お
い
て
、
そ
れ
が
}
分
間
に刻
一

-

I

B

Z

M
 

一る
紋
を
鋭
へ
れ
ば山
比
い
の
で
す
。
一

一

郎に
結t
g魁
せ
申
@
溜

…

.
、
、
、
、
、
、

"

A，

a



一
あ
さ
り
や
t
v

み
な
ど
の
泌
を
州

一

一は
せ
舎
に
は
、
M
H獄
絵
に
つ
け
る一

-

e
ゐ
4
4

か
υ

ぃ

・

一
宇
う
で
す
が
、
前
酬
明
から
H
Hを
人
れ

一

一て
あ
る
料v
z
p
町
一
吋
?
の一

一銭
的
を
一
船
に
r
h
H
て
お
〈
と
、
す一

一

Z
M

官

、・

一

一
っ
か
リ
泥
を
附
き
ま
す
・
公
で

も

一

••••••• 

家
庭
メ
モ

••••••• 

4・

• 
• 
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az
b
'
M
a
Z
A

噂
《
曹

M
4

さ
う
い
ふ
和
紙
〈
が
、
お
同
や
活
動

併
也
、

J
vh‘n，
、
"
、
，

.

.
 

鴨L
ω

そ
の
他
の
背
中
制
棋
を
何
一
つ
求
む
る
は

ず
は
な
く、
ま
た
、

一
吋
の
純
一
惚

の
縦
も
蜘
…
m
wなく
M
W椛し、
似
ふ
と

い
ふ
鱗
縦
艇
で
あ
っ
た
。
島
や
う
に

よ
っ
て
は
動
加
な

、

ケ
チ
ゾ
ポ
で
あ

り
、

ま
た
臨J引
き
う
い
ほ
れ
た
ゃ
う

で
あ
っ
た
。
し
か
し、
そ
の
や
う
な

れW
忽
t
v
a

に

市
内
刻
は
稔
ら
ない
、
ま
た
そ
の
や
う

な
動
舵
に
は
び
く
と
も
し
な
い
一
つ

成

z
a
k

専
を
ふ

E
欧
燃

の
商
い
生
病
似
艇
が
印
刷
父
の
a
J
F
絡

を
陥
い
て
ゐ
た
や
う
に
邸
ふ
。
際
へ

ば
、

m
m紙
に
併
前
に
こ
ろ
が
っ
て
ゐ

る
苧
」
ろ
は
川
町

J
3
m
m
っ
て
貯
て
険
馳

の
一
伸
一
に
砕
ん
で
川
町
い
た
。
し
か

し
、

そ
れ
は
慨
し
て
域
し
す
る
織
で

な
く
、

静
溜
のW叩
砂
や
院
な
ど
の
蜘

慨
し
た
砂
除
の
倣
叡
に

h
pてる
た
め

n在だ
ム言自u つ
の分王た
裳r の
務u~
や活ら
公言 4主
徳を 婚予
をlf!:.‘
そに
ましつ
にめ
忍草!t' 、

足。も

慨
し
て
時
ん
ず
る
と
い

ふ
縦
だ
っ

た
。
術
開
凶
ー
酔
が
恥
る
と
、
似
ず
そ

の
穀
店
ま
で
に
は
秘

M
mを
制
限
め
に
伶

っ
た
も
の
で
、
巾
w
m肱
の
ゆ
眠
術
川
島

都
だ
っ
た
と
い
・
す
』
と
だ
。
ま
た

、

m
m
m
の
悦
な
ど
、
的
町
昨
叫
仰
が
戸
川
抑
制

限
に
僻
る
と
、
そ
の
有
明
な
撚
協
に

争
、

寺
町
レ
T
n
h
n

a司令

刈
っ
て
恐
縮
し
て、

こ
ち
ら
が
代
炎

と
し
て
お
胤
ひ
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

の
に
、

そ
れ
で
はl
A

疑
似

附
し
て
、
そ
の
蹴
雌
桃
滋
を
側
に
や

い
た
と
い
ふ
聡
丸
山
が
按
っ
て
ゐ
る

く
ら
ひ
だ
。

せやた入んや抜:
まか・絡2 、 う以いそ
くなそ版主月2 で I:~・の
手l院の h へ主 + 、のく
べ{まよ多2 11・籾HゆZ ら
ら 、り掠i 八タEU主ひ
れ 家2 もをI:I~ の心E だ
ての、餓かにおはつ

あ 1'1主主L2 か l士 号~! :t!・ヱた
つにのさーりらか
た仰若宮巴et. 1Fy iまなら
倒防仙尚もか
とがにかくちつ 1肘
で 所二野.・つのろた rll'l:l

つにと t!.
てあ いれ
来・るっか

ーた傍;j.こ『
働や慨くま
のうだらる
飽ーだけゐで
味a つはでお
かた tð'~あ端
ら。しるの
か fitl:み 。 や
は仰I な古t ぅ
分宮心，.1; < 道2 な
らかロ.. Jlタ』

ら
か
、

な
い
。
そ
の
ど
ち
ら
か
ら
で
も
あ
っ

P
2
 

た
ら
う
。
私
と
し
て
は
、

む
し
ろ
そ

の
く
ら
ゐ
の
馳
蜘
を

m
v
b
に
も
た
せ

て
あ
げ
た
いV舶
が
す
る
。
そ
の
加
が

・
"

..

.
 
‘

a，
‘
噌
内
u
h
-

-F・
'
旬

協
ひ
仰
の
山
中
の
人
に
し
て
も
何
と
な

く
店
開
と
し
て
の
粧
し
さ
を
献
す
る

包E
n
e
ι

町

、.

、.

か
ら
だ
。
除
り
に
は
め
を
は
ず
き
な

,,

su'u

uu 

治
ぎ
る
制
%
は
ん
ー
で
も
弘
が
こ
は
い

。
と人
な
の
で
あ
る
。

a
'
b?
る
&

そ
れ
で
も
鉱
引
の
や
う
に
身
に
し

み
て
似
の
践
を
き
く
こ
と
が

m
m
r
る

"
旬
、Le

e
句

や
う
に
な
っ
た
弘
と
し
て
は
こ
の
利

必

Z
'
・
a
aヲ

ヘ

・

父
と
あ
の
仰
像
の
あ
る
都
阪
で
し
み

じ
み
と
こ
の
訟
を
限
り
伊
っ
て
み
た

--
-K
-
h、
.a
'

い
と
、
時K
忠
ふ
こ
3
乙
で
あ
る
。

一
、
、
、

s
EHV
Z

一

一あ
は
び
で
も
よ
冊
以
で
もM
じ
で
ナ
・

一-

一
字を
を
・れ
い
に
し
て
お
《
に
は
一

恥

忌
￡

a
pa司

e
s
=

叫
ん

車
内

占

一
外
か
ら
錫
っ
た
時
、
御
飯
の
め
問
、

吋

釦

主
、

。
を
いリ

z

s

p

.

一
お
苧
つ
の
協
な
ど
に
は
必-γ
手
掛
一

一を
よ
〈
掛
川
ひ
な
さ
い
。
-
制
…
い

誌
の
一

一は
、

ア
ル
コ
ー
ル
を
隣
附
縦
に
つ
け

一

一て
、
引
?
の
あ
ち
こ
ち
を
十
対
に
こ
す

一

一る
の
で
、

ば
い
さ
ん
は
ア
ル
ヨ
l
b

一

-

L

U

 

一
で
み
ん
な
死
ん
で
し
ま
ひ
ま
す
。
こ
一

…す
っ
た
縫
の
縦
が
ど
ん
な
に
き
た

と

一〈
な
る
か
、
き
っ
と
び
っ
く
り
す
る
一

一で
せ
う
@

一

F

e
E
a'h
'
V
Z
A
p
e

胃

v



…
右
寄

綴
ヱ
の
手
λ
れ
一

引

事
事
宜

2
9
量
企

5
1

・

一
郎
怖
世
間
。
谷
川
に
かM
Gる
お
nH
一

F
z
.
，
、

.

一級
ヱ
の
よ
ご
れ
た
の
は
、こ
す
っ
た

一

一り
す
る
と
、
き
ず
を
つ
け
る
が
、

，n
一

一

之

A
4

一

一
F

ケ
ン
粉
を
ど
る
J

・1

に
水
で
ね
り

一

』

修
会

一

一こ
μ
を
プ
予
シ
で
二
掠
に
ぬ
リ
つ
け一

一
お
か

h
w

一

一
て
波
書
、
低
い
て
か
ら
、
か
わ

い
た
一

一
埼
か
い
プ
-Z
で
メ
リ
ケ
ン
?一

一
宇H
V

み

z
t
v

一

一
一
郷
ひ
お
と
し
て
ゆ
〈
と
、

H
A泌
へ
る

一

一際
ど
き
れ
い
に
な
る
・

一

-「

{
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ぞ人E
悶1
な
れ
ば
と, 

‘ 

• 

査
口ぴ

. 

~ 

σ〉

飛ひ

耀?

• 

息?

講2

(其
四
γ
|

義官

, 

FUF

, 

・
、
、
耳
'

a,e-

.-aa 

. 

中

村

燐

康

五
積
の
至
難
を
突
破
す
る

喜
び

主受ぅ
il省1 け
廻叫が

のた
思2 き
を 人2
は身上
なを
れう
てけ
、 〈

b
o

ハ
和
問
川
俊
机
糊
)
〔
法一路
抄
四
九
〕

人:

~ 

tJ. 
あ
以
が
た

~ ~ 
i$ï 本2
土と 願5
R 4ζ 

手間あ
生E び
せて
ん 、

と
と
は

"
“思
剖

r
t

離
れ
維

む
ま
れ
が
党

起宇
し
が
7と

よ き
ろ 道雪
之心土
ぴを
のあ

中ま 乙
の し
ょ τ
ろ
乙

ぴ
な

り

乍2

ら

っ
て
も
、

，
、
事
・
3
E

う
ぶ
つ

草
木
も
あ
れ
ば
動
物
も
あ
P

ま
す
が
、

E
h
げ
ん

、
、

や
裂
し
ん
か
う
か
危

人
聞
な
れ
ば
と
そ
も
の
を
考
へ
た
り
信
仰
乞
諮
っ
た

白w
止
晶
古
川

W
V市
つ
い

V

均
し
く
色
物
と
一
広

で

‘
ぎ

り
す
る

と

と
が
出
来

a，町
田
骨
《

共
上
た
ま
に
は
ゐ
芝h ま
伊す
も 。

凡み

た
り

軒
b

由
4・w

笑
ひ
請
も

か
な
く
志

し
た
り
し
ま
す
。
そ
れ
は
愁
し
い
と

と
や
悲
し
い
と
と

も
あ

る
に
は
あ
り
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ぜ
柿
‘
.
‘
A
'
e
z

曲
賞
渇
の
限
り

之
主
縄
‘

つ
ま
ら
な
い
と

と
の
や
う
で
す
が
、
と
ん
な
市
引
を
忠
ふ
と
、

は
、
峨κ
Wル
椴
な
附
り
で
、
似
て
一

2
M
W
M
ら
4yだ
ら
う
と
、

,p
,
h
tF

E

--z-

t 

ほ
ん
と
に
い
~
似

κ
叫
れ
てm
rた
の
は
いwp
wい
船
で
ナ
。

-り
r

、
.
唱

し

ん
τ
ん
申

s
h，
、
b

先
ん
た
，
、
よ
く
う
.
た
，
、

L
N

・

人
聞
な
れ
ば
と
そ
日
k

新
ら
た
に
誕
厳
し
行
く
文
化
の
思
揮
に
も
俗
し
得
る
の
で
す
が
、

そ
れ
を
動
様
子
一
偽
に
も
、

ナ
べ

っ
た
の
と
る
ん
だ
の
と
瞥
紙
の

ζ
と
K
ま
で
、
F恥
を
と
ぼ
し
て
、
h幅
一
刻
に
h
r時に
な
っ
て
燃
の
院
を
つ
っ
ぱ
ら
か
し
ぬ
ロ
っ

て
仲
る
の
で
す
。

さ
う
し
て
、
問
れ
す
る
に

一
同
一
同
宣
ナ
ど
し
て
山
即
応
へ
山
町
駅
へ
と
い
そ
い
で
船
る
の
で
ナ
。

む
ん
e
・

R
ヲ
作

め
め
も
，

此
の
ま
L

で
ナ
と
い
州
句
は
み
も
く
刻
に
も
均
し
い
も
の
で
す
。

いV

A
V

・‘

い
芭

a
τ
L
P

何
時
の
間
に
か
究
ト
に
な
り
七
十
に
な
p

し
て
、
ア
ツ
と
一玄
ふ
間
際
ま
で
ウ
カ
山y
カ
、
ゥ

p
a
ど
と

h
h4
・w
U
L
Z
ζ
b
e

人
ー
で
は
あ
9

ま
せ
ん
。
私
内
身
の
事
で
ナ
。

2
5
z
t

町長
.
4

b
s
s

車

本
A
V
M
K
人
生
の
絡
さ
を
知
ら
や'
k
mる
浅
間
し
さ
で
す
。

ロ

ウ

，
、b
b
b

z
a
v

ロ
悲
し
て
借
る
始
末
で
ナ
.

h
苦
k
hも

h
h
p
，
、
つ

み

-
Z
ふ
み
一
，
、
切
ゐ

私
泌
が
川
地
制
し
た
り
不
支
不
足
生一去
っ
た
p

し
て
問

山
内
併
せ
や
ー
に
は
仰
れ
な
く
な

P
ま
す
。

る
の

A
&
F
e
F

揖
暗
い
ろ

r

、
己
主
串

4
a

z

，
、
.
。

E
6
f
'

ま
す
け
れ
ど
も
、
人
間
訟
ら
ざ
れ
ば
な
し
俳
な
い
鍛
多
い
色
々
な
市
の
あ
る
の
を
考
へ
ま
す
と、

何
ん
な
に
将
し
い
境
遇
に

ひ
t
b

L
、

、

，
L

う
主
や
岱

民
る
人
で
も
、
ま
さ
か
に
虫
け
ら
や
牛
や
瓜
に
なP
た
い
と
は
考
へ
な
い
で
せ
う
。

み

ゅ
ん

い

、

、
、

ま

2
1
r

ほ

t
d
t

凶
'
占
控
除

F
Z

痢
揃
山
と
云
ふ
と
て
つ
も
な
い
抗
い
山
の
上
か
ら
糸
を
た
ら
し
て
、
深
い
深
い
が
の
雌
w
h沈
ん
て
目
的
る
髄
針
の
メ
ド
を
採

、

E
A

、
ほ
喜

を

ひ

-
e

段
、
ぃ
・

2

誌
同
E

し
あ
て
L
、

そ
れ
に
糸
を
通
し
ソ
口
ソ
?
と
け
の
立
止
ま
で
引
き
上
げ
る
司
は
む
し
ろ

H

来
な
い
相
棋
の
初
で
あ
り
ま

な

ぞ
号
Z

ゐ
会
ん
膏

M
H

念

z
k
b
t
F

し
ゃ
跡
事
ま

す
が
、
人
間
に
生
れ
る
の
は
、
そ
れ
よ
り
も
柑
ほ
一
厨
困
難
で
あ
り

、

極
め
て
孫
れ
な
事
で
あ
る
と、

昔
し
た
将
迦
様
が
お

，

E

捻
h
ka
T

的
知
千
謹
に
智
し
た
と
と
が
あ
る
さ
う
で
す
が
、
本
常
に
さ
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

な
園
、
円
も

ひ

帆h
ち

帆A
40

ヌ
-n

・
語

z
e

ぃ・9
孟
争
そ

一ん
古
い
か
占

F
&
F
Z

た
〈
怠
ゐ

o
e
」伊

何
故
と
宏
ふ
に
、
ド
ン
ナ
に
小
さ
い
「
命
」
で
も
命
は
命
で
ナ
が
、
此
地
球
上
K
U
什
布
ず
る
数
限
り
も
な
い海
山
な
徹
畠

P
2
h
p

た
汚
‘

a
p占F

に
'
Nげ
ん
車
寄
手

一，
，
、

ら

み

物
か
ら
虫
や
蛇
や
制
ゃ
ね
や
跳
な
ど
に
走
る
ま
で
の

「A
W」
の
扱
と
、
人
聞
の
叡
と
比
べ
て
見
た
ら
、

ほ
ん
と
に
人
聞
は

時
の
ぼ
ほ
ど
に
し
か
悦
ら
な
い
か
ら
で
す

。
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理'千
古包

有=糸

掴む
の
原Z

由
晴
勧
恨
の
極
致

. 

食
品
司
令L
h
h

す
ゐ

イ
ャ
、
多
少
知
つ
て
は
居
る
つ
も
り
で
ナ
が
、
ツ
イ
忘
れ
て
し
去
っ
て
肘
る
の
で
ナ
。

e
t-

-e

，
、
ほ
む
か
日
ら
た
か

a
u
f

ん
，
、
.
。
・
・

u

少
し
で
も
誕
に
喰
な
い
と
と
が
あ
る
と
す
ぐ
向
つ
腹
を
立
て
た
り
、
悲
し
い
事
件
に
ぶ
つ
つ
か
る
と
も
う
苦
し
み
藻
掻
い

た
p
し
て
、
材
協
の
山
川
崎
を
ス
ツ
カ
リ
絞
れ
伊
っ
て
仲
る
の
で
す
。
料
品
く
怜
し
徽
の
な
い
税
で
す
。

か
く
の
純
く
し
て

、

川
村
山
併
に
作
っ
て
が
か
ふ
の
か
と
収
へ
ば
、
被
.
と
戸
市
一
…

wの
刈
慨
は
、

m付
日
川
慨
に
付
れ
山
内
ら
あ
た

レ
智
だ
い

b
け

ら
一
生
を
湿
な
し
に
し
て
し
ま
う
符
で
ナ
。

本支

乍Z

4・

J, 
t 

遇‘

び

~ 

ら

. 

E

み
か
い
，

、
に
記
ん

げ
ん
か
々
し
事
柑
，
，

、
に

何
ん
な
ぷ
聞
の
凶
で
も
人
間
の
め
る
限
p

京
教
の
た
い
凶
は
あ
り
ま
せ
ん
・

に
ι
w
ん
‘

P一
う
ふ
，
、
n
-
p
b

そ
れ
は
人
聞
が
予
稲
を
虫
ん
で
肘
る
か
ら
で
す
。

い
ろ
r

、
も
ん
江
い

'

い
く

H
'

い
〈
主
'
E
‘
・
N
e
v
a
-

，
，
、
も
と

そ
し
て
色
々
伝
問
題
に
ふ
れ
て
、
幾
子
作
中
鎚
必
年
も
かL
っ
て
じ
ゃ
一
臨
在
求
め
た
け
れ
ど
も
、

に
ん
げ
ん
せ
い
〈
g
t

τ
た
睦
戸

b

い
け
つ
ろ
ん

人
間
生
活
の
述
凶
し
を
しな
け
れ
ば
臥
口
だ
と
云
ふ
結
論
に
述
し
た
の
で
し
た

生 1，け
制J-:>

M2 
鍔f~，む
一 一
方.k :fltt: 

のー
似同の
欲2 考2
7とへ
つか
たら
の 、

そ
し
て
そ
れ
が

、

で
ナ
。

と
れ

W
ん
す
い
お
い

b
aヲ
φ
い
L
ゆ
f

ぜ
ん
竺
い
t
e
a
宅
書

b
b

・
"
は
ん
こ

S
M
V

之
は
現
す
刊
に
鈴
て
も
ヤ
レ
統
制
主
義
の
ヤ
レ
全
般
主
誌
の
と
騒
が
れ
て
知
る
や
う
に
、
千
台
間
古
か
は
る
と
と
の
な
い
品

う
し

t
E

き
Z
(

い
占
、
吟
号
み
て
い
ず
れ
‘

日
の
回
以
理
.
な
の
で
、
問
胞
と
し
て
色

k
k

一五
は
れ
て
討
る
ζ

と
も
準
立
そ
れ
へ
の
必
容
に
泌
ぎ
な
い
も
の
だ
と
忠
ひ
ま
す
。

.
‘

，b噌
昨
今
と
か
也

h
z
z

'
u
eし
ん
止
し
h
v

c
ぎ
か
弓
ゑ

ん
・

ろ
ん
担
且
い

さ
て
、
此
の
飾
品
刊
の小
で
も
「
ぶ
制
」
を
中
心
と
す
る
枇
へ
ば
、
必
仲
川
に
一
品
述
な
理
論
を
泊
ひ
つ
め
泊
ひ
つ
め
し
て
が
っ

た
似
似
、
悦
に
m
h
rのぷの
減
じ
の
み
で
な
く
、
日
川
彬
仇
K
W
(
紘
山
川
に
、
川
仰
が
鉱
山
恥
に
仰
い
蹴
っ
て
仲
る
が
れ
い
み
そ

で
を
も
航

川
町
さ
せ
る
か
め
丸
山
も
紙
併
な
防
伊
と
し
て
、
然
か
も
似
仰
向
の
持
め
た

m
mの
関
山
町
ヘ
縦
防
庁
札
前
叡
せ
し
め
る
も
の
で
あ
り

暗
言
電

-
-

-
z
-

ヤ
レ
品
川
州
だ
の
ヤ
レ
法
性
だ
の
と
、
小
む
づ
か
し
い
本
を
ひ
ね
く
り
磁
さ

ιな
く
と
も
的
ち
に
日
切
に
蛾
滋
し
ゅ

い
ま
h
を
L
H
Z
ζ

陪
λ
広
一
ち
ろ
し
ん

E

へ

-
2
0

智

E

け
a，

L
A

措
ゐ
た
う

L

ム

で
す
か
ら
今
私
建
が
此
の
水
顕
在
中
心
と
ナ
る
敬
、

卸
ち
-
Aげ土
教
に
溢
ひ
判
事
凡
と
と
は
、
本
山
川
に
幸
せ
だ
と

ま
ず
か
ら

、

る
も
の
で
す
・

. 

• 
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行p・

< 。

と 不必 . 
2・ 足?

を

刊
号
し
ん
い

ι
'
w
nしV
L晶
い
草
ゐ
・

H
A
U
a
v
-
-

必
岨

「
諮
心
」
と
一広
ふ
の
は
一
持
提
心
・
」
と
も

一五
ひ
ま
ず
か
ら
、
何
だ
か
む
つ
か
し
い
「
心
」
の
hぞ
う
で
す
れ
、
抵
は
』
け
な
持
合

せ
て
山
町
る
得
の
も
の

T
ナ
。
慨
へ
ば
貯
似
が
駒
山
附

p
r妙
リ
ハ
も
山
り
を
附
台
た
が
る
駒
山
川
の
船
き
も
、
や
は
り
「
獄
付
」
の
問

L

て
e
H
'
h
-

、
@
い
ふ
ろ
U

智
L

ん

‘
e

・

始
的
な
一
つ
で

、

般
的
w
h去
ふ
な
ら
「
向
上
心
」
の
と
と
、
よ
り
よ
き
を
求
め
行
く
心
の
と
と
で
す
。

這す

，じ、ぇ

起E

し

乍2

ら

u

v

e

i

N

 

去
っ
て
よ
い
と
作
じ
ま
す
。

企
'a
F
A
F
今
品

t
h
v
ぷ
宮
'
志

、
に
ん
げ
ん

A
7
'

、
易

一

時
巨
ん
げ
ん

'
S

え
ら
且
'
句

、

乙
の
い
い
，
、
止
・

8
A伊

鍛
限
P

も
な
い
布
ら
ゆ
る
生
物
の
中
か
ら、
人
間
と
し
て

生
れ

、

共
人
間
の
巾
か
ら
濯
み
に
窓
ま

れ
て
、
古
来
幾
多
の
深

い
飢M
Mと
舵
阪
と
に
似
て
獄
刑
判
し
か
た
料
附
仰
の
エ
ッ
セ
ン
ス
た
る
「
村
山
側
」
の
航
れ

ε
…
附
き
似
た
の
で
ナ
か
ら
、
械
的
に
峨

aヲ
ち
ょ
吾

匂
皐
奇
晶

び
の
中
の
悦
び
だ
と
#
ん
でよ
い

の
で
は
な
い
で
せ
う
か
。

総
る
に
山
川
付
佐
の
「
椛
脱
」
に
ゆ
ひ

m
mら、
ホ
レ
ポ
ν
と
減
対
放
幻
似
一
つ
山
向
指
な
い
と
官
ふ
品
中
山

T鈴
な
さ
は
、

一
総
説

舵
以
内
う
し
た
硲
で
せ
う
。
駒
山
に
儲
け
な
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
・

ほ
M
E
-
-
e
b
L
'
Z

つ
も
と

e

‘
怠
常
事
℃
ゐ
骨
も
ち

一

そ
れ
は
本
気
に
な
っ
て
求
め
て
居
な
い
か
ら
で
す
。
良
質
b
t求
め
る
叙
持
が
足
り
な
い
か
ら
で
す
。
民
放
口
県
持
が
締
ら

h
-
hを

z
h
e
Z
9

主

b

い
で
桜
滑
な
根
作
が
強
く
な
っ
て
肘
る
か
ら
で
す
。

泌
が
批b
L一
的
か
に
殿
仰
い
し
て

h
rます
と
、

が
で
も
お
叫
u
m
m
m
婚
た
も
の
だ
っ
た
の
で
す
が
、

際
J
m
m
W
5一
い
持
取
が
時

く
た

，

f
，B

ふ
る
昼
、
在

っ
て
、
心
も
ね
ぢ
け
筑
も
淀
ん
で
、
古
い
歌
の
や
う
に

-
作
」

E
v
a
n
-
'地
内

?
"
7
・
4司
伽

m
h‘.
"

世
の
い
引
は
何
の
綿
瓜
と
忠
へ
ど
も
プ
ラ
リ
と
ば
か

p
し
て
も
酔
ら
れ
占

y

告

、
Z
{

和
主
主
主
Z

訳

、
、
、
、

ぐ
ら
ゐ
に
し
か
必
へ
な
い
や
う
に
た
り
伐

K
M
O
Lの
修
設
ば
か
り
し
て
漣
に
い
け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
ナ
・

H
u
h
-

う
し
ん
た

そ
れ
と
宏
ふ
の
も
「
道
心
」
が
足p
な
い
か
ら
で
す
。

ィ
ャ
、
慨
は
ま
だ
椛
的
の
限
い
「
郡
山
川
」
が
酔
き
て
山
町
な
い
の
か
も
が
州
れ
ま
せ
ん
。

• 
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日
常V干
のζ
と

‘ 

円
五
除
い
た

5
2

伊

C
A
E
2
2

之
を
つ
き
つ
め
て
付
け
ぽ
「
め
ざ
め
」
の
完
成
者
た
る
「
叫
」

を
求
め
4
〈
心
ば
え
な
の
で
す
か
ら
、
人
間
で
あ
る
限
p
、

ね
隆
す
，
、
ち
も
水
島

d
h
u

歩

広
い
か
ゆ
な
い
か
、
押
な
持A
Hせ
て
阿
川
る
符
で
す
。

「
概
泊
以
」
と
皆
、
か
の
も
抑
制
叫
艇
の
ぷ
に
聴
は
れ
る
ば
で
す
。

叫
す
ら
お
の
と
と
ば
か
り
開
館
し
て
伊
く
の
を
、

m
p
両
信
?
と
す
て
仲
ま
す
が
、

そ
の
限
設
を
か
併
と

P
Aふ
一
僻
の
必
の
料
一
に

、

m
m
m恥J
Mの
心
機
をh
r
m
m

ナ
ペ
く

、

偽
儲
し
混
持
し
て
や

く
の
が
腕
切
に
官
ふ
「
部
付
」
な
の
で

す
か
ら

、

約
鳩
山
州
も
の
に
討
て
は
や
は

p
附
蛇
で
あ
り
説
く
鈍
っ
たm
m践の
も
の
で
は
あ
り
ま
す
ま
い
。

み
拘
を

い
た
ち
し
ん
一
ラ
主

宮

島
・
0

置
も

k
E
a
q
E

も

k
ζ

向
。
A
z
a
-
-
L

ゐ

し
て
比
れ
ば
、

私
法
も
信
仰
に
依
て
「
阿
粥
陀
」
を
求
め
「
伊
土
」
を
求
め
つL
あ
る
此
心
が
郎
ち
「
道
心
」
な
の
で
チ

ツ
ト

モ
む
つ
か
し

い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
串

h
Z
L
f

み
e
u

‘
.
t

章
、
も
じ
っ

z
z
e

'

ぉ
，
、
ゐ

然
し
よ
く
献
の
へ
る
と

、

不
思
議
に
も
か
う
し
て
迫
を
求
め
る
M
m持
に
な
っ
た
と
と
は

、

在
に
稀
れ
な
事
で
、

二
十
億
も
居

る
い
川
似
の
m
h
k、山
川
れ
だ
け
の
紛
が
あ
る
で
せ
う
か
。

w
m
M蹴
の
悦
附
か
の
山
山
川

h
Mの
M
hの
川
市
ま
た
悦
測
か
が

w
m
m
仙
川M
M仇

や
主
ゃ
く
叫
ん
ぶ

ん
P

雪
E
Z

岳
山
W
い
P
主
主
主

2
t

相
主
つ
ひ
と

2
2
b
'
Z
L

ん
君
、
と

視
で
其
前
市γ
ゐι
が
作
上
教
閥
係
の
人
述
で
、
民
ま
た
仰
制
か
ピ
念
備
す
る
人
で

、

兆
ま
も
凡
例
制
か
ピ
現
に
信
仰
を
求
め
つ
h

れ
島
す
れAV

今
「
傘
い

Z
と

あ
る
人
だ
と
す
れ
ば
、

世
に
港
峯
た
る
も
の
で
、

極
め
て
稀
れ
だ
と
一
千
島
都
に
な
り
ま
ず
か
ら
、

此
恐
味
か
ら
で
もM
U
.
諸
は

拘
唾
占

2
b

砂

S
E

止
ら
う
ち

A
ら
刷

一
丸
い
に
混
ん
で
よ
い
鰐
で
す
。
械
に
泣
ば
れ
た
る
巾
・
の
匙
ば
れ
た
る
も
の
と
宏
ば
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

お
里
宮

a，
・9
g
p

，

a
害

?
h
a
Z
同
令
を
か
い
い
も

h
，
、

御
耗
の
-
m
a
k「
光
明
悩
限
十
方
依
然
」
と一
五
ふ文
句
が
あ
り
ま
ナ
。

E
R
g
s
t

主
主

S
2
2

事

2
7
τ
A
2
5
L

噛

つ
ま
り
如
来
様
の
光
明
は
諸
勧
の
発
別
も
な
く
、

天
地
一
切
を
包
ん
で
照
らし
て
居
る
の
で
す
が、
「
念
伽
衆
生
雄
取
不
拾
」

、
』
伐
ね
UW
M
h
p
と

-
t
h
v

ぃ

h
A
b

色
。

と
云
ば
れ
る
や
う
に

r
k
A
4制
す
る
人
の
み
P

咽
組
ん
で
徐
て
な
い
と
云
は
れ
て
間
る
だ
け
で
も
「
選
ば
れ
た
る
者
」
と
群

ん
で
よ
い
で
せ
う
。

・

&
b

，
、
ね
ん
ぷ
一
し
ん
か
，

‘
ま
h
h
を

h
た
も
念
ひ
と
，
、

皐
か
邑

兎
に
も
h刊
に
も
念
偽
の
けM
仰
を
求
め
て
居
る
私
建
と
し
て
は.

稀
れ
な
人
々
の
仲
間入
り
を

し
て
居
p

.

今
回

-
A

帽
る
L

ん
し
刷
、
に
ん
に
よ
ら
い
'
必

4
a
z

e

事
合
同
，
L
凶n

b

は
一五
へ
、
掛
め
て
離
れ
た
描
心
将
の
一
人
と
し
て

、

如
来
の
光
明
の
小
犯
協
取
さ
れ
て
居
る
の
で
す
か
ら
、
も か
っす.
と カイ

本~Ip~
叙e ら
に と
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総
院
が
即
時
ザ

町
宮
砂
一は
船pc • 

い
の

ゐ
￡

e，M
V圃V
4

は
ん
せ
い
ほ
ん
た

A
J
U
aな
こ
さ
と

自
パ
ー
の
日
常
を
反
省
す
る
と
、

本
官
民
離
れ
と
も
な
い
の
が
此
の
「
里
」
らし
い
で
す
。

T
A
U
F
-

、
ぃ

a
か
は
う
む
だ
い
母

l
u
h
ζ

白
書
士

「
休
め
ば
郎
」
と
云
っ
て
亦
ン
坊
時
代
か
ら
馴
染
ん
で
居
る
此
虫
で
ナ
。

L
Pも
い
い

h
I
'

で
す
か
ら
何
だ
紘
だ
と
不
平
は
一
去
っ
て
肘
る
も
の
の
、
昨
れ
と
も
な
い
で
す
ね
。

縦
し
、
川
円
山
町
に
除
航
し
て

W
る
も
の
が
あ
る
で
は
な
い
で
せ
う
か
。

u
b
u
E
L
u
e

ぃ
‘

z

‘

h
z

い
S

ん
す
号
会
主

輸
剣
の
引
を
限
れ
る
と
・
ぷ
ふ
と
と
を
、
何
だ
か
持
っ
て
も
肘
な
い
「
財
踏
」
を
拾
て

L

心
時
間p
し
乍
ら
も
ル

p
将
る
や
う
に
段
じ
て
は
仲
な
い
で
せ
う
か

。

2
a

u
ふ
b
h
G
屯
に
ん

M
止
が
た
・

h
u
s
e

い
止
は
む
令
事
冶
ま

品
ん
も
で
す
。
法
然
上
人
で
さ
へ
「
隙
れ
醜
い
輪
廻
の
盟
」
と
去
っ
て
対
ら
れ
る
の
で
ナ
か
ら
、
や
はp
初
め
の
内
は
蹴
れ

縦
い
紛
同
市
が
し
て
枠
ら
れ
た
に
m
m
ゆ
あ
り
ま
せ
ん

。

で
な
け
れ
ば
と
ん
な
と
と
を
官
ば
れ
る
散
が
な
い

か
ら
で
す
。

L
h

ゐ
a
z
a

p
る
こ
れ
命
、
い

d
ゐ
b
a
h
o

ほ
ん
と
ん
含
ゐ
命
令
L
よ

然
か
も
五
つ
の
畿
闘
の
中
で
も
之
を
節
凶
蒋
n
k

泣
か
れ
て
閉
店
る
の
は
、
一
得
悶
離
な
問
所
だ
か
ら
で
せ
う
。

・
昂
2
5
5

は
と
も

ん
叫t
h
v
t

此
概
刷
さ
へ
突
破
す
れ
ば
、
あ
と
は
い
人
し
た
問
髄
で
は
あ
り
ま
す
ま
い
。
だ
か
ら
浪
路
で
す
ね
。

z
n
v

ゃ
く
で

e

事
い
‘
ん戸
い

'

此
の
A
m
mが
出
来
れ
ば
も
う
一
切
問
凶
な
し
で
行
け
さ
う
で
す
。

つ
ま
り
は
「
蜘
m
w
」
へ
の
仲
間
剛
だ
か
ら
で
す
。

物
部
川
ゅ
の
保
だ
っ
て
件
此
が
一

m
M
ω
肋
で
は
な
い
で
す
か
。

離E

iL 

難主

輪1

廻u

呈2

. 
, 

J 

ン

-，、、
ン
に
な

a
h
s
つ
陪

-
v

E
E

ん
甲
山
・
句
者

b
B
9

〈
畠

h

・

な
っ
て
念
怖
に
い
そ
し
ん
で
も
k

い
符
で
ナ
が
、
何
う
も
人
間
の
川
市
水
が
必
く
ル
1

ズ
陀
作
り
上
げ
ら
れ
て
肘
る
と
見
えて
.

村
川
枇
縦
な
が
市
部
品
川
に
は
な
り
か
ね
て
仰
る
峨
臓
な
の
で
す
@
ィ
ャ
、

m
wが
脱
い
か
ら
と
そ
泌
を
特
め
て
仲
る
の
で
ナ
。

ほ
ん
h
a
v
L
b
ζ
く
は
ん
令
い
れ

Z

そ
れ
な
の
に
ま
た
本
お
に
探
剥
な
以
併
が
起
ら
む
叫
い
の
で
ナ
。

司
え
副
さ

と

は
冷

r
ら

h

そ
し
て
「
輸
砲
の
m
J」
b
E陥
れ
る
の
を
撒
っ
て
肘
る
の
で
す
。

• 
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L
A
U
W

喝
、
拘
相

死
な
い
生
命

. 
法2飛u

lI� 
，、

の.

量 ‘
夏.

-
'
1
a
m

少
・
L

句
ろ
だ
い
も
んM
い

私
法
に
取
っ
て
は
「
肉
紙
の
弘
苑
」
が
前
大
問
題
で
す
が

、

此
飛
制
が
出
来
れ
ば

、

ぜ
い
酌
い
く
を

p
・

で
す
。
シ
ツ
カ
リ
「
・
泳
法
の
弘
A
W」
が
獲
得
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

悦
し
が
批
判
叩
叫
八
日
川
と
皆
、
が
ゆ
時
い
悦
附
で
さ
へ
、
船
山
崎
伐
を
保
た
と

T
ふ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

レ
可
p
hん

A
い
ゑ
品
管
恥
晶
い
み
￡
に
く

h

リ
ザ
い

L

「
相
川
崎
山
芯
」
と
は
・
水
越
の
乱
命
を
認
め
た
と
と
で
す

。

内
情
だ
け
の
生
死
を
本
州
仙
の
生
死
と
秘
め

4
y、

い
か
，
、
し
ん
・
ゐ

生
き
ら
れ
る
瞭
付
制
定
得
た
と
と
で
ナ
。

グ
ル
グ
ル
魁
り
し
て
船
る
「
蹴
同
盟

」
の
鉱
鋭か
ら
ゆ
即
し
て
m
wる
い
伊
鮮
へ
航
畿
す
る

ζ
と
、
そ
れ
が

p

「
滋
」
で
あ
る
端
で
す
が

、
ゆ
だ
務
の
「
筏
」
ふ
脱
し
て
「
位
P
L

っ
た
訟
だ
と
収
ひ
ま
す

。

一
舵
「
似
山
田
の
収

」
と
叩
ム
ふ
の
は

、
山
叫
を
P
て
る
M
mの
ζ
と
で
、
「
m
w」を
や
て1同
町
る
か
ら
ζ
そ
、
融
制
と
の
が
脱
が

拘
ほ

z
b
-

C
主

a
L
n
い
制
・
喜
富
民

n
e
b

多
く

、

本
匁
に
m
臨
を
起
し
て
、
グ
ル
グ
ル
一
つ
聡
を
廻
っ
て
島
る
の
で
す
。

2
-
Z
2
r
u

ぷ
j
N
L
A
w
-田

η

az
は

b
Z
Z
M

か
円
台
庁
内
，

恰
皮
蛇
が
向
分
の
尻
足
を
芥
ん
で
グ
ル
グ
ル
魁
り
し
て
肘
る
や
う
に
、
何
市出
ま
で
仔
っ
て
も
僻
棋
は
っ
き
ま
せ
ん
@

総
し
備
も
勝
附
川
町
の

w
m
k必
伽
治
僻
し
て
仲
る
聡
は
な
い
で
せ
う
。

叩
ん
た
a
v
?
'
ゃ
く
噂
嘗
凡

V
や
4

い
や
，
、
で

'
h

本
訟
は
飛
跡
の
出
来
る
も
の
な
ら

成
糊
を
し
た
い
の
で
す
が
、
そ
の
品
川
側
聞
が
川
来

A
y
k
m附
る
ま
で
の
と
と
か
も
知
れ
ぬ。

E
 

で
は
何
う
す
れ
ば
よ
い
で
せ
う
か
。

ほ
ふ
ね
ん
白
智
に
ゐ
ご
し
ん
かa
v

よ
な
ん
ね
ん
ぷ

a
y
担
げ

法
M
m上
人
の
御
信
仰
K
依
れ
ぼ
何
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
念M
mナ
る
弐
で
ナ
。

特
織
を
倣
じ
て
伏
似
す
る
だ
け
で
す
。
引
い
似
の
抗

b
tんV
Mの
m
hにき
か
せ
て、
破
滅
の
ほ
を
純
艇
の
瓜
へ
だ
ん
だ
ん
峨
飴

し
て
仲
く
だ
け
で
す
。
さ
う
す
れ
ば

仲
附
かが
ら
ほ
が
脱
船
し
て
川

M
M俄
仰
が
山
川
駒
市
る
仰

山
で
す。

総
し
が
芯
花
代
・即
一
似
が
よ
く
怜
り
ま
せ
ん
。

-
F似
が
川
山
郁

m
.動ナ
る
舵
か
、

約
は
ま
た
総
般
に
い
九
お
附
す
る
阪
か
倣
っ
て
仲

な
い
の
で
す
。
以
て
は
袋
慌
の
放
で
読
に
や
っ
て
ご
る
で
せ
う
。

守
山
「
ん
く

b
ふ

p
h
ふ
ふ

h
H
L

ゐ
る

τ

明
町
会
め
・

3
8
宮

τ

て
-
z
'

れ
船
の
火
中
氏
や
水
夫
は
掛
川
の
誕
鮒
を
手
ん
手
に
考
へ
な
く
と
も
よ
い
の
で
ナ
。
機
側
長
が
錨
杭
に
進
め
て
呉
れ
る

で
せ
う
。

い
ま
修
司

今
の
盛

、

そ
ん
な
附
慨
は
町
の
・
内
部

a
n
'匂a
'
M
V
L

，
寸
股

本
山川
に
引
き
姐
し
に

む
レ
雪
に
ん

「
無
佐川
必」
で
あ

、.
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• 'lー
かi;7J;'.
せを
i;1J+tII'i 
る事長R

u
ゐ
‘、，

a
h
a

-
4鎗
の
喜
び

• 

• 

. 

中2

悦j

悦i

ぴ

の

ぴ

の

3
H

古
ぜ
い
ぺ
哲

一
一
切
を
ま
か
せ
切
る
生
活
。

-

A
Jぽ

昨
い
S
9
b
H

ヤ
ぷ
ん
さ
イ
ひ
ん
た

吃
L
h
v

事
ち

ζ

'

z
f
t

は
う
内
ゐ
品
企

戸
い
・
白
-骨

g
w

な
紙
な
蹴
一
慣
例
家
が
自
分
の
作
品
に
訓
%
を
打
込
ん
で

、

附
の
強
地
背
後
庇
在
外
氏
、
加
盟
術
兆
も
の
に
一
印
刷
を
ま
か
せ
切
っ
た

針
山
仰
を
し
て
川
町
る
や
う
に
、
が

.

鵡
も
んr悦
の
杭
砕
の
刊
に
崎
別
問
を
献
す
一
し
て
‘

一m
m在
家
か
すζ
と
が
附
紛
れ
ば
、
M
Y

必

ず
寄
与

Z
z
b
担q
u
害
酔
と

'
h
a

借
し
ら
にし
て
既
K
-
A
W
土
往
生
の
人
で
あ
り
ま
せ
う
。
羨
ま
し
い
で
は
な
い
で
す
か
・

J恥υ

滋
に
は
ま
だ
ま
か
せ
川
町
れ
怒
い
泌
が
あ

る
の
は
川
町
み
で
す
が
、
そ
と

が
縦
げを
勝
れ
て
伊
な
い
減
除
で

す
っ
。
総し
川
市

立
'
a
a胴
巴
よ

ら
い
，Z
Z

師
"
も

に
が
別
院
は
な
い
の
で
ず
か
ら
、
そ
れ
も
加
来
日
に
ま
か
せ
て
泣
く

が
よ
い
と
芯
ひ
ま
すω

ん
g
a

h

、

命
令
官A
V
L
4

砂

h
t
-

丸
抱
%
い
て
守
流
会

念
俳
さ
へ
し
て
店
れ
ば
、
そ
し
て
ぷ
治
心
の
火
さ
へ
だ
ん
だ
ん
も
や
し
て
腐
れ

ば
‘
私
赴
と
云
へ
ど
も
組
首
に
釘
っ
て
行

く
で
せ
う
。

担
ゐ
ぷ
9
e
z

-
+

け
が

L

ん
O
Hん

念
怖
の
山
中
に
、
小
火
ら
か
に
そ
し
て
朗
ら
か
に

そ
し
て
託
制
氏

、

陸
か
も
ん
，
、

さ
へ
あ
れ
ば

、

外
に
文
句
は
な
い
ぢ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。

か
ん
の
う
て
聖
書

ζ

世
ん
た
9
8
2

感
能
的
た
説
ぴ
。
そ
れ
は
本
常
の
税
び
で
は
あ
り
ま
せ
ん


w
-
古
い
惜
骨

ふ
時
ん
た
。

8
2
a

〈

純
情
の
開
出
。
そ
れ
も
本
首
の
洛
び
を
仰
さ
せ
て
は
央
れ
ま
ナ
ま
い
。

し
・
〈
択
て
・

-
u
b
-
Z
R
9

虫
記
い

枇
A野
的
な
地
位
。
そ
れ
も
本
山
仙
の
符
び
と
は
一
ぷ
へ
ま
せ
ん
。

た
え
い
ゑ
ん
峰
三
ワ
じ
一

'
h・

，
、
な
う
包
い

，品
目f

ad
'恥
か
で
・

ι

か

τ
ip
L

ゐ
品E
A
d
s

ゅ

a
b
a
，
b

唯
だ
永
遠
に
亡
び
な
い
自
分
、
苦
悩
な
き
生
活
、
自
ら
省
み
て
ほ
よ
穴
ま
れ
る
桜
山
砲
、
現
切
&
しん
口
っ
て
行
く
周
回、そ

れ
が
あ
れ
ば
、
が
ポ
の
附
鮮
はWん
な
に
蝋
が
でせ
う
そ
れ
は
船p
m
M
m
k
似
て
の
み
川
町
ら
れ
る
仰
い
仰
山

で
す
内

ζ
の
蹴k
伐
附
に
似
て
ん
r
Mれと
叫
附
と
を
内山
めω
nって
仲
く
似
品
川

と
そ
、

桃
山
川
w札
制
問
び
の
刊
の
悦
び
で

は
な

あ
か

』
'

げ
a
'
a

・
き
・
偽
偉
い

'
A
，

そ
れ
ぞ
れ
の
典
へ
ら
れ
た
駒
栄
氏
努
力
し
m
Mら
れ
る
銘
柄

い
で
せ
う

台、

ハ
つ
Y

く
〉
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…鏡
仰
運
動
ニ

ュ
ー

ス

…

績
仰
の
大
怖
の
下
に

共
に
躍
進
し

よ
う

!

l
l

血
盟
式
満
二
年
を
週
、
て

ぎ
な
い
。
山
市
伐
の
対
叫
仰
が
ザ
伊
に
鋭
〈

川
町
例
に
m
rへ
る
悦
か
。
そ
れ
伊
の
品
川

E

L
l

f

f

i
b
=
 

劃
を
劉
制ν
て
こ
そ
釧
め
て
制
令
は
対

e
h
'
h
事
か
を

A『a
y
&

‘
，
q

陣
A
'a3
9・

開
聞
を
作
っ
た
純
印
刷
に
心
か
ら
制
き
ね

L

-
a

'主
'
x

る
と

J
Aふ
も
の
だ
・
と
れ
や
込
の
抑
制
泊
は

舎
一
緒
に
ぽ
ぎ
な
い
。
，
胞
に
(

治
的
叩
は
削
日
航
船
備
の
対
航
の
伶
に
悦
批

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
いω
-
一
似
・
九
千
の

附
が
よ
、
綿
m
vは
舷J引
に
蹴
備
の
一
同
時

特
と
し
て
ね
市
川
の
対
胤
船
山
山
部
剛
山
川
部

し
ん

E
'
E
F
e
h
F
t
e
e

込
し
よ
う
。
}
人
が
一
人
を
獲
列
す
れ

ば
一
五眠、
.
3け
ハ
を
伊
れ
ば
間
続
五
千
。

そ
れ
だ
け
務
の
吟
、

滋
品
川
肘

甲
~r
H

h

，
、
，

F

ず
島

現
代
に
必
き
て
採
る
の
だ
・
品
問
に
泊
ま

う
1
持
に
献激
し
よ
う
1
鋭
備
の
い
ん
航

‘z'" の
下
に
・

.::.. 

協
の
裂
の
吟
に
緩
み
d
Rの

叫
m
A吋t
f・

一伊げ
た
の
は
哨
川
相
十
年
の

m

e
b
，

.
E
b

定
志

町
駅
十
-
配
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
正
に

a
，
ω
a
o
b
w
。

‘区
長
老
ペ

A
J
ζ
A
'
q

三
年
の
年
即
日
は
溢
れ
た
。
似
山
胴
に
心
か

ら
燃M
Mし
た
悦
は
幻
叫
に
M
A
M
叫
さ
れ
、

川
町
三
町
一
間
と
照
一
散
の
滋
を
鈍
い

て
付
川
に
謀
っ
た
・
掛
川
似
の
ニ

V
Mで

H
a
F
T
C
-

‘
いC

は
あ
っ
た
・
4
、
本
b
wの
こ
の
盛
大
を

M
Aてw
m
m
?
の
副
総
持
を
胤
ひ
悦
べ
、

が
憾
の
蛾
蹴
に
む
せ
ぷ
品
仰
は
、
惚
山
仙
紳

h，
必
司
・

の
み
で
は
な
い
で
あ
ら
・
フ
。
あ
の
仙
吋
の

岬
邸
側
を
脱
ふ
と
、
宗
た
ぎ
る
は

.
純
子

仰
料
配
で
な
い

と
の
m
m悦が
&
山
町
っ
て
が

る
。
邸
に
材
吋
は
封
叫
た
る
附
討
を
川

H

W
し
た
と
は
昨
へ
、
隣
〈

一
縦
齢
《
仇
%
に

h
・

T

t

B
7
1

5
t
f
H
T

劃
ナ
る
降
、
未
だ-
u
hた
る
存
犯
に
お

ーー- ;:JI. 

木
本 紙ア量三;;;21215 克

明部 i為djtsf牛込 差 守
照 宮 12矢継仰が護
支議lUS協議T i 容

整 割{ ~ 11J~PJim …打 開

主の? 践 女招
、 l型? に Vノい

:支LF 法 f.. て
ZRおE 燈 ^

ぷ 安 曾
色汽 り
i 議i
1:\~氏し

鹿
児
島
支
部

ぷもるででと
り符視耽あゐ\
で n~"8きるる fを
あ飲かに 。が肉
るかよ 主島、 ~ζ:
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維
持
の
赤
誠
溢
れ

東
京
寺
院
綴
々
と

維
持
曾
に
入
曾
す

= 

勾
ふ
吋
は
鮒
泌
総

、
W
ぺ
て
の
脱
に
慌

て
怒
一
怒
っ
蝋
に
時
叫
附
し
て
が
た
。

似
を
なげ
う
っ
山
川
、
郷
対
を
岬
付
加
す
る

山
内
が
ぬ
併
に
一
械
と
な
っ
て
、
低
山
内
山

m
n

R
b

は
た
も
と
く
な
ん
丑

p
h

‘
か

人
の
艇
の
下
に
出
向
総
の
滋
を
吸
っ
て

が
た
。
ぷ
九
m山
の
脱
必
が
船
ら
さ
れ
た
の

総
い
ヤ
ん

も
、
と
の
紛
糾
が
あ
れ
ば
と
そ
で
あ
る

吟
抑
制
対
憾
の
ザ
憾
の
鉱
山
叫
が
議

制
僚
と
常
一
は
れ
る
磁
の
ぬ
鰍
き
で
あ
っ

ー一ー-;<.

た
の
も
、
ζ

の

一視
到
な
み
で
あ
る
が
、

ζ
の
紙

鰍
は
代
備
制
問
・
え

W
Wけ、m
m析
で
は
関
川

と
僻
炉
設
が
探し
て
で
矯

?
"
械
が
が
は
艇
に
匁
訴
の
叫

T
9

aE
'
d
u

争
当

教
は
百
に
上
り
、
そ
れ
に-mへ
て
、
山
奴

z
'
v
b

色
忽
陀
妻

〓
'
E
L

E

ぷ

-
z

制
札
制
相
の
=
一
府
知
、
川
間
町
滞
、
国
久
部
、
松

山
岬-M
m
m叫は
一
-
ゲず
腿
らず脇
町
内
J
て
賊
肱

制
料
仙
仰
せ
ら
れ
、
時
も
削

れ
帥
卸
が
m
M俄
を川
町

て
総d
w一せ
ら
れ
る
と
昨
ふ
政
側
き
で
あ

る
。
憾
と
の
似
に
滋
ね

紙
も
滋
的
被
炉

慌
に
鍛
め
て
厳
仙
仰
せ
ら
れ
る
州
市
で

、

都

い
て
艇の
船
も一
ケ
ザ
舵
ら
ず
紛
仰

げの

税
制
問
い
を
山
利
さ
れ
る
艇
に
な
っ
て
ゐ
る
。

?
〈
略
〈
磁
の
誌
に
?
?

担
‘

L
A，e
ん
診
マ
，

思
は
れ
る
が
、
宗
門
の
都
裁
と
し
て
と

崎
苫

z
u
b

h
い
綾
の
民間山
口
な

掛
咽
慨
を
貯
げ
た
艇
は
栄
作
が
で

、

印
州一伊
に
詩
句
の
叫
甲
山
科
が
斜
一
慨
に
と
っ

て
が
ず
憾
の
も
の
で
あ
り

、

燃
側
ね
さ
れ

て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
か
を
綿
搬
に
撚
っ

て
ゐ
る
。一
時
設
識
もζ
の
襟

を
山
品
か
す
備
に

、
げ
が
るだけ
時
ぽ
を

総
似m
u
r
g

れ
て
、材
どh
qの
掛
川
叫
に
が
ぜ
ら

-』&
ゃ

っ
け
ち

れ
ん
事
を
切
朗
唱
す
る
。

貞
恭
支
部
の
例
命日

市
川
場
付
A
m岬
一
は
姉
吟
の
断
材
料

一以
の
が

m
wで
、
持
ム
刊
の
が
麟
即
時
叫
評
議

レ
修
司
多
量
い

9
f
か
，.
，
れ
い

ら
符
移
し
て
ゐ
る
が
、
ぬ
応
必
ず
例

〈
b
p

ひ
ら

S
L
量
L

同
E
l
v

合
p
h
v
L

回ー
を
聞
き
、

佐
藤
氏
を
始
め
鰍
名
士
の

勝
目
仰
を
附
き

、

蹴
鱗な
働
抑
制
の
滋
に

い

-
Z
，
、

じ
と

ζ

悼
ん
乞

そ
し
ん
で
ゐ
る
が
、

一今
回
一
は
特
に印
皮

で
が
燃
と
時ひな
が
ら
ム
1
ラ
ガ
y

ダ
却
す
の
が
齢
慨
を
鈴
減
し
て
紙
滅
的
町

E
9
o
'
b
'
r
b

舟r
e
b

。

朝
さ
れ
た
野
ル
比
旬
鈍
偵
を凶叫
月
十
七

R
-一

z

u
u

L
ほ

め
い
会
運
，
、
4
V
A，、h
ん

行
午
後
二
時
よ
り
芝
の
明
m
m
O円
倣
に

￡
白
〈
占
長
ん
章
。

主

制
引
い
て
、
そ
の
市
内
問
談
を
附
い
た
。
約

hn
凶
《

b
hm
b
ι
Z
M
n

う

三
十
利
の
Aw
m
Hが
参
集
し
た
が
、
野
必

中
川
崎
附
刊
の
川
町
仰
を
配
し
た
が
域
総
の
邸

側
械
は
叫
仰
い
椛
倣
を
賊

へ
て
脱
はず
m
m

を

認
さ

し

め
た
。

!fi 
i iどの
i v 堅
; を

i 喜

本
合
に
針
ナ
る
希
銀
、
「浮
土
」
の
編

斡
に
閥
ナ
る
注
文
、
共
似
各
組
岬
問
問
へ
の

欽
ら
M
Gる
批
仰
を
御
遠
山
地
な
〈

併
殺
格

下
さ
い
。

j 令!

;員;
! の j

:ぢ

マ
毎
月
『
制
叩
土
」
を
同
開
し
〈
絡
ま
せ

τ
m
Mv
t
b

'
句
者
で
す
.
中
材
先
生
の
絵
輔
副
跨
認

、

大
野
先
生
の

間
制
典
講
畿
、

共
に
制
中
お
にL
t
而
亀

岡
叩
土
法
門
の
深

い
内
容
を
余
す
路
な
4
肢
か
れ
ろ
品
開
衛
隊
、
払
の
心

を
仰
の
幣
へ
匁
H
V℃
4

れ
ま
す
・
叉R
L
Rの
興
味
輔刷

物
4

何
か
し

ら
心
暗
闇
帽
を
輿
-λ
て
〈
れ
る
物
勲
り

で
.

「
滞
土
」
な
ら
では
戒
め
紛ら
れ
ま
せ
ん
。

g

m
酬
明
徳
氏
の
田
明
の
よ
さ
が
治
つ

t
n昂
え
ま
す.
今
後

と

4

御
崎
四
腐
を
}
前

h
v
ま
す
ハ
筒
井・
問
中
先
日制〉

-
vC
仰
朝
刊
柑
酬
を
利

m
せ
ら
る
る
鎌
吊
口
鶴
港
・

m
A

母
印
象
相
官
鱒
見
て
ゐ
る
と
山
中
村氏
の
名
容

に
よ
均
ね
る
m
M
r多
ur.
中
村
氏
脅
し
て
名
答
を
幽

さ
ん
と
せ
ば
良
き
質
問
を
必
畑
出
と
す
る
.

質
問
者
中m
向
伯
母
方d句
多
L
Hあ
毛
が
、
乙
の
舗
は

処
し
てm
m加
の
方h
mに
興
へ
も
札
t
ち

濁
お
物
だ

ら
う
か
・
湾
鮮
な
質
問
ハ
少
〈

ι
4

従
俗
の
副
相
次
に

と
っ
て
〉
に
、総幽
酔
な
答MF輔
刷
せ
られる
・
乙

れ
は

m
m
m方
法
興
味
あ
・
以t
R
Mら
れ
る
か
知
札
な
い
が

.

a
終
に
は
低
噛
岡
崎
係
の
な
い
m
d句
事
b
.

m椙L
4

本

誌
が
附
係
方
の
総
畿
で
串
ら
ぽ
去
ム
と
と
は
な

い

が
、

H
M仰
令
制
刷
。
℃
篇
ん
で
晶
る
弘
共
晶
、

値
幅
穏
申

一
人
で
事
旬、
u
nヌ
綿
悲
伐
に
品
川和岬
され
つ
、
事
る

喝
の
は
m
-
M献で
串
る.
ζ

札
金
崎
口
へ
℃
穏
をth
p
.

借
用
似
方
ほ
敬
t

本
舗
を
使
用
せ
予
と
喝
品
目
お
に
解

答
を
*
φ

、

m町
駅
伝
依
っ
て
明
ら
か
に
さ
札
h
p
.

弘
品開が
日
常
集
活
に
犯
は
乱
、向
山
敏
冷aぜひ
4

と
曹

先
制
相
に
攻
め
る
総
省
が
な
い
か
ら
本
耐
捕
を
加

m
m
m
宮

る
の
で
あ
句
ま
す
.

お
し
略
附
備
方
が
御
質
問
に
な

ら

K
.

夜
俗
の
哲
也切削
ま
せ
て
キ
りk
h
p
t醐
酬
はれ

る
唱
の
争
，
沼
ん
でhv大
Y
者
t
h
v・
ω
ち
質
問
容を

の
人
U
F坦u
k
申
出
制
鋭
的
立
織
に
立
っ
て
い
免Y
章

t
m
vの
で
す
.
布
敏
方
針
金
質
問
さ仇
る
が
、
そ
れ

捻
前
後
払
品開
に
関
心
は
な
い.本
且助
金大
祭
化
す
る

の
除
鐙
に
屯
一芳
和
、検
ム
必
裂
が
あ
る
の
で
は
な

か
ら
う
か
.

ハ
失
名
氏
》

マ

「
博
士
」
が
後
々
夜
段
し
て
ゆ
〈

O
を
心
か
ら

巧
ん
で
b
ま
す
.

符
に
四
月
個
師から
色
紙
b
em
H
v
t

の
ほ
清
新
で.

市
也
大
様
性
径
一
段
加
へ
た
凶
器
じ
が

し
ま
す
.
ハ
東
京・笹
川
隼
V
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編
輯
後
記

同

t
z
s

，
A
V花
も
ま
た
主
〈
聞
に
散
っ
て
、
も
う

』
・
ま
か
号
、
司

t
o
'
H
S

ぞ
れ
勺

唱
初
誕
の
訪
れ
で
す
・
思
州
各
い

d
u

-
-
5

，
、

L
P
L
Y
M
e
H

，
、
、
，
、

』
絞
り
制
判
で
す.
と
.
Aふ
の
は
、

一
郎

圃
ル
ザ
ド

l
u
s
b
2
E
g

p

e
v

九
千
う

，
か
?
のt
T泌
創
刊
柑
棋
が
五
月
、

γ
皮
、

一
一
船
舶
が
蹄
掛
り
の
階
に

、

W
4
4の
献
をy

-
げ
た
か
ら
で
す
・
艇
に
二
十
五
日
鵬

、

幹

回
い
と
す
へ
ば
特
い
、

m
Mい
と
す
へ
ば
峨

円

ω
b
h
"

‘
，

Z
L
P
L

，
い
二
ヶ
年
で
し
た
・
必
へ
ば
液晶
引
の
文

同

'
v
h

夜
、

圃
符
は
仙
明大
な
も
の
で
あ
り
ま
す
・

』
A
V椛
鰍
の
航
船
は
「
郡
山
川
に
滋
を

W
〈

圏
在
日

F
V
N

当

い
具

h
A

回
何
事
に
よ
ら
ず
内
部
に
入
っ
て
制
定
る
償

問
脱
の
時
さ
、

そ
れ
は
→
つ
の
ザ
舗
で

町
え
と
の
城
川
崎
に
か
い
て
が
る
は
崎

町
之
助
川
町
崎
、
以
ヰ
や
る
と
と

岡
島
合
口
由
、
・

z
=

回
ろ
特
大
な
る
を
忠
ふ
て
、
今
後
、
と
の

向
織
の
も
の
を
叫
に
鉛
〈
抑
制
せ
て
伊
き

r

h
い
と
慨
ひ
ま
す
。
照
棋
に
叫
庇
い
て
も

、

由
設
の
前
総U
W獄
殺
さ
れ
、
鉱

，
M山
首
さ
ら
ん
こ
と
を

W
附
び
ま
す
。

向
。
『
賦-
vる
叫
同
鰍
川
町

』
は
縦
山
m
m併
説

・

e弓
a
'
U
H
"は
ゐ
乱
い
，
小
ろ
し

M
v
a
v

ご
〈

h
A
J
ι
恥
主

同
線
マ
洞
弁
拠
お
側
が
化
徐
に
御
訴
限

誕生サ 塑 ヨ
、.- -Jj・の偲!!:~布ヲ~ 1 
手 、奥リ度 f鰍 E
民鮫泡い青年なに 'F

呈)1.-を11~7iけ / 多
リl V ま州空〉
きま賢官 す分のヨE

g安扮色拙 がヨ，
弘、の尽 な I は

， ytsst1se 〈 ド
).κ、〈;主冬堅bρ，. < ~怠~ j泌諺を
一n .liぷE なが前il 7ホh合

ネ扱毛二竺竺一 1
7](干 鍛磁血 ブ J~.

t産筆u 伝説能符 レ 空
T鍛却~6.誕る清イ E持
主主将ル化強f手 、f，

表奈川 2tZ 
乍不八 ゥ~ 111-
式ー ム腺 附
，，'九 不~ -fì と
空空玄 j止、 目理科I
ZLー 授性総
IrtJ:1fI:乳船

境悦法の畳味

1:- ::1然天性機有

一
例
の
舵
縦
殺
で
す

。

減
，

V
の
刊
に
似
僻

ち
争
b

怠
哲
令

A
J

の
カ
を
時
怖
は
し
め
る
も
の
で
す
・
噌
品

"
L
a
-
-
-
&
F民
じ
ゃ4
ι
'
-
L

P
Z

，
Y
E

餓
は

一桃
川
計
必
一
附
が
れ
に
本
叫
悼
の
た

A
4

や
』

め
に
待
せ
ら
れ
た
も
の
、
本
位
と
し
て

は
縦
め
て
の
も
の
で
す
。

-

e
'
e
g

柄
、

陸
〈
号

み
蜘
る
L

，
、ι
nι
・t
s

A
VU小
誌
の
飯
山W
光
明
氏
ば

m町
内
地

怖
の
の
純
激
的
川
針
。
吋
材
同
封

J
W附
?
の

H
3
s
y吊
f
Z
向

A
W
H
-
Z
L

L
A
"形
手
』

ι

制
雄
見
高
門
川
同
制
副
作
泌
氏
の
郁
制
球
あ
る
凶
押
総
と

対
に
な
き一時
に
倣
っ
て
山
殺
さ
れ

l
h
'
=
a
.
，
Z
H
L

炉

る

A
h、
御
後
械
を
以
ひ
ま
す
.

。
勾
棋
は
同
州
織
縦
縦
し
、
‘
内

V
岐
川
九
砂

川
川
め
机

I鋭
の
放
のMM
m
怖
をm
m憾
に
腕
す

の
が
む
な
き
に
撚

u
p時
憾
な{
椛
じ

ま
す
。

o
m
w椛
宮
崎
〈
感
帆
借
問
料
吟
蜘
の

た
め
、
計
な
脱
艇
が
吟
じ
て
を
り
ま

す
が
、
-
W艇
抵
の
説
。
乞
蛾
リ
つ

h
あ

る
訟
は、
，
制
捜
議
蹴
と
の
鉱

凶w
k
，
、

s
b
'

a
ヨ

砂
'
・
L
A

e

h
M
に
よ
っ
て
、
必
に
}
婦
の
抑
制
泌
を
則

し
て
を
り
ま
す
.

刷
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定 柴九 三

六
版

ポ
バ

脱
ク慣六

r ラ ニ

五

O

Y

ピ

1

ぷ

十
《訟
将

9銭 裳付頁

古文言吟 し法
然
上
人
を
知
る
こ
と
}

ヱ
最
大
の
常
識
で

あ
る

!

E
':
'
v

レ
宮
E
L
r
L

，

s
M
b

u
h
v

E

'
t
a
v
f

で
，
ど

d
T
4
E

で
す
注
目
品

目
ん
』
T

川
=
=
-
悦
w
m
M山口
ん
航
の
術
戚
は
何
ん
と
去
っ

℃

も
「
勅
修
御
停
」
で
あ
る
0

・
「
勅
修
御
博」
郎
ち
「
法
然
上

Z
L
E
β
p
z
a

y

ふ
し

ら
E
A

町
g

C
・
山ν
b

て
ん
町
4
C

ぜ
宮
T
L約
，

t
ャ
ロ
ふ

h
ん

-
a
-
e
t

品
か

え

u
r
Lん

州
川
行
以
柑
階
」
は
伏
礼町
中
八
日

、

従
伏
見
実
虫
、
後
二
倍
天
引

い
の
三
婦
が
訟
然
の
遺
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